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第一章　運命の出会い












「ごめんね、深見ふかみさん。しばらく、アクセサリーの発注は控えようと思ってるのよ」

「え……？　これも、難しいですか？」

　月に一度、アクセサリーを卸している雑貨店『木この葉は』で、深見凛りんは絶望的な〝通告〟を受けていた。

　オーナーである山本やまもと梓あずさは、申し訳なさそうに眉を下げている。梓は四十歳の品のある女性で、穏やかな性格の感じがいい人だ。

　いつもなら、凛が紙袋を差し出すと快く受け取ってくれる。それなのに、今日は手を引っ込められてしまい、凛はショックと共に梓の決意の固さを感じた。

「本当に、ごめんなさい。この数カ月、深見さんのアクセサリーの売れ行きが思わしくなくて」

「そうなんですか……？」

　たしかに、発注の数が少しずつ減っているとは思っていた。それでも、定期的に受注があっただけに、凛はそこまで深刻なものだと考えていなかったのだ。

　自分の商品の売れ行きに、鈍感だったことを心から反省する。もっと梓に売れ筋のアクセサリーなどを聞いて、リサーチしておくべきだった。

　落ち込みを隠せず肩を落としていると、梓のこれまでにない弱々しい声が聞こえてきた。

「早めに、相談するべきだったわね。ごめんなさい。残りは、私のほうで頑張って販売するから」

「はい、よろしくお願いします」

　そういう事情なら、商品を受け取ってもらえないのも仕方ない。小さな店だから、売れないものを置いておく余裕はないのだろう。

　このまま諦めるしかないと思っていると、他の商品が目に入った。

　あるアクセサリー作家の指輪やネックレス、それにピアスは前面に置かれていて、『人気ナンバーワン』のタグまで付いているのだ。

　そのなかで、凛の商品は棚の端に置かれている。卸したばかりの頃、一度店に顔を出したときは、たしかに中央付近の目立つ場所にあった。

　それが今は端にあるということは、それだけ売れ行きが悪く他の商品が優先されているということだ。

　凛はゆっくりと店をあとにする。外はすっかり暗くなっていて、余計に物悲しさが増した。

　こういうとき、フリーランスの仕事は辛い。実力勝負の世界で、負けたらおしまいだ。それでも、子供の頃からの夢だったこの仕事を、手放したくないと思ってしまう。

　凛は専門学校を卒業してから、ハンドメイドのアクセサリーを販売している。

　ネックレスやピアス、指輪やブレスレットなど様々なものを作っていた。デザインは、シンプルで控えめなものが多い。飽きがこなくて長く使ってもらえるからだった。

　季節に合わせて色合いや素材を変えることはあるけれど、派手なものは作っていない。ラインストーンやビーズを組み合わせて花のモチーフを作ったり、天然石で和風テイストのものを作ったりする。

　鳥や果実を連想させるチャームも作ったりと、ナチュラルで媚びの少ない商品が多いのだ。それが強みだと思っていたけれど、お客さんには響かなかったらしい。

　個人のホームページでも販売をしているけれど、そちらの売上も落ちてきている。それをもっと、考えるべきだった。

「面白みとか、意外性が必要なのかな……」

　王道のデザインは溢れるほど売られているし、自分の商品が目を引かなくなったのかもしれない。温かみと癒しを意識しながら作っているけれど、最近はそれが好まれていないのか。

　考えれば考えるほど自信を失くしてしまう。夏の暑さを感じながら、凛の足は自然と裏通りに向かっていた。

　気がつくと、いつの間にか『オリオン』の前にいた。大通りから一歩裏に入った歩道沿いにあるバーで、月に一回ほど通っている店だ。

　半地下の店内はブルーのライトで照らされていて、落ち着いた大人の雰囲気になっている。隠れ家的な感じで、ＶＩＰルームもあると聞いたことがあった。著名人が利用しているとも噂されているけれど、そういう人を見たことはない。

　今夜も客は多く、カウンター席はほぼいっぱいだ。それにテーブル席も満席だった。

　凛はカウンターの端っこの席に着くと、さっそくバーテンダーの佐々木ささき楓かえでに声をかけた。

「こんばんは、佐々木さん」

「凛ちゃん、いらっしゃい」

　楓はここのベテランバーテンダーで、三十四歳の落ち着いた雰囲気の女性だ。二十四歳の凛とは十歳差で、凛は彼女を姉のように慕っていた。

「凛ちゃん、なにかあった？　元気がないみたいだけど」

　目が大きく美人な顔立ちの楓は、その目を細め笑みを浮かべながらも心配そうに聞いてきた。

「やっぱり、佐々木さんには分かっちゃいますよね。実は、木の葉さんから商品の発注が止まってしまって……」

　オレンジベースのカクテルが出され、凛は苦笑しながら一口飲む。本当は泣きながら愚痴でも言いたいところだけど、それは凛のプライドが許さなかった。

　強がりだと自覚しながらも、楓に少しでも笑顔を見せたかったのだ。だけど楓は、表情を曇らせた。

「本当に？　なんで？」

「売れ行きが……悪いみたいで」

　言葉にするのも切ない。恥ずかしい気持ちもあるし、情けなさもあったからだ。

「そんな……。凛ちゃんのアクセサリー、私は大好きよ。温かみがあるし、癒されるから」

「ありがとうございます……」

　気を遣われているのだろうと思いながらも、今の凛にとってはその優しさが有難い。そういえば楓は、必ず凛のアクセサリーを着けてくれている。

　今日だって、ピアスと指輪が凛の商品だ。当然、凛がいつ来店するかなんて楓は知らない。ということは、凛に気遣っているのではなく、本当に気に入って身に着けてくれているのだ。

　彼女のようなお客さんのためにも、これからもアクセサリー作りはしていきたい。

「私ね、いつも凛ちゃんのアクセサリーを着けているから、お客さんからたまにどこのブランドか聞かれるのよ」

「そうなんですか？　なんか、嬉しいです」

　それは驚きでもあり、とても光栄なことだった。誰かに注目してもらえるなんて、今の凛には涙が出そうなほどに救いなのだ。

　凛は沈んだ気分を、少しだけ持ち直した。

「あの……。どんな方が、興味を持ってくださっているんですか？」

　これからの商品作りの参考にしたい、そんな思いで聞いてみると、楓は視線を宙に向けて、思い出すようにゆっくりと言った。

「えっと……。たしか、大学生の女の子でしょ。それから、二十代後半くらいのＯＬさん。そうそう、男性にも聞かれたことがあるのよ」

「男性からもですか!?」

　思わず声を大きくする。驚いた勢いで、腰が少し浮いてしまった。

　もしかして、恋人へのプレゼントとか、そういうことで気になってくれたのだろうか。

「個人情報になるから、あまりその男性のことは話せないけど、凛ちゃんのアクセサリーが好きなんですって。とても癒されて、作者の人柄が滲み出てるって」

「ほ、本当ですか!?」

「ええ。温かくて、どんな人が作ったのか見てみたいって。凛ちゃんのアクセサリーの大ファンみたいよ」

　そんな風に感じてくれる人がいるなんて、凛は心から嬉しく自信を取り戻せそうな気になった。

「嬉しいです。佐々木さんも、いつもアクセサリーを着けていただいてありがとうございます」

「私は、根強いファンだから。その方ね、きちんとしている人なんだけど、異性だから凛ちゃんの名前やお店のことは言ってないのよ。宣伝したほうがいい？」

　申し訳なさそうにする楓に、凛は笑みを浮かべて小さく首を横に振った。

「大丈夫です。お付き合いで買わなきゃってなるのが、一番嫌なので」

　そう答えた凛に、楓も笑みを返す。楓の気遣いが心に染みてどんよりしていた気持ちは、少しずつ晴れていくようだった。

　自然とここへ足が向いたのは、楓に会いたかったからかもしれない。彼女の言葉に救われた気分になり、普段はノンアルコールだけど今日は一杯飲んだ。

　お酒は強いほうではないから、そろそろ帰ろうかと席を立つ。

「佐々木さん、今夜はこの辺で失礼します」

「ありがとね、凛ちゃん。また来てね」

　口角を上げる楓に、凛も笑顔を向ける。作り笑いではない、心からの笑みだった。

　会計をして店を出ると、来たときより足取りが軽くなっている。アクセサリーの入っている紙袋を見ると切ないけれど、楓の言葉に元気を貰い、この先も頑張ろうという思いが湧いてきた。

　階段を上りきったとき、背後から若者が乗った猛スピードの自転車がやってきて、凛の紙袋を持つ手に当たった。

「あっ」

　弾みで袋が落ちてしまい、中のアクセサリーが散乱してしまった。ビニール袋で個包装しているとはいえ、衝撃で壊れたりしていないか心配になる。

　慌てて拾おうとすると、背後から低音で甘い男性の声がした。

「大丈夫？」

　振り向くと、思わず息を呑むほどの眉目秀麗な男性が立っている。三十代前半くらいだろうか。ダークグレーのスーツを品よく着こなし、スタイルの良さと長身が際立っていた。

　少し垂れ気味の目元と、通った鼻筋。適度な厚みの唇で、甘いルックスをしている。軽い雰囲気はまったくなく、知性も感じられる人だった。

「あ、あの……」

〝大丈夫です〟と答えようとしたとき、オリオンの階段から、男性が上がってきた。凛の目の前にいる彼と同じような雰囲気だけれど、その男性は黒縁メガネのインテリ風だった。

「拓真たくま、どうかした？」

　あとから来た男性は、凛に声をかけてきた人にそう尋ねている。どうやら、目の前の男性は、拓真というらしい。

「ああ、樹いつき。実は、彼女の荷物が……」

　拓真は、樹という男性に簡単に事情を説明して、アクセサリーを拾おうとしてくれている。だけど、樹のほうは「ああ、そうなんだ」と素っ気なく答えただけで、まるで興味がなさそうだ。

　むしろ、迷惑そうでもある。凛には、その空気がいたたまれず、二人に向かって慌てて言った。

「あの、お声をかけていただいて、ありがとうございます。私は、大丈夫ですので」

　拓真の親切は嬉しかったけれど、樹の態度に傷ついてしまった。今はメンタルが弱くなっているからか、悪気はないと分かっていても他人の冷たい態度に耐える力がない。

　お礼を伝えて、二人とはこのまま別れたいと凛は思った。たぶん樹は、凛と関わりたくないのだろう。

　きっと彼らは、ステータスの高い人だと思うからだ。樹がオリオンから出てきたということは、拓真も一緒だったはずだ。だけど、店内で二人を見かけなかった。

　薄暗いとはいえ、こんな目立つ男性がいれば、意識しなくても気がつくだろう。ということは、拓真と樹は、ＶＩＰルームにいた可能性が高い。

　二人が着ているスーツは上質だし、ちらっと拓真の袖口から覗く腕時計は、海外の高級ブランドのものだ。

　きっと樹は、関わる相手を選びたいのだと思う。そう感じて、拓真が帰りやすいように、ぎこちないながらも笑顔を向けた。

「気にしなくていいよ。そんなに散らかってたら、拾うのが大変だろう？　じゃあ、樹。また」

　拓真がそう言うと、樹も軽く返事をして身を翻して大通りへ向かっていった。

「お連れの方、よろしいんですか？」

　凛が尋ねると、拓真は僅かに口角を上げた。それだけのことなのに、妙に色っぽく見える。

「ああ、大丈夫だよ。元々、ここで別れる予定だったんだ。あいつ、これから他の用事があるから」

「そうなんですか……」

　あ然とする凛を尻目に、拓真は手際よくアクセサリーを拾い集めている。そんな彼の姿を見て、凛も慌ててアクセサリーを拾い上げた。

「このアクセサリーって……」

　全て拾い終えたとき、拓真は不思議そうにアクセサリーを見つめている。これだけ大量だから、不審に思われたのかもしれない。

「実はそれ、私が作ったものなんです」

　初対面の男性に見られるのは、どこか照れくさい。さらっと聞き流してほしかったけれど、拓真は黙ったまま凛にアクセサリーを渡した。

　なにか考えているのか、彼の視線は凛の手元にあるアクセサリーから動かない。

「あ、あの……？」

　どうしたのだろうか。真剣な拓真の眼差しに、凛も緊張してしまう。彼が、手作りアクセサリーに興味を持つとも思えないけど……。

「もしよければ、少しだけきみのことを教えてくれないか？」

「えっ……？」

　それは、いったいどういう意味だろうか。そして、拓真はどういうつもりで言っているのか。

　凛はすっかり混乱してしまい、しばらく呆然とする。拓真が軟派には見えないし、そもそも凛は男性に声をかけられるタイプではない。

　クールで美人なタイプではないが、小柄で可愛い感じだ。色気はなく、目立つことはない。

　目鼻立ちは整っているが、ルックスに派手さはなかった。親しみやすいが、幼く見える凛に、拓真がナンパ目的で声をかけているとは到底思えなかった。

　返事ができないでいると、拓真がゆっくりと続けた。

「きみのアクセサリーのファンなんだ。少しだけでも、きみを知りたくて」

「私のアクセサリーのファン……？」

　そう言われ、ふと楓との会話を思い出す。彼女は、凛のアクセサリーに興味を持っている男性がいると言っていた。

　アクセサリーに、人柄が滲み出ていて癒されると……。まさか、その男性が拓真なのか。聞いてみたい気がするけれど、拓真がこちらに話を合わせている可能性もある。

　誠実そうには見えるけれど、本当に信用していい人なのか迷っていた。

「拓真さんって、オリオンにはよく来られるんですか？　お店に、いらっしゃいましたよね？」

　カマをかけてみると、彼は小さく頷いた。

「ああ。常連だからね。でも、よく俺たちが分かったね。違う部屋にいたけど」

　やはり、拓真と樹はＶＩＰルームにいたのだ。だから、店内では見かけなかった。彼の言葉に動揺をしつつ、それを隠すように平静を装って言った。

「はい。私も、オリオンにはよく行くんです。だから、ＶＩＰルームのことは知ってまして……」

　彼がどこまで正直な人なのか試してみたかった。話を合わせるだけでは、きっとボロが出ると思ったからだ。

　すると、拓真はゆっくりと深く頷いた。

「きみが、常連だということは知ってる。佐々木さんは、俺も親しいから」

　楓の名前が出てきて、確信に変わっていく。拓真は嘘を言っていないし、凛を騙そうとしているわけではなさそうだ。

　もし凛になにかをすれば、拓真の身元はすぐに割れる。そんな状況の中で、彼が悪意を持って誘っているとは考えられなかった。

「それに、手を怪我してる。さっき、自転車とぶつかっただろう？　擦りむいてるから、手当したほうがいい」

「えっ？　気づきませんでした」

　アクセサリーが無事かどうかのほうが気になって、怪我をしている自覚がなかった。

「血が出てるし、服も汚れてる。俺に、手当てさせてくれないか？」

　もし楓の言う〝男性〟が彼なら、どうして商品を気に入ってくれたのか知りたい。

　癒されると言っても、ほとんどの男性は、そもそも女性もののアクセサリーに興味はないに違いない。

　今後の商品作りの参考になるかもしれないし、彼から見て自分の商品がどう映っているのか、聞いてみたい気もする。

「はい……。ご好意に甘えます」

　そんな気持ちで承諾すると、拓真は笑みを見せた。

「よかった。よく知ってるホテルがあるから、そこへ案内するよ」

「はい……」

　一歩先を歩く拓真についていきながら、彼の背中の広さに息を呑む。けっして筋肉質ではないけれど、引き締まった身体つきをしていた。

　肩幅も広く、スーツがとても似合っている。女性が放っておかないような華やかさがある、そんな感じの人だった。

　大通りまで出ると、タクシー乗り場でタクシーに乗り、拓真がホテルを行き先に指定した。

　そのホテルは、ターミナル駅の目の前にある高級ホテルで、著名人の結婚式によく使われている。ここからだと、車で十分程度だ。

　それにしても、オリオンのＶＩＰだったり、高級ホテルが行きつけだったり。社会的に立場がある人なのだろう。

　どんな仕事をしているのか不思議に感じる。実家がお金持ちなのか、企業の役員にしては若い。拓真の一面を垣間見るたびに、謎ばかりが増えていく。

「どうかした？」

　凛の視線に気づいたらしい拓真が、こちらに顔を向ける。彼の小さな笑みに、不覚にもドキッとしてしまった。

「い、いえ。拓真さんって、お幾つぐらいなのかなと思いまして」

　本当はあれこれ聞いてみたいけれど、不躾に思われるのも不本意だ。咄嗟に年齢が思い浮かび、彼に尋ねてみた。

「三十四歳だよ」

「三十四歳ですか？　じゃあ、私より十歳も年上なんですね」

　どうりで、軽い感じがしないわけだ。年齢的にも彼は大人で、落ち着いた雰囲気を醸し出している。

「そっか、じゃあきみは随分若いんだな。えっと……そういえば名前を」

「あっ、すみません。名乗っていませんでしたね。凛といいます」

　彼の名字を知らないから、こちらも名前だけにしよう。そのほうが、駆け引きしているようで刺激を感じる。

「凛ちゃんか。その若さで、あんな素敵なアクセサリーをデザインできるんだな。感心するよ」

「そんな……。でも、ありがとうございます」

　くすぐったいような気持ちで、控えめに微笑む。リップサービスかもしれないけれど、拓真の一言が素直に心に響いた。

　落ち込んでいた心が、少しずつ元気を取り戻していく。そんな気分だった……。






　ホテルに着くと、ロビーを通り抜けエレベーターホールへ向かう。その間、ホテルのスタッフの人たちが、拓真に気づいてお辞儀をしていた。

（拓真さんって、いったい、どんな人なんだろ……）

　歩き方も堂々としているし、人から注目されることに慣れているようにも見える。

「ここの三十階の部屋を取ったから、そこで手当てするよ」

「はい、ありがとうございます」

　間違いなくセレブだけれど、それを鼻にかける様子はない。さっきだって、お辞儀をしていたスタッフたちに、会釈を返していたのだから。

　拓真が、凛のなにを知りたいと思っているのか想像もできないけれど、なんの仕事をしている人なのか、普段はどんな生活をしているのか、凛は拓真に聞いてみたいと思っていた。三十階に着くと、そこはスイートルームになっていて、凛は息を呑みながら部屋へ入った。

　広々としたリビングには高価な家具が置かれ、大きな窓からは夜の街が一望できる。

「景色が綺麗だろう？　ソファへ座って。手当てするから」

「はい。本当にありがとうございます」

　拓真はフロントで小さな救急箱を借りてきていて、私の横に座るとそっと腕を取った。大きくて温かい彼の手に、ドキッとしてしまう。

「暑いときだから、傷が化膿しないようにしないとな」

「そうですね。なにからなにまで、お世話になりっぱなしで」

　拓真は面倒見がいいのか、人を放っておけないタイプなのか、優しくて落ち着いたその人柄に心が揺れそうになる。

「手当てするって言ったのは俺だから。よし、これでＯＫ」

　消毒をしてくれ、肌と同じ色の絆創膏を貼ってくれた。凛は、自分が子供のように思えたけれど、拓真の好意はとても嬉しかった。

「ありがとうございました。この部屋、ずっと使っていいんですか？」

「大丈夫だよ。ちょっとした会議や仕事の息抜きに、ここを使うことが多いんだ。なにか飲む？　お酒やソフトドリンクがあるけど」

「じゃあ、お茶をお願いします」

　拓真は凛の返事に笑みを見せると、キッチンへ向かった。気分転換でスイートルームを使うなんて、やっぱり拓真は普通の人ではないと思う。

　程なくして、拓真がお茶の入ったグラスを持ってきてくれた。氷も入れてくれていて、酔い覚ましにちょうどいい。

　お礼を言って受け取ると、それを口にした。拓真が淹れてくれたと思うと、より美味しく感じる。

　彼のほうも、お茶を持って凛の隣に座った。

「ここからの景色は、凛ちゃんの商品作りの参考になるかな？」

「え？　は、はい。とても……」

　まさか、それも考えてここに連れてきてくれたのか。いや、きっと偶然だろう。

　緊張しつつも、窓の外の景色に視線を移す。こんなロマンチックなイメージで、アクセサリーを作れないものか。

　拓真も、凛より少し離れて並び、窓の外を眺めている。時折香る上品な匂いは、拓真のコロンのようだ。

　柑橘系の香りだ。まるで拓真そのもののようで、その匂いにもこの状況にも酔ってしまいそうだ。

「実は、紙袋に入っているアクセサリーは、普段取り扱ってもらっているお店から、販売を断られたものなんです」

　彼が楓の言う私のアクセサリーのファンなら、どう答えてくれるか知りたかったからだ。

　慰めてほしいのか、自分を認めてほしいのか。自分でも自分の気持ちがよく分からない。

　もしかすると、これからもアクセサリー作りを仕事としてやっていく、その思いを肯定してほしいのかもしれない。

「どうして？」

　怪訝な顔をした拓真と、視線が重なる。拓真に心配させたいわけでも、同情させたいわけでもない。

　だけど、拓真が真剣に反応してくれたことが嬉しくて、凛は今日あったことを吐き出していた。

「売れ行きが、思わしくないみたいなんです。他のアクセサリー作家さんの商品は、人気ナンバーワンのタグが付いてたりしてるんですけど」

　こんなことを言われたら慰めるしかないだろうと凛は苦笑する。

「そうなのか……。俺には温かみがあって、とても丁寧に作られた素敵なものに見えるけどな。さ、座ろうか」

　彼はそう言いながら、凛の肩を軽く叩く。そして、ソファを指さした。どうやら、そこへ座るよう促しているらしい。

　ソファに向かい合って座ると、拓真がメニュー表を差し出した。

「好きなものを選んで。それから、ゆっくり話をしよう」

「はい……」

　次はピーチベースのカクテルを頼むと、程なくしてルームサービスのスタッフが持ってきた。拓真のほうはウイスキーのロックだけど、オリオンでもそれを飲んでいたのだろうか。

　拓真は酔っている様子がない。

「凛ちゃんは、ずっと一人でアクセサリーを作ってるのか？」

「はい。専門学校を卒業してから、通販や雑貨店で販売していまして……」

「凄いんだな。全部一人でやっているんだろう？　デザインは、どうやって案を練っているんだ？」

「はい。デザイン案は、外の景色や街の風景を参考にしたり、自分の感じた気持ちを表現したり……。抽象的で、分かりづらいですよね」

「いや、なんとなく分かるよ。きみのアクセサリーには、心がこもってるって思うから」

　どうして拓真は、初対面なのにここまで真剣に話を聞いてくれるのだろう。ほんの二、三時間前までは絶望していたのに、凛の心はだいぶ晴れてきた。

「拓真さん……」

　胸が熱くなり、言葉が続かない。少しカクテルを口にしたとき、拓真が言った。

「だから、落ち込む必要はないよ。さっき言っていたお店の話だけど、きっとそこのお客さんの好みに、合っていなかっただけだ。きみの作るアクセサリーに、原因があるわけじゃないと思うよ」

「ありがとうございます……」

　どうしよう、涙が込み上げそうだ。

「凛ちゃんのアクセサリーは、色使いやデザインがシンプルなのに、見るとなぜか癒されるんだよ」

「そう言っていただけて、とても嬉しいです。以前から、ご存じだったんですよね？」

　はっきりと、聞いてしまおう。拓真は、楓が言っていた男性で間違いないはずだ。すると凛の質問に、拓真は戸惑いを見せることなく頷いた。

「佐々木さんが身に着けてるアクセサリーに心惹かれてね。個人のハンドメイドだと聞いて驚いたよ」

　やはり、楓が話してくれた男性は、拓真のことだったのだ。たしか彼女は、拓真のことを「きちんとした人」と言っていた。

　その言葉と、目の前にいる拓真に相違はない。彼が凛のアクセサリーのファンだったのだ。

「まさか今夜、それを作っている人に出会えるとは、思わなかったよ」

　彼の言葉に、どんどん胸は高鳴る。

「実際に私に会って、イメージどおりだったでしょうか？　それとも、期待外れだったでしょうか？」

　凛は微笑みながら、意地悪な質問をしてみる。初対面で「期待外れ」なんて言えるわけがないのに。

「思ったとおり、自然な感じの女性で嬉しかったよ。きみの作ったアクセサリーは自分では身に着けることはないけど、見ていて本当に癒されたから。どうしても、作った人に会ってみたかった」

「ありがとうございます……」

　拓真の言葉に、凛は頬が緩んでくる。気遣いもあるだろうけど、彼の言葉が上滑りしていなかったからだ。

　素直に拓真の気持ちを受け取ると、心の中が満たされていくようだった。

「凛ちゃん、もう少し一緒にいたい。下心がないと言えば嘘になるから、無理強いをするつもりはないよ。ここで、別れてもらっても構わない。だけど、絶対にまた会いたい」

〝また会いたい〟という拓真の言葉が、真っすぐ心に入っていく。なぜなら凛も同じ気持ちで、まだ離れ難かったからだ。

「はい……。私も、もう少し一緒にいたいです」

　お酒に、酔っているわけではない。むしろ、拓真に酔っている。彼の無条件に受け入れてくれる姿勢に、だんだん初対面であることを忘れていくようだった。

　凛の返事を聞いた拓真は、小さく微笑んだ。






　それから二人は、楽しく話をした。

「こんな素敵な部屋を、簡単に取れちゃう拓真さんって何者なんですか？」

　行動と、アクセサリーに興味を持ってくれる彼にギャップがあり、どんどん分からなくなる。

「それはまた、あとで教えるよ。できればなにも考えず、受け入れてもらえると嬉しい」

「拓真さん……。私のアクセサリーに興味を持ってもらったきっかけは、単に癒されるから……ですか？　それとも、恋人に贈る参考に……ですか？」

　こんなことを聞いても、誤魔化されたのでは意味がない。恋人がいても、嘘をつく男性だっているのだ。

　だけど不思議と、拓真はそうではないと思える。だからこそ、彼に言葉にしてほしかった。

「恋人がいれば、きみをこうして誘っていない。単に……って言ってたけど、俺にとっては大事なことなんだよ、癒されるというのは。それと、凛ちゃんから滲み出る穏やかな雰囲気と……」

「雰囲気と？」

　言葉が途切れ、まるで続きを急かすように彼の言葉を繰り返す。

「そうやって、ちょっと俺を窺い見るところが可愛いなって」

　鼓動が速くなり、言葉が出てこない。拓真のセリフには決して軽さはなく、それが余計に凛の心を揺さぶっていた。

「おかしいだろう？　見たこともないきみが、ずっと気になってたとか」

「そんなことありません。実は今夜、偶然にも佐々木さんから聞いていたんです。私のアクセサリーのファンの男性がいるって。まさかその人と、こうやって出会えるとは思いませんでした」

　偶然なのか、それとも運命なのか。今日『木の葉』で断られたことは、凛にとって拓真と出会う布石だったようにも感じる。

「今度、新しいアクセサリーができたら、見せてくれないか？　もちろん、販売に支障のない範囲で」

「もちろんです。もしよければ、拓真さんの感想も聞かせてほしいです」

　凛のアクセサリーのことで、こんなに会話が膨らむとは凛自身思ってもみなかった。拓真と話をしていると、なんて楽しいのだろうと思う。

「もちろん。参考になれば、嬉しいけど」

「とっても参考になると思います」

　二人でふふっと笑っていると、拓真が静かに微笑んだ。

「今夜から、凛ちゃんとの関係を始めていきたい」

「はい……」

　こんなことがあるのだろうか、夢心地でも迷うことなく頷いた。理屈ではない〝なにか〟に、導かれたのだと思っている。

「凛ちゃん……」

　優しく呼びかけられ、拓真の顔が近づいてきた。キスをされる……それが分かったけれど、拒む気持ちはない。

　凛がそっと目を閉じると、彼の温かな唇が重なった。自分が初対面の人と、こんなことをするなんて信じられない。
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　だけど、凛も拓真をもっと知って、受け入れたかった。これから先、彼の恋人として過ごしていける……？

　ロマンチックなことを考える自分に驚きながら、彼との濃厚な口づけに身体を熱くした。

「向こうが、ベッドルームだから」

　顔を離した拓真に、濡れた唇を指で拭われる。凛はボーっとする頭で、ほんの僅かに口角を上げた。次の瞬間、軽々と拓真に身体を抱き上げられた。

　こんな風に、誰かに抱きかかえられたことは初めてだった。

「た、拓真さん。重くないですか？」

　おずおず彼に尋ねると、穏やかな眼差しを向けられた。そして、小さく首を横に振られる。

「全然。むしろ、軽過ぎるよ。凛ちゃん、小柄だもんな」

　大股でベッドルームに連れていかれ、キングサイズのベッドに下ろされる。

「凛ちゃんは細いから、大事に扱わないと壊れてしまいそうだ。まるで、きみの作るアクセサリーみたいに」

「拓真さん……。拓真さんは、ぐいぐい引っ張っていきますよね。行動的というか……」

　拓真に見下ろされていると、胸の鼓動がどんどん速くなる。彼のしなやかで長い指が、凛のシャツのボタンを外し始めた。

「強引だろう？　それは自覚してるよ。でも、きみにはずっと会ってみたかったんだ。想像どおり柔らかな感じで」

「私、そんなに柔らかな印象ですか？」

　照れくさく感じながらも彼に質問をした。たしかにこれまでも、凛は親しい人から穏やかな性格だと言われていた。

　拓真にも、同じ印象を持たれている。それに驚きながらも、嬉しくもあった。

「ああ、とても。凛ちゃん、眼差しが優しいなって第一印象で思ったよ」

「そう……ですか？」

　気恥ずかしいような、胸がときめくような気分のなか、気づけば、凛のシャツのボタンはすべて外されていた。

「いい？　このまま脱がせても」

　緊張と胸の高鳴りが最高潮になり、身体が火照ってくる。凛は恥ずかしさを感じながらも、小さく頷いた。

「はい、大丈夫です……」

　まるで夢のような時間の始まりに、気分はどこまでも昂る。この甘い夜のあとは、拓真と恋人同士として、新しい日々を過ごすのだろうか。

　そんなことを想像したら、凛は自然と拓真を受け入れていた。激しく燃えるような時間の中へ、あっという間に落ちていった──。






　翌朝、身体に鈍い痛みを感じながら目が覚める。天井のファンが目に入り、ここが拓真と過ごしたホテルの部屋だと自覚した。

（そうよ。あれは、夢じゃなかった……）

　凛にとって、拓真が初めての相手であることを伝えたら、彼はますます燃えて……。そんなことを思い出したら、一人で赤面してしまった。

（だめ、だめ。もう起きよう）

　ベッドに拓真の姿はないから、すでに起きているのだろう。かなり気恥ずかしいけれど、気を取り直して、ベッドの下に落ちていた服を拾って着る。

　最初はやっぱり、普通に朝の挨拶かな……。昨夜の感想は、もう少し落ち着いてから伝えたい。そんな考えを頭の中で巡らせながら、リビングに行く。

　でも、そこにも拓真の姿はなかった。

「もしかして、バスルームかな？」

　そういえば、昨夜はシャワーすら浴びていなかった。もしかすると、彼は浴室にいるのかもしれない。

　そっと窺うも、そこにも拓真の姿はなかった。

「拓真さん……？」

　他の部屋にもいなくて、部屋中を探していたときに気づいてしまった。そもそも、彼の荷物がないことに。

　オリオンで出会ったときが、仕事終わりだったのかどうか今となっては分からないけれど、拓真が持っていたアタッシュケースがないのだ。

「どうして……？」

　凛は血の気が引くのを感じながら、もう一度部屋中を見て回る。だけど、当然のように拓真の姿はなかった。

　まさか、昨夜の言葉は全部嘘だったのか。凛との関係を始めたいと言っていたあの言葉は、その場しのぎの都合のいいセリフだったというのか……。

（嘘よ……）

　そんないい加減な人には見えなかったけれど、それは経験のない凛だから見抜けなかっただけなのか。

　でもどうしても、身体だけが目的でここへ連れてこられたとは思えない。とはいえ、彼がここを去っていることは事実だ。

「七時か……。何時に出ていったのかな」

　凛の目が覚めないうちに、早々と出ていったのか。でも、一言くらい声をかけてくれてもよかったのに。

　どうして……。その言葉が何度もリフレインされて、凛の目に涙が浮かぶ。瞬きをすると涙が頬を伝って、床に零れ落ちた。

　リビングテーブルに置かれている紙袋を手に取ると、より切なさが込み上げる。拓真はアクセサリーに理由を付けて、一晩限りの楽しみを味わいたかっただけなのか。いや、絶対にそうではない。

　そう否定する自分と、目の前の現実との差に胸が苦しくなる。

「寒い……」

　やけに、冷房が効いていて肌寒い。風が強くて、紙袋の取っ手がひらひらと揺れているほどだ。

　昨夜は夢のように思えたこの部屋も、今はとても無機質に感じられる。今朝は拓真と、いろいろな話をしようと思っていたのに。

　仕事のことなど聞こうと考えていたのだ。それなのに、彼は消えてしまった。

　なにも残さずに……。

　絶望的な気持ちで身支度を整えると、朝食を取ることなくホテルをあとにした。チェックアウト時、宿泊代はすでに拓真が払ってくれていることを知り空しくなる。

　そこまでしてくれているのに、どうして黙って去ったのか。もう二度と、会うことはできないのか。

　オリオンの常連でもあるのだから、そこへ通っていれば再会できるかもしれない。そんな淡い期待を抱いてみたけれど、拓真に会うのが怖かったのだ。拒絶されたらと思うと、オリオンへ行く勇気がなかった──。






「え……？　先生、今なんて？」

「現在二カ月に入ったばかりですね」

　妊娠……？　まさかの宣告に、凛は言葉を失ってしまった。普段は生理が順調で持病もないのに、生理が来ないのと倦怠感が続いて受診したのだ。

　なにか病気にでもなったのかと産婦人科を受診したら、想像もしていなかった事実を告げられたのだった。

　五十代くらいの女医さんは、モニターを見ながら説明してくれる。凛は診察台で横になったまま、息を呑み見つめた。

「分かりますか？　小刻みに動いているこれが心臓で、全体が身体です。まだ、はっきりとした形には見えないでしょうが、今のところ元気に心臓が動いていますよ」

　まるでそら豆のようだけれど、間違いなくお腹には命が宿っている。もちろん、拓真の赤ちゃんだ。

　呆然としながら、下着を身に着け診察室に戻ると、女医さんが淡々とした口調で尋ねてきた。

「深見さん、ご結婚はされていないんですね。どうされますか？　産みますか？」

「え……？」

　さらにその言葉に衝撃を受け、凛は我に返ってしまった。妊娠をすると、あたり前のように祝福されるものだと思っていたからだ。

　だけど凛は、その言葉をかけてもらうどころか、出産の意思を問われている。

　あれから拓真から連絡はなく、彼が今どこでどうしているかも分からない。もう一度会いたいと思う気持ちを、いつも必死で抑えていたのだ。

　彼はもう、凛に会いたいとは思っていないだろう。妊娠をしたことを知ったら、どれだけ迷惑がられるだろうか。

　だけど……。

「もう少し時間はありますから、一度ゆっくり考えますか？」

　女医さんの言う〝時間〟が、中絶の意味を示していることはすぐに分かった。自分のお腹に宿った命を、自分の手で消してしまう……？

　拓真は、なにも残さず目の前から去ったと思っていたけれど、大きな宝物を残してくれたのだと思った。

　彼にはもう、会えなくてもいい。子供の存在を認めてもらえなくても、自分の力で育てていく。

　モニターに映った小さな命を思い出して、それを手放すことは考えられなかった。愚かな選択だと思われても構わない。

「いえ、産みます」

　迷いを吹っ切ってきっぱり答えた凛に、ようやく女医さんは笑顔を見せた。

「ご懐妊、おめでとうございます」

　彼女の笑顔に凛がホッとしたのは、お腹の子供の存在を認めてもらえたという安心感があったからかもしれない。

　凛は病院を出ると、電車でとある海に向かっていた。そこは友人とも来たことのある海岸で、海水浴客で賑わう場所だ。

　お盆を過ぎたから、海水浴をする人も少なくなっただろう。穏やかな海を眺めることが好きな凛は、これまでも落ち込んだり逆に自分を鼓舞しようとするときは一人で訪れている。

「やっぱり、だいぶ人は少ないみたい」

　今日も天気がいいから、若者のグループがちらほらといるけれど、人でごった返している感じではない。

「気持ちいい……」

　足場が悪いから、気を付けて歩こう。波打ち際から少し離れたところを歩きながら、凛は時折頬をかすめる海風に心地良さを感じていた。

「足元、気をつけて」

　ふと男性の優しい声が聞こえ、凛はハッと我に返る。まるで拓真のようなその声に一瞬ドキッとしたけれど、向かいからお腹の大きな女性の手を引く見知らぬ男性の姿が見えた。

　きっと、夫婦なのだろう。お互い優しい眼差しで微笑み合っていて、見ていて羨ましくなるほどだった。

（幸せそうだな。でも、私だって……）

　拓真との繋がりとか、彼の面影とか、それは関係ない。自分のもとに舞い降りた命を守る。

　そう決意をして、凛はそっと自分のお腹に手を当てた──。

















第二章　思いがけない再会












「じゃあね、凛。また来るから。桜さくらちゃん、バイバイ」

「ありがとう、お母さん。またね」

　昼過ぎ、玄関で母を見送りながら、凛は桜の小さな手をひらひらさせる。子供がなにより大好きな母は、桜を見つめながら目を細めた。

　ドアを閉め、少し眠たそうな桜をベビーベッドへ寝かせる。拓真と出会ってから、もう一年以上が過ぎた。あれから一度も、彼に会っていない。

　オリオンにも行けないままで、楓に近況を話すこともできなかった。もし彼女に今のこの状況を伝えたら、拓真の耳にも入るかもしれない。

　そんな期待もあったけれど、妊娠中はつわりが酷く、出産後は慣れない育児の疲れでまったく足を運べなかった。

　拓真には、今でも心から会いたいと思っている。だけど、誰にも相談せずに決めた出産だ。まずは自分の力で桜を育てたくて、その気持ちを心の奥にしまっていた。

　母は見捨てることができなかったのだろう。定期的に、凛と桜が住んでいるこの六畳一間のアパートを訪問している。

「桜、眠いね。しばらく、ねんねしようか？」

　クリッとした大きな彼女の目が、少しずつ閉じていく。綺麗な二重の垂れ気味の目と、形の整った唇は、本当に拓真にそっくりだ。

　拓真の面影を感じてしまうと、あの夜のことを思い出し切なくなる。運命の一夜だと思っていたのは、凛だけだったのだ。

　それでも今は、なにひとつ後悔をしていない。桜の出産に関しては、小児科医の母は凛の気持ちを尊重してくれた。

　でも、銀行勤めをしている厳格な父は、素性もよく分からない男性の子供を妊娠したことで激怒し反対をしたのだった。

　だけど、決して意思を曲げなかった凛に、最終的には根負けをして渋々ながらも出産には賛成してくれた。

　ただ、やはりどこか納得できないのか、桜が六カ月になった今でも、父はまだ一度も彼女の顔を見ていない。さらに、凛が実家の敷居を跨ぐことも許してくれなかった。

　それでも凛にとって、桜との毎日は幸せだった。育児はまだまだ大変だけど、アクセサリー作りは再開させている。妊娠中から力を入れてきたネット販売で徐々にお客さんがついてきた。

〝人柄が滲み出ている〟という拓真の言葉を信じて作っているので、自分の想いを素直に表現できたからかもしれない。

　割り切ったつもりでも、心の隅には拓真がいて、どこかで彼に会いたいと願う自分がいる……。

「よし！　じめじめした気分は終わりにして、アクセサリーを作ろうかな」

　桜が寝入ったのを確認すると、小さなチェストの引き出しからアクセサリーのパーツを取り出した。

　最近はアクセサリーに限らず、キーホルダーやチャームなど母娘お揃いで身に着けられるものを製作しているのだ。

　これが予想以上に評判がいい。桜を生んだからこそ、舞い降りたアイデアだ。だから母親にしてくれた桜には心から感謝している。

　これなら『木の葉』でも、置いてもらえるかもしれない。そう期待したけれど、あれから閉店したようだ。

　今はネット通販だけだが、桜と二人で暮らせる程度の収入を得ている。

　離乳食が始まった桜は、最近は表情も豊かになり、人見知りもするようになった。凛と母以外の人が抱こうとすると、大泣きをしてしまうのだ。

　だけど、普段はとても穏やかな性格で、母から『凛とは、赤ちゃんの頃の性格が正反対だ』と言われてしまった。

　しばらく静かに部屋で仕事をしていると、インターホンが鳴った。母は帰ったばかりだし、宅配便が来るなどの予定もない。

　またなにかの勧誘だろうかと、うんざりした気分で玄関に向かう。桜が起きる前に、仕事を少しでも進めておきたいのに。

「はい」

　ドアスコープで確認することなくドアを開けた瞬間、凛の身体は固まってしまった。

「凛ちゃん、やっと見つけた……」

　そこには、思い詰めた表情をしたスーツ姿の拓真が立っていたからだ。

「た、拓真さん。どうして……？」

　状況を呑み込めない凛を、拓真は思い切り抱きしめた。

「会いたかった……。ずっと、きみを探していたんだよ」

　以前と変わらない拓真に、あの夜が鮮明に蘇ってくる。初めて味わった甘い夜、でもそれは夜が明けると切ない思い出に変わった。

　コロンの匂いも同じで、まるでタイムスリップをしたような気分だ。

「どうして、今さら……？」

　なにも言わず去ったのは拓真なのに、どうして会いたかったなどと言うのだろう。なぜ、探していたなどと言うのか。

　戸惑いでいっぱいになっていると、拓真はゆっくりと身体を離した。

「あの日、早朝に会社から電話があって、すぐに戻らないといけなくなったんだ。凛ちゃんを起こせないから、ろくに説明もできず帰って悪かった」

「仕事で……？」

　そういうことだったのか。それにしても、黙って出ていかれたのではどうしようもない。

「ああ。そのあとすぐにニューヨークに長期の出張をして、先週やっと帰国できたんだ。とにかく、凛ちゃんに会いたくて仕方なかった」

「お気持ちは、嬉しいんですけど……」

　それでも、拓真が黙ったまま、ホテルを出た理由が分からない。そして、ここまでして凛に執着している訳さえも……。

「きみを探していたんだけど、なかなか見つけられなかった。アクセサリーを販売しているから、ネットで分かるかとも思ったけど……」

「私は、そんなに有名ではないので……」

　ネットでの店名『ラフラ』を知っていれば、すぐに検索で出てくるだろうけれど、フルネームを知らなければ、なかなかヒットしないはずだ。

　それなのに、どうしてここが分かったのだろう。

「帰国してオリオンにも行ったんだけど、佐々木さんは退職していてね」

「えっ？　そうなんですか？」

　楓は、辞めてしまっているのか……。驚いていると、拓真に怪訝そうに見つめられた。

「凛ちゃん、知らなかったのか？」

「はい。あの日以来、オリオンには行っていないんです……」

　どうしようか、このタイミングで桜の話をするべきだろうか。彼に黙ったままではいけないことは分かっているけれど、拓真の本心が見えなくて躊躇してしまう。

　彼に、どうにかしてほしいわけではないけれど、桜の存在を知ったときの反応を見るのが正直怖い。

「そうだったのか……。だから、きみの手がかりがなくて困っていたんだよ。でも偶然、ブログを見つけてね。きみのアクセサリーを紹介していたんだ」

「えっ？　そんなブログがあったんですか？」

　拓真は頷いた。

「そこに、凛ちゃんのサイトのリンクがあってね。それを見て、この住所を知ったんだ」

「そういうことでしたか……」

　商品の返品や問い合わせ先として、住所を載せているけれど、サイトの中に小さく記載しているだけだ。拓真はそれを見つけたらしい。

「とにかく、やっと会えてホッとした」

　拓真がもう一度、凛を抱きしめようとしたときだった。桜の泣き声が聞こえてきて、拓真の表情が硬くなった。

「赤ちゃんの泣き声……？　凛ちゃん、きみは結婚してるのか？」

　拓真は、どこか呆然としている。ここは嘘をついても仕方ないから、小さく首を横に振った。

「結婚は……していません」

「結婚していない……？　どういうことなんだ？」

　拓真が動揺しているのが分かり、凛にも緊張が走る。その間にも、桜の泣き声は大きくなり、凛は彼に軽く頭を下げた。

「すみません、ちょっと戻ります。中へどうぞ」

　さすがに、こんな玄関先で待たせるわけにもいかない。それに、桜のことをきちんと説明しなければいけないのだから。

　拓真は遠慮がちに靴を脱いだ。彼を気にしつつも、凛はぐずる桜をベビーベッドから抱き上げた。

「桜、まだ眠かった？」

　どうやら、お昼寝の途中で目が覚めたようで、ご機嫌斜めらしい。泣き止んだものの、小さな眉間にシワができていた。

　それにしても、こうやって改めて桜を見ていると、本当に拓真と似ている。彼の子供だと、一目瞭然だった。

「桜ちゃんっていうのか……？」

　背後からの拓真の静かな声に、身体が跳ねそうなほどに意識する。彼は桜の顔を見たはずだ。自分の子供だと、気づいただろうか……。

　ゆっくり振り向くと、頷いた。

「はい。四月生まれなので……」

「四月……？」

　考え込んだ拓真を見て、さらに緊張が増す。計算すれば、拓真と過ごしたあの夜とタイミングが合うからだ。

　拓真は、凛に抱かれている桜を優しい目で見つめていた。すっかり機嫌が直った桜も、彼をじっと見ている。

「桜ちゃん……か。可愛い名前だな。目元と口元が、俺にそっくりだ」

　拓真にそう言われ、凛の鼓動は一気に速くなる。やはり彼は、気づいたようだ。すぐには言葉が出ずにいると、拓真に真剣に見つめられた。

「凛ちゃん、正直に教えてほしい。桜ちゃんは、俺の子供なんだろう？」

「……はい、そうです。あの日の夜の……。でも、一人で育てていこうと思っているんです」

　こんな形で、拓真に知られるとは思わなかったけれど、彼に伝えられたことでどこかホッとした。

　恋愛と結婚は別だと思うし、拓真が会いに来てくれた理由が恋人としての恋愛を始めることなら、期待に応えることはできないかもしれない。

　いきなり父親だと言われても戸惑いが大きいだろう。凛は彼が望まないなら、これまでどおり桜を一人で育てていこうと考えていた。

　だけど拓真は、凛の言葉を聞いて狼狽していた。

「なにを、言っているんだ？　どうして、一人で育てるなんて言うんだよ」

「桜の出産は、私が勝手に決めたことなので……。拓真さんが望まないなら、認知も求めません。今までのように、この子と二人だけで……」

　本当は、拓真には喜んでほしい。桜のことも自分のことも、両方望んでほしかった。だけど、心の準備もなく桜を前にして、拓真は、どう判断するだろう。

　重荷に感じられるくらいなら、きっぱりと拒んでくれるほうがいい。その思いで言ったけれど、拓真は厳しい表情になった。

「そんなこと……。どうして妊娠が分かったときに、連絡をしてくれなかった？　ニューヨークにいたとはいえ、電話は繋がったはずだ」

「え……？　連絡先っていっても、なにも……」

　なにも残さずに帰ったのは、拓真のほうではないのか？　電話番号の交換はしていなかったし、妊娠中はつわりが酷く楓を訪ねることもできなかった。

　まさか、誰にも聞かなかったことを責められているのだろうか……。

「きみがまったく連絡をくれないから、拒絶されたんだろうとは思ってた。でも、それでも凛ちゃん、きみが忘れられなかった。だから、こうやって会いにきたのに、どうして大事なことを隠していたんだ？」

「ちょ、ちょっと待ってください。連絡先なんて、教えてもらっていませんでしたよ？」

　拓真と話が噛み合わなくなり、慌てて反論する。すると、彼は怪訝な顔をした。

「リビングテーブルに、スマホの番号を書いたメモを置いていただろう？」

「え……？　メモですか？」

　あのとき、テーブルにはアクセサリーが入った紙袋しかなかったはずだ。部屋を出るときだって、忘れ物がないか確認したけれどメモはなかった。

　黙って首を横に振ると、拓真はあ然としながら言った。

「あの朝、急いではいたけど、きみにまた会いたいことと電話番号は、メモに書いて置いておいたんだよ」

「でも、テーブルには紙袋しか……」

　と言いながら、ハッと思い出した。たしかあのとき、紙袋の取っ手がなびくほど、冷房の風が強かったことを。

　もしかして、風で飛んでしまったのではないか？

「あのとき、空調の風が強かったんです。もしかしたら、落ちたのかも……」

「そうか……。きみに、気づかれることがなかったということか……」

　拓真は深いため息をついた。あの日、彼は黙って出ていったわけではなかったのだ。

　凛に会いたいと望んでくれていて、連絡先も残しておいてくれていた。それが不幸にも目に留まることなく、凛は拓真に捨てられたような気になっていたのだ。

「凛ちゃんからの連絡がなかったから、嫌われたんだと思ってたんだよ」

「私も、拓真さんが黙って出ていかれたと思っていたので、捨てられたんだって思ってました」

　思わず苦笑すると、拓真も脱力したような笑みを見せた。

「お互い、勘違いしてたんだな。でも、こうやってきみのもとへ来られてよかったと思ってる。桜ちゃんのことを、知ることができたから」

「拓真さん……」

　互いに、一年以上も誤解をしていたなんて。会いたいと思う気持ちは、ずっと一緒だったのだと分かり、心が満たされてきた。

「少しだけでも、桜ちゃんを抱かせてもらえないか？」

　拓真はどこか緊張気味に、両手を差し伸べる。桜を抱きたいと言ってくれたことは、素直に嬉しかった。

「はい、もちろんです。でもこの子、人見知りで……。私と母以外の人が抱こうとするだけで、大泣きするんです」

　いくら拓真が父親だとしても、桜にとっては一度も会ったことのない相手だ。ましてや男性だから、桜は拒絶するかもしれない。

　申し訳なく思いながら説明をすると、彼にクスッと笑われた。

「そうか。じゃあ、どうしてもだめなら潔く諦めるよ」

　恐る恐る桜を拓真の腕に移すと、彼女は泣くどころか「キャッ」と嬉しそうに声を上げた。

「す、凄い……。桜、泣きませんね」

　こんなことは初めてで、凛は思わず目を丸くした。

「俺が抱いても、泣かないみたいだな。よかった……」

　首はすわっているとはいえ、まだどこか心許ない。

　そんな桜の頭を支えて、拓真は上手にあやしている。よほど彼の腕の中が気持ちいいのか、桜は拓真の肩に頭をもたげてうとうとしていた。

「赤ちゃんって、温かいんだな。それに、思っていたより重みがある。でも、柔らかくて甘い匂いがして、守りたいと素直に思わせるよ……」

　彼の言葉の一つひとつに重みがあり、自然と凛は笑みを向けていた。

「拓真さん、桜を抱くの上手ですね。今までも、赤ちゃんを抱っこされたことがあるんですか？」

　生まれたばかりの桜を抱っこしたとき、緊張で上手に抱けなかったことを思い出した。出産した凛でさえそうなのに、これまでまったく桜と接していなかった拓真が、これほど上手なことに驚いてしまった。

「いや、初めて抱いたよ。最初に抱いた赤ちゃんが自分の子で、幸せを感じる」

「拓真さん……」

　何事にも器用そうに見えるし、子供の抱っこも難なくこなせるのだろう。拓真は自分の身体を反転させて桜を凛のほうへ向けた。

「桜ちゃん、寝ちゃってないか？　寝息が聞こえる。ベッドへ寝かせようか？」

「あ、本当ですね。よろしくお願いします」

　桜が寝てしまったことにびっくりしながら、ベビーベッドの布団を直す。

　どうして桜は拓真に安心して抱かれて眠ったのだろう。小さいなりに、彼が父親だと分かっているのだろうか……。

　そっと桜をベッドへ下ろした拓真は、優しく彼女に布団をかける。そして、桜の頬を指で撫でた。

　その姿は父親そのもので、凛の心はどこまでも揺れていく。今日までは、桜を一人で育てると覚悟をしてきた。

　桜のことがなにより最優先だと思っていたから。

　だけど、こうやって拓真が会いに来て、桜に優しく接している姿を見ていると、諦めていた想いが顔を出してくる。

　拓真と一緒に、幸せな家庭を築いていきたいという想いが……。

「なあ、凛ちゃん……、じゃなくて凛。きみと桜を、守らせてくれないか？」

「え……？」

　ベビーベッドから顔を上げた拓真が、真摯な眼差しで見つめてくる。凛はその真剣な表情に息を呑んだ。

「夫として父親として、きみたち二人を守らせてほしいんだ。俺の生涯をかけて」

　思いがけない言葉に、返事をすることを忘れてしまう。嬉しいことは確かなのに、どこか夢心地だからかもしれない。

「そうだよ。今日は、きみに改めて交際を申し込むつもりで来たんだ。だけど、こんな愛おしい存在まで生まれていたんだから、とてもこのまま帰ることはできないよ」

「拓真さん……。嬉しいんですけど、私まだ頭の中が混乱していまして……」

　素直な気持ちを口にすると、彼にそっと抱きしめられた。

「そうだろうと思う。だけど、今どれほど後悔しているか。きみが辛いとき、側にいてあげることすらできなかったんだ。妊娠中、つわりはどうだった？」

「えっと……。少しきつくて……」

　彼に抱きしめられていると、どうしてこんなにも安らぐのだろう。きっと、桜も同じ思いだったに違いない。

　色気のある香りと、温かな胸。それに包み込まれていると、守られているような感覚になる。

「そういうときも、俺は凛の側にいなかったんだ。きみのお腹の中で育っていく桜のことを、一緒に喜び合うこともできなかった」

「でもそれは、メモが落ちてしまったからで……。拓真さんのせいじゃないですから」

　拓真が自分を責めるような言い方をしていて、それが心配になってくる。彼は、わざとそうしたのではない。

「あの日、きみを無理にでも起こせばよかった。直接メモを渡していたら、こんなことにはならなかったんだ。だから、これから先はきみたちを守らせてほしい」

「拓真さん、ありがとうございます。本当に、嬉しいです」

　抱きしめる拓真の力が、少しずつ強くなっていく。彼の気持ちが痛いくらいに伝わってきて、切なくなるほどだった。

　そう思ったら、凛は自然と彼の背中に手を回していた。

「それって、結婚をＯＫしてくれたって思っていい？」

　耳元で聞こえる拓真の低音で甘い声に、身体がぞくっとする。こんなにも、人から求められることはなかったから、拓真の気持ちが嬉しい。

「はい……。私も、拓真さんにずっと会いたかったんですから」

　互いのことをまるで知らないのに、子供ができて結婚……なんて、周囲の人には理解してもらえないかもしれない。

　それでも拓真と出会えたことも、一夜で桜を授かったことも、まったく後悔をしていない。

　それどころか、桜はアクセサリーの仕事に弾みをつけてくれた。そして拓真は、きっとこれからたくさんの愛情を桜に注いでくれる……そう思えるからだ。

「ありがとう、凛」

　そっと身体を離され、拓真に見つめられると照れくささで頬が熱くなる。凛は、彼を見つめ返しながら言った。

「ありがとう……」

「だって、桜を産んでくれたんだ。一人で、どれだけ心細かったか。それが、とにかく悔やまれて。それと同時に、きみには本当に感謝しかない」

「そんな……。私が勝手に判断して決めたことだったので、ずっと心配でした」

　だからこそ、一人で育てる覚悟を決めていた。それなのに、こうやって拓真が会いに来て、プロポーズまでしてくれたのだ。

　凛のほうこそ、彼に感謝を伝えたいくらいだった。

「それはないよ。きみとは、あのまま付き合いたいと思っていた。だから、こうなることは、必然だったんだ」

　そう言われたあと、拓真の顔が近づいてくる。そして、そっと唇を重ねられると、初めてのキスが蘇った。

　あのときと同じ、濃厚で情熱的な口づけに、凛の頭の中はクラクラしてくる。ほとんど諦めていた拓真の温もりに、再び包まれる日が来たことに大きな幸せを感じていた。

　どれくらい、キスを交わしただろうか。二人はこれまでの会えなかった時間を埋めるかのように、互いになかなか離れることができなかった。

　拓真にそっと身体を離されると、優しく微笑まれた。

「ちゃんと、俺のことを話さないといけないな。凛、まだ時間を貰うことはできる？」

「はい、私は大丈夫です。でも拓真さんのほうは、お仕事はいいんですか？」

　どう見ても、休日の恰好ではない。仕事の途中なのではないかと、ずっと気になっていたのだ。

「ああ、今日は午後から休みを貰ってるんだ。だから、時間に余裕はある」

「それなら、よかったです。ソファもなくて狭いんですが、どうぞ座ってください」

　座布団すらなくて恥ずかしい。彼は気にすることなくリビングテーブルの前に腰を下ろした。

　拓真は足が長く、狭い場所は窮屈そうだが、リラックスして座ってくれている。

「すみません、殺風景な部屋で……」

　きっと彼は、大きな家に住んでいるのだろうと思う。こんな小さなアパートに、これまで縁はなかっただろう。

「なんで、謝るんだよ。きみらしい部屋だなって思ったよ。淡い色と、木目調の家具は俺も好きなんだ」

「そうなんですか？　勝手なイメージですけど、拓真さんってモノトーンが好きそうに見えますが」

　不揃いのカップに熱いお茶を入れ、彼にひとつ差し出した。桜も使えるようにと買ったもので、ピンクのウサギ柄だ。

「子供っぽくて、ごめんなさい。こういう物しかないんです……」

　肩をすぼめると、クスッと笑われる。目を細めた彼の笑顔は、思わずドキッとしてしまうほど甘かった。

「いいよ。むしろ、嬉しいくらいだ。子供のものって、可愛いな。癒されるよ」

「そういえば、初めて拓真さんに会ったときも、私のアクセサリーに癒されると言ってましたけど……。普段、お仕事はお忙しいんですか？」

　拓真の向かいに座った凛は、彼を窺い見た。本当は、初めて会ったときに聞いてみたかったものだ。

「そう、仕事は忙しいんだ。改めて、俺は一条いちじょう拓真といって、ＢＩＴホールディングスのＣＥＯをしてるよ」

「ＢＩＴホールディングス!?　ＣＥＯ!?」

　凛は大きな声を上げてしまい、拓真は顔をしかめた。彼は人差し指を口の前に当てて、ベビーベッドに目を向けた。

「シーッ。桜が起きちゃうぞ？」

「ご、ごめんなさい。でも、あまりにびっくりして……」

　ＢＩＴホールディングスとは、金融業界の総合企業だ。

　たしか外資系の会社で、銀行を筆頭に証券や不動産、信販事業などを展開しているはずだ。ＣＥＯという役職に、若い拓真が就いているというのか……。

　まさかここまでとは想像もしておらず、衝撃であ然としてしまった。

「やっぱり、驚くよな。引かれるかなと思って、仕事の話はしなかったんだ」

「引くなんて、そんなことはないです。ただ、あまりにも別世界で」

　凛の周りに、ＢＩＴホールディングスに勤めている人はいない。このグループ会社は、かなり優秀な人材しか採用しないと聞いたことがある。

　さらに外資系ということもあり、高度な語学力も求められるはず。拓真は有能で仕事が出来る人なのだろう。

「俺はね、ＢＩＴホールディングスの株主……つまり取締役会で任命された執行役員なんだ。ＣＥＯはその執行側のトップで、最高経営責任者なんだよ」

「最高経営責任者……」

　ＢＩＴホールディングスは学生の就職先としても人気があり、エリート企業として名を馳せている。

　その企業の経営者として、彼がトップに立っているということだ。日々、どれほどの重圧と戦っているのだろう。

「じゃあ、今日の午後からのお休みは、かなり貴重なんじゃないですか？」

　きっと、ゆっくり休みたいだろうに、私のところへ来てくれたというのか。

「どうしてもきみに会いたかったから。やっと、見つけたんだ。お陰で、明日から仕事をもっと頑張れるよ」

「拓真さん……。私こそ、ありがとうございます。ＣＥＯという役職は、長く務められてるんですか？」

「ちょうど、二年くらいだな」

　ということは、初めて会ったときは、すでに拓真はＢＩＴホールディングスのＣＥＯだったということだ。

　どうりで知性があり、身に着けているものも高級なものばかりだったわけだ。本来なら、凛が出会うこともなかったような人だろう。

　それがまさか、凛のアクセサリーで繋がったとは……。

「拓真さんは、どれほど毎日お忙しいか。それでもこの一年以上もの間、私を忘れないでいてくれたんですね」

　凛自身は、桜の妊娠出産で慌ただしく、拓真を思い出すことはあっても、その思い出に浸る余裕はなかった。

　拓真は考えては悩んだり、もどかしい思いをしたに違いない。

　運命の悪戯さえなければ、拓真は苦しまずに済んだのに……。

「俺は、時間はかかってしまったけど、結果としてこれでよかったと思う」

「え？」

「だって、この一年以上もの間、一度もきみへの気持ちが色褪せることはなかった。それを感じることができて、自信になったよ。大変な思いをさせたけど、これからは一緒に桜を育てよう。そして、凛とも恋をしていきたい」

　そっと手を取られ、感動で胸が熱くなる。順番もなにもかも、間違っていたのかもしれない。

　だけど、たとえ周りの人にそう言われたとしても、拓真と出会ったことも桜を身籠ったことも、凛にとってはかけがえのない幸せだったと胸を張れる。

「はい……。これからは、拓真さんと一緒に……」

　急に視界が滲んだ。涙が頬を伝ったとき、拓真に優しく拭われた。

「だから、凛が初対面のとき、自分のアクセサリーを単に〝癒し〟と言ってたけど、俺にとっては癒しというのはとても大事なんだよ」

「嬉しい……。実は、桜のお陰で仕事が順調なんです。木の葉さんは閉店して、今はネット販売しかしていないんですが」

　今の状況を伝えると、彼は大きな笑みを見せた。

「凄いじゃないか。赤ちゃんを抱えて、きみのほうこそ本当に頑張ってる。でも、無理だけはしちゃだめだよ。これからは、俺が側にいるから」

「はい……」

　次は、凛が拓真に自己紹介をする番だ。

「私のこともお話しますね。深見凛です。母は小児科医、父は銀行員をしています」

「凛のお父さんは、銀行員なのか？」

「はい。日本のメガバンクです」

「凛のご両親、桜の出産には反対しなかったのか？」

「母は小児科医で日々、子供の命を救う仕事をしています。だから、出産には賛成してくれましたけど……」

「お父さんが、反対された……？」

「はい。厳格な父なので。私の意思が強くて、最後は渋々、出産は認めてくれましたが。出産そのものには引っかかりがあるらしく、今も実家の敷居を、跨がせてもらえません」

　拓真は視線を泳がせて、気持ちを整理しているようだった。

「きみに、そこまで辛い思いをさせていたとは……。本当に、申し訳ない」

　頭を下げられ、凛は慌ててテーブルに身を乗り出した。拓真は責任を感じているようだけど、彼が悪いのではない。

　不運なすれ違いをしてしまっただけだ。

「やめてください。私は自分の意思を貫いたんですから、なにも後悔してません。だから、顔を上げてください」

　そう言うと、拓真はようやくゆっくり顔を上げた。だけどその表情は苦渋に満ちていて、間違いなく自分を責めている。

「できるだけ早く、きみのご両親にお会いしたい。ご挨拶と、謝罪をしたいから」

「私も、拓真さんのご両親にお会いしたいです」

　彼の両親が、快く受け入れてくれるか分からない。いきなり子供まで連れていくのだから、どれほど驚かれるだろう。場合によっては、凛を嫁とも桜を孫とも思ってもらえないかもしれない。その不安はあるけれど、拓真が迷わず凛の両親に会いたいと言ってくれたことが嬉しくて、自分も覚悟を決めることができた。

「今日は帰るけど、凛と桜のことはすぐに迎えにくるよ。些細なことでもいいから、なにかあればすぐに連絡してほしい」

　今度こそ、お互いの番号を交換する。これでもう、拓真とはいつでも連絡が取れる。そう思うと、大きな安心感があった。

「じゃあ、凛。もう行くから。絶対に無理をしてはいけないよ」

「はい、気をつけます。拓真さん、お仕事頑張ってくださいね」

「ありがとう」

　去り際に拓真にキスをされ、玄関から彼を見送った。するとすぐに、桜のご機嫌な声が聞こえてきた。

　ベビーベッドへ向かうと、すっかり目が覚めた桜が、キョロキョロと視線だけを動かしている。そして、小さな手を伸ばしてきた。

「どうしたの？」

　桜がなにを言いたいのか分からない。とりあえず桜を抱き上げると、さらに彼女はゆっくり目を動かして不機嫌そうな顔をした。

　口がへの字になって、目が潤んでいる。

「もしかして、拓真さんを探してるの？」

　桜は「ぶー」と唇を鳴らした。初めて会った拓真に抱かれて、桜はとても嬉しそうだった。あの温もりを、彼女も忘れられないのだろうか。

「桜、パパのこと分かるのね。大丈夫よ、きっとすぐに一緒に暮らせるから」

　桜は足をバタつかせて、かなりご機嫌な様子だ。彼女はきっと、拓真を恋しがっている。

　それだけは、はっきりと分かった。






　拓真が帰ったあと、さっそく母に電話をすると、彼女は快く拓真の来訪を承諾してくれた。でも父のほうは、かなり複雑な思いらしく、態度が硬化していると母から伝えられた。

　でもそれは仕方ないことで、今日まで桜にさえ会ってもくれないのだ。桜の父親である拓真が、急に会いたいと言ってきても、手放しで喜ぶはずがなかった。

　それでも、今週の土曜日に時間を取ってくれるという。拓真のスケジュールが心配だけれど、彼に電話をして聞いてみることにした。

　そう決めたものの、スマホを持つ手が震える。桜はもう寝ていて、凛はリビングに座ると無意識に正座をしていた。

「二十二時か……」

　拓真は、午後から仕事を休みにしていると言っていたし、電話をしても差し支えはないはずだ。でも、家でゆっくりしているなら、迷惑に思われるかもしれない。

　数分迷いに迷い、勇気を出して彼の番号を表示する。世間話をするのではないから、早く連絡をしなければ、拓真も都合がつけづらいだろう。

　緊張しながら、通話ボタンをタップする。出てくれなかったら、どうしよう。かけ直してくれるだろうか。

　ドキドキしながらスマホを握っていると、数回でコール音が止まった。

「もしもし、凛？　どうした？」

「も、もしもし、今大丈夫ですか？」

　慌てるように応答され、こちらがどぎまぎする。拓真はよほど、気を遣っているのだろう。心配そうな口調が嬉しくもあり、申し訳なくもあった。

「構わないよ。なにかあった？」

「いえ、違うんです。実家の両親に、拓真さんのことを話しまして。そしたら、今週の土曜日でどうかということになって……。でもお仕事でしたら、日にちを変えてもらいます」

　説明しながら、凛の胸は緊張で鼓動が速くなる。拓真が怖気づくとは思えないけれど、いざ両親と対面となれば気持ちが冷めてしまわないか。

　すると、拓真は躊躇することなく返事をした。

「大丈夫だ。大切なことだから、こちらが時間を合わせるよ。ご両親に話してくれて、ありがとう」

「お礼なんて、やめてください。でも、お仕事は本当に大丈夫なんですか？」

　あの日、仕事で落ち込んでいたときにかけてもらった『癒される』という言葉は、あれからずっと自信の元になっている。

　拓真に救われたのだから、彼の仕事の足を引っ張る存在にはなりたくなかった。

「本当に、大丈夫だから。今すぐに、きみのご両親に会いたいくらいだ。それから、俺も両親に凛と桜のことを話したから。ごめん、急な仕事できみにすぐに連絡できなくて」

「拓真さんのご両親にも？　ありがとうございます……」

　もし実家の両親が──恐らくは父が結婚に反対しても押し切るつもりでいる。だけど、拓真の両親に反対されれば話は別だ。

　認めてもらえるように、努力しなければ。きっと実家は立派な家柄なのだろうし、拓真の結婚相手には両親の理想もあっただろう。

「そんな、不安そうな声をしなくてもいいよ。両親はね、驚いてはいたけど凛と桜に会いたがってた。それと、きみのご両親にお詫びに行きたいとも」

「ほ、本当ですか？　そんなに、気を遣っていただいて。実は、拓真さんのご両親に受け入れてもらえるか、それがとても気になってたんです」

　そもそも、会うことすら拒絶されたら……と思ったけれど、拓真の両親が好意的なようでホッと胸を撫で下ろす。

「大丈夫。特に母は、桜の顔を見たがっていたよ」

「よかった……。あの、拓真さんのご両親は、どんなことをされているんですか？」

「父は、自動車メーカーの社長で、母は大学の教授をやってるよ。二人とも苦労人だから、人を罵ったり高圧的な態度に出たりはしない。だから、心配しなくても大丈夫」

「は、はい。安心しました……」

　と答えたものの、そのあとに教えてくれた企業名と大学名に、凛はあ然としてしまった。

　日本のトップクラスの大企業と、由緒ある女子大の名前が出てきたからだ。

　まさか、ここまで家族全員のスペックが高いとは思わなかった。でも拓真が〝苦労人〟と言っているくらいだから、きっと二人とも努力を重ねてその地位まで上り詰めたのだろう。

「桜は、もう寝てる？」

「はい。夕飯も済ませてお風呂も終わったので、よく寝ています」

「そうか、それならよかった」

　桜のことも気にかけてくれて、心が温かくなる。

「実は、拓真さんが帰ってすぐに、桜が起きたんです。あの子、真っ先に拓真さんを探したんですよ」

「俺を？」

「はい。拓真さんの姿が見えなくて、なんだか不機嫌そうでした」

　桜のことを話していると、まるでもう彼と夫婦になっているような気がしてくる。

　日々の桜の成長は、母とごく親しい友人とだけ共有してきた。それでも、毎日話しているわけではないし、細かなところまでは伝えきれない。

　だけど、拓真と話していると心が弾んできて、桜のちょっとした仕草でさえ伝えたくなる。

　きっと本当は、ずっと拓真に聞いてほしかったのだと思う。誰より彼と、桜の成長の喜びを分かち合いたかったのだと分かった。

「早く桜に会いたいよ。もう遅い時間だし、そろそろ寝ないと」

「あっ、そうですね。ごめんなさい、一人で喋ってて」

　気分が昂って、つい一方的に話していた。拓真は優しいから、黙って聞いてくれていたけれど、そろそろ負担になってきたのだろう。

「いや、あれから会社に戻ってね。仕事中なんだ」

「えっ？　そうだったんですか!?　すみません。私ってば、ご迷惑を」

　まさか、あのあと拓真が会社に戻ったとは思っておらず、一人で盛り上がってしまっていた。

「迷惑じゃないから。凛は、まだ出産して一年も経ってないんだろう？　きみの身体が、心配なだけだよ」

「ありがとうございます」

　彼は優しさに溢れている人、それはなんとなく初対面のときから分かっていた。

「本当はね、空白の時間を、早く埋めたいんだ。凛ともっと、話がしたい。土曜日は、俺がそっちへ迎えにいくから。時間をまた教えて」

「はい。また、連絡します。それと……私も早く埋めたいです。すれ違っていた時間を、取り戻したい……」

　拓真と会話をしていると、凛の胸はどんどんときめいていく。少し照れくさいセリフも、拓真の前だと素直に伝えられた。

　互いに「おやすみ」と挨拶をし合って電話を終えると、心が満たされているのを感じる。不思議なくらいに、拓真の言葉は凛に幸せを与えてくれる。

「今日は本当に、すごい一日だったな……」

　スマホをテーブルに置き、小さな窓辺に立つ。アパートの周りにはマンションが立ち並び、二階のこの部屋からは空はそんなに広く見えない。

　それでも今夜は星が見えて、どことなくロマンチックだ。拓真がいるであろうＢＩＴホールディングスの本社は、オフィス街の中心にある。

　仕事中だと言っていたから、彼がこの夜空を眺めていることはないだろう。それでも、彼と繋がっているような感じがする。

　凛は再び結ばれた縁に、特別なものを感じていた──。






「気持ちいいね、桜。もう少ししたら、パパが来てくれるよ」

　彼女も心地いいのか、風が吹くたびに目を細め嬉しそうに口角を上げている。普段のお出かけはベビーカーだけど、今日は拓真が車で来てくれるから、桜を抱っこしていた。

　しばらくすると、シルバーの車がやってきて凛たちの前で停まる。セダン型で、海外の高級車だとひと目で分かるエンブレムがついていた。

「お待たせ。桜、可愛い服着てるな」

　軽やかに運転席から拓真が降りてきた。想像していたとはいえ、左ハンドルの車に凛は息を呑んでしまった。

「あ、あの。迎えに来てくれて、ありがとうございます。桜、とってもご機嫌で」

　今日は実家といっても、父は桜と初対面になる。緊張で、落ち着かない気持ちもあったけど、拓真の顔を見たら少し安心した。

　桜には、その名前のとおり、桜色のワンピースを着せている。ベビー物だから、全体にフリルがあしらわれ可愛い。拓真はスーツ姿で、相変わらず凛々しい姿だった。

　拓真が目を細めると、桜は笑顔で手を伸ばしている。

「抱っこしてほしいのか？」

　拓真はすっかり優しい表情になって、自然な手つきで桜を抱き上げた。彼に抱っこされた桜は、「ウキャッ！」と声を上げている。

「桜ってば、一瞬で拓真さんに懐いちゃいましたね。パパだって、きっと分かってるんだと思います」

　拓真は優しく桜の頭を撫でていて、すっかり父親の顔になっていた。こんなにも柔和な顔を見せる人なのだと、新たな彼の一面を見た気分だ。

「そうだと嬉しいな。自分の子供って、こんなに愛おしく思えるものなんだな。きみのお腹にいるときから、一緒にいたかったよ」

「今からだって、十分ですよ。桜は、拓真さんが大好きですから」

　微笑むと、拓真も笑みを返してくれる。一年以上というブランクを感じさせないくらい、三人で家族の自然な空気を出せていることがなにより嬉しかった。

「そうだな。離れているのが、もどかしくてたまらないよ」

　と言った拓真は、まるで隙を突くかのように凛の唇にキスを落とす。触れるだけのライトなものだったけれど、一瞬で凛の頬は赤くなった。

「た、拓真さん。桜が見てますよ」

　きょとんと見ている桜と目が合い、妙に恥ずかしくなる。そんな凛を見ながら、拓真はクスッと笑った。

「まだ、桜には分からないよ。さあ、乗って。それ、ベビーシートだよな？」

　側に置いていたベビーシートを、凛は急いで手に取った。

「はい、そうなんです。後部座席に、セットしますので」

　さすがに未経験の拓真では、設置ができないだろう。そんなに複雑なものではないけれど、きちんと固定しないと危ない。

「やり方、見せてもらえるか？　俺も、できるようになっておきたいから」

「もちろんです。えっと、これを……」

　それにしても、ベビーシートが似つかわしくない車だ。後部座席のドアを開けた瞬間、品のいい甘い香りがしてきた。

　芳香剤なのだろうけど、嫌みのない癒される香りだった。拓真は桜を抱っこしたまま、凛がベビーシートをセッティングするのを真剣に見ている。

　ベビーシートを設置し、今度は彼に桜の乗せ方を説明した。

「ここまで、拓真さんが真剣になってくれるのが嬉しいです」

　思わず心の声が漏れると、拓真に優しく微笑まれた。

「桜は、俺の大事な娘だからね。そしてきみは、かけがえのない妻だ。真剣になるのは、あたり前だよ」

「拓真さん……。私、本当に嬉しくて幸せです。それは、桜も同じじゃないかなって。いつもは、ベビーシートに乗せると嫌がったりするんです。でも今日は、なんだか嬉しそう」

　桜が足をバタバタさせるときは、機嫌がいいときだ。彼女は凛と拓真を交互に見ながら、さっきよりも身体を動かしている。

「本当に桜が、俺を父親として受け入れてくれてるなら嬉しいよ。でもそれは、間違いなくきみのお陰だ。ここまで大事に育ててくれたからこそ、俺を信用してくれてるんだろう」

「ありがとうございます。でも、拓真さんの優しさが伝わってることも、間違いないですよ」

　すでにブランクを埋められた気がする。拓真と長い間離れていたことが、不思議に思えるほどだ。

「桜には、俺たち二人の愛情が必要だからな。よし、もう行こうか。遅刻は、絶対にできないから」

「はい」

　自分の実家とはいえ、とても緊張する。母はともかく、父は受け入れてくれるだろうか。拓真のことも桜のことも、どちらも認めてほしい。

　そんな願いを持ちながら、拓真の車に乗った──。






　実家までは、アパートから約三十分。渋滞にはまることもなく約束の五分前に着いた。十年ほど前に造られた郊外の住宅街で、ヨーロッパの街並みを参考にしたおしゃれな戸建てが並んでいる。

　車が実家の駐車場に停まると、凛は桜を抱いて降りた。

　拓真はネクタイを直すと、背筋を正しインターホンの前に立つ。こんな状況でも落ち着いていて、さすが外資系大企業のＣＥＯだと感心した。

「それじゃあ、押すよ」

　拓真はそう言ったあと、ゆっくりとインターホンを押した。すると程なくしてドアが開き、母がにこやかな顔で出迎えてくれた。

「いらっしゃい。一条さんですね。さあ、入ってください」

　母の後ろには父が立っていて、二人ともスーツとセットアップというフォーマルな格好だ。笑顔の母と違い、父は腕組みをして険しい表情をしている。

　拓真は玄関の敷居を跨ぐ前に、深々と頭を下げた。

「初めまして、一条拓真と申します。これまでのご無礼、誠に申し訳ありません」

「一条さん、頭を上げてください。ここでは話ができないから、上がりなさい」

「はい」

　ゆっくり顔を上げた拓真は、神妙な面持ちで靴を脱ぐ。その行動一つひとつに品があり、厳しい視線を向けている父も、どこか感心している様子だった。

　その後、凛たちはリビングへ通され、両親に事情を説明した。

　この状況を理解してもらうために、拓真は丁寧に説明をしてくれた。父の態度はようやく軟化して、二人の結婚を許してくれたのだ。そして、桜のことも抱っこしてくれた……。

　約二時間後、両親に見送られ、実家をあとにする。後部座席の桜の隣に座った凛は、運転席の拓真に身を乗り出すように声をかけた。

「拓真さん。今日は、本当にありがとうございました。父に桜を会わせることができて、胸のつかえが取れました」

　そう言うと拓真は、バックミラー越しに見て首を横に振った。

「お礼を言うのは、俺のほうだよ。不誠実なことをしていたのに、あんなに受け入れてくださって。特にきみのお父さんに関しては、申し訳ない気持ちでいっぱいだ」

「一年以上会えなかったのは、拓真さんの本意ではなかったんですから。それに、父は自分の気持ちに正直なんです。モヤモヤしたままで、桜に会えなかったんだと思います」

　桜に視線を移すと、ぐっすり眠っている。緊張と楽しさと、きっと両方あったに違いない。

「また来なさいと言っていただけたから、これからは桜をたくさんお父さんに会わせてあげよう」

「はい、そうですね」

　拓真の気遣いには、毎回心が温かくなる。こんなときでも、彼は父のことを考えてくれているのだから。

「それにしても、さすが拓真さんですね。全然、緊張してないんですもん。それくらいの度胸がないと、ＢＩＴホールディングスのＣＥＯにはなれませんよね」

　感心しながら言うと、拓真は苦笑いをした。

「そんな風に、見えたのか。まったく逆だよ。緊張で、かなり身体が熱くなってたけど」

「えっ!?　そんな風には、見えませんでしたよ。余裕たっぷりな感じで……」

　拓真の言うとおりなら、ますます彼を尊敬する。感情のコントロールが、とても上手なのだろう。

　うろたえるようなこともなく、堂々としていた姿も、父があんなにあっさりと許してくれた理由だったはずだ。

　社会的立場は十分でも、人柄に疑問を持たれたら、父は間違いなく結婚に反対していた。だけど、初対面であれだけ凛々しく誠実だったのだから、なにも言うことはなかっただろう。

「違う、違う。本当に、緊張で汗もかいてたよ。だけど、ご両親にお許しいただけて安心した。これで、次の日曜日は凛と桜を連れて帰れる」

「拓真さん……」

　そう、来週の日曜日は拓真の両親に挨拶に行く予定にしている。そこで結婚を許してもらえたら、そのまま拓真のマンションへ引っ越すことになっているのだ。

　入籍して夫婦になって……。それを想像したら、胸が高鳴り待ち遠しくなる。ほとんど諦めていた〝家族三人〟での生活が、いよいよスタートするのだ。

　帰りは約二十分でアパートへ着き、拓真が桜を車から降ろしてくれた。すっかり寝入っている桜は、まったく起きる気配がない。

　拓真は、そんな彼女を見て目を細めた。

「寝顔は、きみに似てるな」

「え？　そうですか？」

　そう言われ、胸がドキッと高鳴る。なぜなら拓真とは、たった一夜しか過ごしていないからだ。

　拓真が寝顔を見る機会は、あのときしかなかった。それなのに、覚えていたのだろうか。どこか半信半疑でいると、彼は少しだけ照れくさそうな顔をした。

「そうだよ。あの夜の凛の寝顔と似てる。俺が最後に見たきみの姿は、寝顔だったから」

　アパートの階段を上りながら、凛は頬が熱くなっていくのを感じた。拓真の言葉は、どんなことも凛の心をくすぐっていく。

　軽い調子はなく、ストレートに心に染み入っていく感じなのだ。

「桜は、目を開けてるときは、拓真さんにそっくりです……」

　照れくさくて、そんなことしか言えなかったけれど、拓真は嬉しそうに小さく笑った。

「このまま、ベッドに寝かせていい？」

　拓真と一緒に部屋に入ると、彼はベビーベッドの前で立ち止まった。

「はい、お願いします」

　桜と会うのが二回目とは思えないほど、拓真は慣れた手つきで桜をベッドへ寝かせる。そして、静かに布団をかけていた。

「拓真さん、もう帰られますか？　お時間が大丈夫なら、もう少し……」

　今日は一日空けてくれると言っていたけれど、きっと無理をしているのだと思う。前回は、会社に戻っていたし。もし今日もそういうつもりなら仕方ないけれど、休みならもう少しだけ拓真といたかった。

「帰りたくないなって思ってたから、凛の迷惑でなければもう少しお邪魔させてもらうよ」

　笑みを向けられ、思わず気分が昂る。凛も笑顔が零れ、大きく頷いていた。

「ぜひ！　あっ、じゃあお茶を淹れてきますね。拓真さんは、座っててください」

　よかった。まだ一緒にいられる。そう思うだけで、心が弾んできた。

「凛、待って」

　キッチンへ向かいかけたとき、拓真に腕を掴まれ背後から抱きしめられた。

「た、拓真さん……」

　鼓動があっという間に速くなり、ときめきでいっぱいになる。拓真にも伝わるのではないかと思うほど、凛の胸は高鳴るばかりだった。

「桜は、すぐに起きるかな？」

「いえ。あれだけ寝てますから、一時間は起きないと思います」

　ベビーベッドからは、桜の心地よさそうな寝息が聞こえる。余程大きな物音を立てない限り、目が覚めることはないだろう。

「それじゃあ少しだけ、二人の時間を堪能しよう」

　そう言った拓真に身体を振り向かされ、迷いなく唇を塞がれる。濃厚で熱いキスに、凛の頭はすぐにクラクラしてきた。

「本当は、きみを抱きたい……って思ってしまう。だけど、来週まで我慢するよ」

　そっと唇を離され、額と額をくっつけられる。身体が火照ってきた凛は、甘えるように拓真を見た。

「でも、桜は寝てますし……。こういう時間、あまりないかも……」

（私ってば、なにを言ってるんだろう……）

　大胆だと思うけれど、ようやく実感できる拓真の温もりに未練が残り、自然と彼の胸に顔を埋めていた。

「そうだよな。だけど、やっぱりこれ以上は……。ただ、凛に触れたいから、もう少しだけ抱きしめさせて」

「はい……」

　もどかしい……。そんな気持ちばかり込み上げるけれど、拓真がそう決めているならどうしようもない。きっと彼なりに、けじめをつけているのだろう。

　それなら今は、拓真に従う。あと一週間すれば、彼の側にずっといられるのだから……。






　長く感じられた一週間が過ぎ、拓真の両親に会う日がやってきた。楽しみ半分、不安が半分の落ち着かない日々だった。

　彼の両親が、快く凛と桜を受け入れてくれる保証はない。でも反対されても、拓真への想いは変わらないし、彼と幸せな未来を作りたいと思っている。

　そのための努力なら、いくらでもするつもりだ。自分の心が固まったからか、不安すら前向きに捉えることができている。

　とはいっても、気を緩めるとネガティブな感情が湧き上がるのも事実だった。

「さあ、桜。外でパパを待ってようね」

　今日の桜もご機嫌で、可愛らしい白色のワンピースを着ている。これは実家の母からのプレゼントで、今日のために買ってくれたのだ。桜の模様が描かれた上品な服で、名前にぴったりだった。

　外で待たなくても、部屋まで上がってくると拓真に言われたけれど、待ち遠しさを抑えきれず外で待とうと思ったのだ。

　桜を抱いて靴を履いたところで、インターホンが鳴った。ドアを開けると、スーツ姿の拓真が笑顔で立っている。

「おはよう、凛。それに、桜」

　拓真が桜の頬に触れると、彼女は喜んで手を伸ばしている。すっかり、拓真の抱っこが気に入ったようだ。

「お、おはようございます。約束より、早かったですね」

　今日の凛は、手持ちのなかで一番高価なセットアップを着ている。白いジャケットには、黒い線が縁取られていて、けっしてハイブランドのものではないけれど品があるお気に入りの服だ。

「待ちきれなくてね。十時に行くと言ったけど、二十分も早く来てしまったよ。だけど凛も、もう出ようとしてたんだろ？」

　拓真は笑いながら、桜を抱き上げその腕に包んだ。どうやら、すぐにドアを開けたことと、バッグを持っていることから見抜かれたらしい。

「ふふ。そうなんです。私も、落ち着かなくて。緊張もするし、拓真さんに会える楽しみもあるし」

　笑顔を見せると、拓真も微笑んでくれた。

「最低限の荷物は、まとめてくれた？」

「はい。私と桜の着替えや日用品は、キャリーケースに入れてあります。あとは、ベビーベッドとベビーカーですね」

　今日、拓真のマンションへ引っ越すことになっている。ただし、きちんと彼の両親に許可を得てから……と考えているため、大きな荷物はあとで業者に頼むことにしているのだ。

　ひとまず必要なものだけまとめて、すぐに拓真のマンションに行けるようにしていた。

「忘れ物があれば、俺が取りにくるよ。さあ、行こうか」

「はい……」

　ベビーシートを持ち、鍵をかけ、拓真と一緒に階段を下りる。だんだんと緊張が増してきて、身体が硬くなってきた。

「そんなに緊張しなくても、大丈夫だよ。ちょっと桜を抱っこしてて」

　桜を凛に預けた拓真は、手際よくベビーシートを設置している。

「拓真さん、たった一回見ただけで覚えてるんですか？　単純そうに見えますけど、シートベルトの通し方とか、案外分かりにくいんですよ」

　感心するように彼を見守っていると、拓真があたり前のように言った。

「取り戻したいから。夫として、父親としての空白の時間を。それを埋めるためには、努力が必要だと思ってるよ」

「拓真さん……。すごく嬉しいですけど、拓真さんだけの問題じゃないですから。努力するなら私も一緒……。二人で、頑張っていきましょう」

　セッティングしてくれたベビーシートに桜を乗せた拓真に、不意に引き寄せられる。誰に見られるか分からないのに、大胆な行動に一瞬戸惑った。

　それでも、凛の胸は素直にときめいていく。

「今日から、三人一緒だ。俺は、そう思ってる」

「はい……」

　拓真の両親に、許しをもらえることが前提だけれど、凛も今日から三人で一緒にいられると思っている。

「よし、行こう。両親は、凛たちに会えるのを楽しみにしてるんだよ」

　車に乗ると、拓真がエンジンをかけながらそう言った。

「本当ですか？　それは、ポジティブな意味で受け取っていいんですよね？」

　彼の言葉に期待が膨らみ、ドキドキ鼓動が速くなる。彼は、車を走らせながら返事をした。

「もちろん。前にも言ったけど、二人とも苦労人だから。凛の話をしたとき、両親から激怒されてね。凛とご両親に、早くお詫びしたいと言っていたよ」

「お詫びなんて、とんでもないです。私と桜を受け入れてくださるなら、それだけで有難いことなのに……」

「凛の仕事のことも、とても興味を持っていたよ」

　そう言われて、照れくさくなる。と同時に、拓真や拓真の両親と比べると、とても同じフィールドでは語れないと思ってしまった。

　有名なアクセサリー作家というなら恰好もつくけど、凛の場合はほとんど常連とその紹介で成り立っているようなものだ。

　それでも、興味を持ってくれていることは、素直に嬉しく有難かった。

　拓真の実家は車で三十分ほどの郊外にあり、高級住宅街として有名な場所にある。

　モダンな家よりも、日本家屋が多い。どこの家も一般的な住宅の倍以上はある広さで、石造りの塀に囲まれているのが特徴的だ。

　車は高台に向かい、ひときわ大きな家の前で停まった。そこも和風の住宅で、手入れされた松の木が堂々と立っている。

　周囲と同じように高い塀に囲まれており、中の様子を窺い見ることはできない。駐車場も広く、拓真が来ることが分かっているからか、シャッターは開けられていた。

　奥には二台、高級車が停められている。

「着いたよ。降りようか」

「は、はい……」

（まるで、旅館だわ……）

　門構えも立派で、木製の扉が高級感を漂わせていた。

「じゃあ、インターホンを押すよ？」

「お願いします」

　桜を抱っこし、緊張しながら拓真の隣に並ぶ。彼の両親は、いったいどんな感じなのだろうか。

　苦労人とはいっても、それで成功している人たちだ。拓真は前向きに言ってくれていたけれど、内心は凛のことを快く思っていないかもしれない。

　甘い考えで子供を産んで育てている……、そんな風に思われるのではないか。あれこれ不安を巡らせていると、程なくして門の鍵が開く音がした。

「いらっしゃい。あなたが、深見凛さんね。初めまして。拓真の母の一条由子ゆうこです」

　上品な笑顔で挨拶をしてくれた女性が拓真の母で、凛はあ然としてしまった。息を呑むほど美しく、緩く巻いた栗色の髪がよく似合っている。

　顔立ちは柔和で、ほっそりとしたスタイルのいい女性だ。クリーム色のスーツが、彼女の色白の肌に映えている。

「初めまして。深見凛と申します。この子は桜です。本日は、お時間をいただきありがとうございます」

　棒読みになってしまったと思いながらも、いざ拓真の母を前にすると緊張が最高潮になってしまった。

　だけど、彼女はとても気さくな様子で、目を細めて桜を見た。

「桜ちゃんって、本当に拓真にそっくりね。びっくりしたわ」

　ふふっと笑った拓真の母は、凛たちを中へ招き入れてくれる。門から玄関までの距離が長く、途中で庭が目に入った。

　池まであり、鹿威しの音も聞こえる。落ち着いた雰囲気で、拓真が育った環境の質の高さを実感していた。

「さあ、上がってちょうだい。お父さんも、そわそわして待ってるから」

「はい、失礼します」

　行動の一つひとつがぎこちなくなり、拓真と自分は正反対だと思わされる。先週、凛の実家を訪れた拓真は、堂々としていたというのに。

「凛、桜は抱っこしておこうか？　靴が脱ぎづらいだろう」

「あ、ありがとうございます」

　恐らく、混乱していることが見抜かれているのだろう。さりげないフォローをしてくれる拓真に感謝をし、桜を彼に渡した。

「あら、拓真。赤ちゃんの抱き方が上手ね。もう慣れたの？」

　拓真の母が驚いたように言うと、彼は苦笑した。

「桜が、すんなり懐いてくれたからね。でも毎回、緊張してるよ。絶対に、落とせないから」

　やっぱり拓真の桜の抱き方は、母親から見ても驚きらしい。実は経験があるのではないかと少し疑った自分もいたけれど、拓真は赤ちゃんに対しては初心者のようだ。

　長い廊下を進むと、その奥に応接間がある。もちろん、部屋は他にもたくさんあり、凛は襖の数に圧倒されていた。

「お父さん、凛さんが来られましたよ」

　応接間の前に着くと、拓真の母がドア越しに声をかけ開けてくれた。すると、一人の男性が立ち上がって迎えてくれたのだった。

「初めまして。拓真の父の一条正義まさよしです。このたびは、息子の不誠実な対応、親としてお詫びします」

　突然頭を下げられ、慌ててしまう。拓真の父にそんなことをされては、いたたまれない。

「あ、あの。頭を上げてください。私は、なにも謝罪されるようなことはされていませんので」

　拓真は冷静に見ているけれど、凛はこんなことをしてほしいのではない。とにかく拓真の父に気にしてほしくなくて、必死に声をかけた。

「一人で出産し、子育てをしていたとは……。どれほど、心細かったか。事情はあらかじめ、拓真から聞いています。凛さんのご両親にも、お詫びに伺いますから」

　顔を上げた拓真の父を改めて見ると、二人はよく似ていると感じた。拓真は父親似で、彼が年を取れば、父のような雰囲気になるだろう。

　渋さがあり、知性溢れるルックスに拓真を重ねて見ていた。

「両親も、お気遣いに感謝しておりました。ぜひ、会っていただけたら光栄です」

　まさか、ここまでされるとは思わず、ホッとするより焦ってしまう。

「とりあえず、座ってちょうだい。今、お茶を持ってきますね」

　拓真の母に促され、拓真と並んで座る。和室の部屋で、高価そうな掛け軸や花瓶が飾られていた。

「改めまして、深見凛です。よろしくお願いいたします」

　拓真の母がお茶を持ってきて、四人が揃うと凛は緊張しながらも挨拶をした。初めての場所だけれど、桜は興味津々で部屋を見回している。

　拓真と一緒なのが心強いのか、今までなら場所見知りもして泣いていた彼女が、今はどこか楽しそうだ。

「凛さん、リラックスしてください。それにしても、桜ちゃんは拓真によく似てるね」

「はい、私の両親にも、そう言われました」

　拓真の父は遠慮がちに桜に目を向け、僅かに口角を上げた。いきなり孫を連れて来たというのに、拓真の父も母も桜を好意的に迎えてくれて有難い。

　凛は少しホッとして、笑みを見せる余裕ができた。

「よく見たら、桜ちゃんの服は桜の柄なのね。可愛いわ」

「本当だな。うちには娘がいないから、とても新鮮に感じるよ」

　桜を前に、少しずつ空気が和やかになってきて、凛の緊張していた気持ちも楽になってくる。

　二人とも子供好きのようで、桜を見ると目尻が下がっている。

「桜の出産は、独断でしたことなんです。拓真さんにも相談できず、勝手に決めました。そのことで、ご両親にご迷惑をおかけした部分がありましたら申し訳ありません」

　その気持ちは、絶対に伝えようと思っていた。拓真の両親が、この状況を望んでいたわけではない。

　そのことに罪悪感を覚えて、謝罪の言葉を口にした。頭を下げているから、拓真や拓真の両親の様子は分からない。

　少し不安になっていると、拓真の父の声が聞こえてきた。

「顔を上げてください、凛さん。拓真もあなたも、立派な大人だ。自分たちの責任のもとに、選択をすればいい」

　顔を上げると、拓真の父が穏やかに頷いている。

「ではお父さん、凛との結婚を許してくれますか？」

　拓真は桜を抱いたまま姿勢を正すと、父と向き直った。

「子供がいるんだ。反対できないだろう。お前は、しっかりけじめをつけなさい」

「はい。ありがとうございます」

　拓真の父からの許可がもらえ、凛の心には安堵が広がる。これで今日から、拓真との生活が始まるのだ──。

「凛さん、早い内にご両親にもご挨拶に行くので、拓真と桜ちゃんをよろしくお願いします」

　拓真の実家をあとにするとき、彼の父がそう言った。まだどこか距離は感じるけれど、かなり気遣ってもらえて有難い。

　凛は背筋を伸ばすと、拓真の父を真っすぐ見た。

「今日は、本当にありがとうございました。お気遣い、恐れ入ります。私と桜のほうこそ、よろしくお願いします」

「それではお父さん、お母さんありがとうございました。これから凛と役所に行ってきます」

　拓真も一礼すると、彼の母が優しく微笑んだ。

「ええ。また来てね、凛さん。じゃあね、桜ちゃん」

　彼女が小さく手を振ると、桜は機嫌良さそうに笑顔を向けた。これから役所に行って、婚姻届を出すことにしている。

　あらかじめ、凛と拓真のサインはしてあり、拓真の両親に証人欄のサインを貰ったのだ。ようやく、拓真と夫婦になれるのかと思ったら、凛の胸は静かに弾んでいた。

「失礼します」

　最後に挨拶をして車に乗ると、拓真の両親は見えなくなるまで手を振っていた。

「凛、疲れただろう？　両親に会ってくれて、ありがとう」

　車を走らせた拓真が、バックミラー越しに見る。ベビーシートの桜は、少しうとうとし始めていた。

「お礼を言うなら、私のほうです。あんなに、あたり前のように私と桜を受け入れてくださって……。本当に、ありがとうございました」

「凛の話はしていたし、実際にきみの人柄に触れて、安心したんだと思う」

　晴れ晴れとした顔の拓真に、凛の心も軽くなる。もう今日からは、拓真に罪悪感より希望を感じてほしい。そして凛も、新しい日々を前向きに進みたいと思っていた。






「さあ、着いたよ。桜は寝てる？」

　役所の駐車場に車を停めると、運転席から拓真が振り返った。

「はい。ぐっすりと。でも置いていけませんから、このまま連れていきましょう」

　苦笑していると、拓真も笑みを見せて頷く。彼はいつもどおり涼しい顔をしているけれど、凛のほうは胸がドキドキだ。

　鼓動が速くなり、身体が熱くなっている。いよいよ……と思うと、落ち着かなくなっていた。

「俺が抱っこしていい？」

　車を降りた拓真は、後部座席のドアを開けると笑顔を向ける。凛はシートベルトを外しながら、快く返事をした。

「はい、ぜひ。桜、本当に拓真さんの腕の中が好きみたいで」

　彼の胸は温かくて広いから、きっと心地いいのだろう。桜を羨ましいと思いつつ、彼女を拓真に託した。

「今日は日曜日で窓口は閉まってるから、当直室で受け取ってもらえるらしいよ。少し、味気ないかもしれないけど」

「私は、それで構いません。これでやっと、拓真さんと夫婦になれるんだって、そう思うと嬉しくて……」

　彼は婚姻届を出すタイミングも、凛の気持ちを考慮してくれていた。いろいろ考えれば、ロマンチックなタイミングもあったかもしれない。

　拓真が、そこを配慮してくれていたのは分かっていたけれど、凛は早く提出するほうを選んだのだ。

　一年以上、やはり拓真と会えなかったことは、寂しかったのだと気づいたから。ほとんど諦めていたけれど、まったく未練がなかったと言えば嘘になる。

　彼と、一日でも早く一緒になりたい、そんな気持ちが自分にあったのだと自覚した。だから、早く入籍したかったのだ。

　当直室は、建物の裏側にあり、警備員の男性が感じよく受け取ってくれた。婚姻届を提出したのは凛で、これで夫婦になれたのだと思ったら胸が熱くなってくる。

「凛、今日からよろしく」

　片手で桜を抱き直した拓真が、空いた手を差し出す。その手に自分の手をそっと重ねると、涙が込み上げてきた。

「はい。こちらこそ、よろしくお願いします……」

　こんなに感動しているのは、自分だけかもしれない。そう思っても、感情を止めることができなかった。

　役所の窓口は開いていないから、駐車場にはほとんど車がない。人どおりもまったくなくて、よかったと思うほどだ。瞬きをするたびに涙が頬を伝う。

（恥ずかしい……）

　自分ばかり、盛り上がっているだろうか。拓真は気づいていて、あえて声をかけずそっとしておいてくれている。

　陽が傾きかけて、すっかり夕方になっていた。

　これからアパートに寄り、必要な荷物を持って拓真のマンションへ行く。はやる気持ちを抑えながらに戻り桜をベビーシートに乗せたとき、拓真に優しく腕を引っ張られた。「拓真さん？」

　どうしたのだろうと不思議になっている間に、彼の顔が近づく。そして、あっという間に唇を塞がれた。

　ちょうど車に隠れているとはいえ、大胆で胸が高鳴る。

「た、拓真さん……」

　まだ濡れている頬を拭われ、その温かく大きな手で包み込まれる。深く濃厚な口づけに、頭はクラクラした。

「大丈夫。誰も、見てないから」

　短く言った拓真は、さらにキスを続けてくる。たしかにここは駐車場でも端になり、死角になっている場所だけど。

　情熱的な拓真のキスに、甘い声が漏れていく。

　照れくさくなりながらも、彼のキスに応えていた。

「これで堂々と、凛と桜を妻と娘だって言える。きみたちを守れることが、本当に嬉しくてたまらないよ」

　そっと唇を離され、恍惚とした表情で拓真を見る。

「私もです……。拓真さんのこと、独り占めしていいんですよね？」

　胸に顔を埋めると、そっと抱きしめられた。最近はずっと、この場所は桜が独占していたけれど、今は自分だけの温もり……。

　ぎゅっと拓真を抱きしめ返すと、優しく髪を撫でられた。

「あたり前だ。たとえ愛するきみからの頼みでも、絶対に離しはしないよ。凛こそ、ずっと俺だけのものだ」

　穏やかな秋の午後、互いの気持ちを確かめ合うように、しばらくそのまま抱きしめ合っていた──。

















第三章　新しい日々












　拓真の両親からも結婚の許しを貰い、晴れて入籍をして夫婦になれた。区役所から一度アパートに戻り、必要な荷物を車に積む。大きな家具類は、後日業者に頼む予定だ。けれど、拓真の家に揃っているものばかりだから、ほとんどが処分することになるだろう。

　アパートの解約は月末で、もうここへ帰ってくることはない。桜と二人で過ごした思い出の場所ではあるけれど、凛はこれから拓真と三人の時間を作ることが楽しみで仕方なかった。

「俺のマンションはね、オフィス街から一駅分のところにあるんだ。周りには店や学校に病院もある。住むには、居心地がいいと思うよ」

　そんな好立地な場所に住んでいる拓真に感心しつつ、どんなところなのだろうかと凛はワクワクしてくる。

　三十分ほど車を走らせると、高級住宅街に着いた。そこは、タワーマンションが連なっていて、著名人が多く住んでいることでも有名だった。

（まさか、ここなの……？）

　拓真は慣れた様子で、一際賑やかな通りに面したマンションの地下駐車場へ入っていった。

　照明は控えめだけど、駐車場には高級車ばかりが停まっているのが見える。拓真は、入り口から一番近い場所に停めるとエンジンを切った。

「このエレベーターから、部屋へ上がれるんだ。でも凛は初めてだから、エントランスから入って一階に寄るよ」

「そ、そうなんですね。凄い……」

　駐車場から直接部屋まで行けるとは、なんて便利なのだろう。

　桜を抱いて地上に出てみると、最上階は高すぎてよく見えない。エントランスまでの道は、夜はきっと綺麗なのだろう。

　足元にも、照明がたくさん並んでいる。エントランスの入り口は、大きな擦りガラスの自動ドアで、拓真がカードをかざすと開いた。

　彼はキャリーケースや荷物を持って、足早に中に入っていく。彼についていくと、男性に声をかけられた。

「一条様、お帰りなさいませ」

　カウンターがあり、そこには四十代前半くらいの男性コンシェルジュが立っている。

　挨拶を交わすと、拓真は封筒を受け取り、凛を奥のエレベーターホールへ案内する。

　コンシェルジュに対しても、丁寧に接する拓真に魅力を感じて嬉しくなる。社会的地位が高いにもかかわらず、彼にはおごった態度が微塵もない。

「桜、本当によく寝てるな。よっぽど、疲れたんだろう」

　静かな寝息を立てる桜を見ながら、拓真は目を細めている。彼は思いのほか子煩悩なようで、よく彼女の頬を撫でていた。

「これだけ寝てると、夜に起きちゃうかと思って怖いですけど。でもたぶん、今夜もしっかり寝るんじゃないかと思います」

　苦笑しつつ、桜にとっても、慌ただしい日々が続いていただろうと思っている。凛の母以外、初めて会う人たちばかりだったのだ。

　赤ちゃんなりに、気を張っていた部分もあっただろうし、疲れが出てもおかしくない。桜の背中を撫でていると、拓真に耳元で囁かれた。

「じゃあ今夜は、二人の時間を堪能できるかな？」

「え？」

　ドキッとしながら拓真を見ると、ちょうどエレベーターが開いた。同じマンションの住人はおらず、中は凛たち三人だけだ。

「本音を言うと、凛のことしか頭にないんだ。早くきみの温もりを感じたくて……まったく落ち着かない」

　微笑む彼からは、言葉のような雰囲気はまるで感じられない。初めて会ったときと同じ、落ち着いた大人の空気を醸し出している。

　だからこそ、彼のセリフに心が乱された。きっと拓真は、情熱的なところがあって、それを内に秘めるタイプなのだろう。

「私も……です。本当は早く、拓真さんに触れたくて……」

　区役所の駐車場のキスのときから、そう思っていた。言ったあとで恥ずかしくなったけれど、拓真は嬉しそうに頬にキスをしたのだった。

「あ、そういえば、お部屋は何階……」

　照れ隠しで話題を変えてみたものの、彼が押していたボタンにあ然とする。ランプで点灯されている数字は、五十三階だったからだ。

「さ、最上階なんですか!?」

「そうだよ。最上階のワンフロアには俺たちの部屋しかないから、落ち着くと思うよ。凛が、気に入ってくれたらいいんだけど」

「気に入るとか、そんな……」

　自分にジャッジする権利なんてないし、気に入らないということは有り得ない。そもそも、ここで住むことが身の丈に合っていないのだから。

　圧倒されっぱなしで最上階へ着くと、彼の言ったとおり、長い廊下の先にはドアがひとつしか見えない。

　廊下の小さな窓から薄日が差し込み、程よい明るさがあった。

「凛、入って。今日からここが、きみの帰る場所だ」

　ドアを開けてもらい、恐る恐る玄関に足を踏み入れる。玄関は大理石で、彼の人柄を表すように整頓されていた。

「案内するよ。おいで」

　一足先に靴を脱いだ拓真についていくように、凛も玄関に上がり廊下の奥を右に曲がった。

（いったい、いくつ部屋があるんだろ……）

　この瞬間に確認できただけで、すでに四部屋はある。小さくため息をつきながら向かった先には、ベッドルームがあった。

「うわぁ。窓が大きいんですね」

　広々とした部屋で、ウォークインクローゼットもある。キングサイズのベッドはきちんと整えられていて、その側にはバルコニー付きの窓があった。

「南西向きだから、これからの時間は夕陽も見えるんだ。ここが、俺たちの寝室。桜のベッドも、ここに置いておくよ」

「はい、ありがとうございます」

　拓真が、手際よくベッドを組み立て直している間、凛は緊張しながら部屋を見渡した。

　ベッドサイドには小さなテーブルがあり、英字の経済誌が置かれている。だいぶ読み込まれているようで、ところどころ付箋も見えた。

　近くにはチェストがあるけれど、それになにが入っているのかまでは分からない。

（ここで、今夜から拓真さんと……）

　これからのことを想像すると、不安と楽しみとで鼓動が速くなっていた。

「クローゼットも、好きに使ってくれていいし、ベビーカーは玄関に置いたし……。そうそう、それとここも案内するよ」

　手招きをされ部屋を出ると、手前の部屋のドアが開けられた。

「ここは、凛のプライベートの部屋として使って。アクセサリー作りに、ちょうどいいかなって思うんだけど」

「えっ？　いいんですか？　こんな立派なお部屋……」

　きっと、凛のために用意してくれたのだろう。木の香りがするデスクがあり、窓には爽やかな緑色のカーテンが掛けられている。

「ここは南東向きだから、日中は結構明るいんだ。隣は、俺の書斎だよ」

　そう言った拓真が部屋を出ていき、凛もそのあとを追う。こうしている間も、桜は起きることなく眠っていた。

「忙しいときは、自宅でも仕事をすることがあるんだ。そのときは、本当にごめん」

「私も桜も、拓真さんの重荷にはなりたくないんです。お仕事は、気にせずしてください」

　彼の書斎には、背の高い本棚があり、難しそうな経営学関係の本がたくさん並べられている。机には、ノートパソコンとタブレットがあり、普段ここをよく使っていることが想像できた。

「ありがとう、凛。でも、育児をきみだけにお願いするつもりはないんだよ。俺にも責任があるし、桜と精一杯関わりたいと思ってる。だから、凛のほうこそ遠慮をしたり、一人で抱え込んだりしないでほしい」

「はい。ありがとうございます」

　拓真は再会してからも、ずっと優しさを見せてくれている。こんな人と出会えたことを、改めて心から感謝していた。

「ずっと、桜を抱っこしてるのも大変だろう？　寝かせたらいいよ」

「そうですね。そうします」

　桜を抱くことは慣れているけれど、正直に言うと少し拓真とゆっくり過ごしたい。そんな本音もあり、彼の言葉を素直に受け入れた。

　ベッドルームに向かいかけると、拓真に優しく腕を掴まれる。

「違う、こっちだよ。実はベビーベッドを、もう一台買ったんだ」

「えぅ？　そうなんですか？」

　驚きで目を丸くしていると、拓真が笑みを向けた。

「ベッドを移動させるのも手間かなと思って、リビング用に買ったんだよ」

　廊下の先にあるリビングは、大きな窓が広がっていて、オフィス街まで景色がパノラマで見える。

　夜になると、かなりロマンチックになるのではないかと思うほど、眺めのいい場所だった。

　そこに、薄いピンクの可愛いベッドがある。とてもメルヘンな感じで、高価そうだ。

　凛は、ベッドにあしらわれたロゴを見て目を丸くする。

「ここのブランドって、ベビーベッドも作ってるんですか？」

　海外のレディース高級ブランドで、セレブ御用達だ。服だけでなく、バッグやアクセサリーがあることは知っていたけれど、ベビーベッドまであるとは思ってもみなかった。

「そうなんだよ。俺も知らなかったんだけど、知り合いに教えてもらってね。布団もフリルがついていて可愛いだろう？」

「はい、とっても。桜、本当に幸せですよ。こんな素敵なベッドを用意してもらって」

　まるでお姫様のベッドみたいで、凛のほうが目を輝かせてしまう。感動しながら桜をベッドに寝かせると、拓真に背後から抱きしめられた。

「でもきみが桜のために用意したベッドには、まったく敵わないと思ってるよ」

「た、拓真さん……。でも、こんな高級なベッド、私にはあげられませんから」

　普通に答えた振りをしてみたけれど、一気に鼓動は速くなっている。彼の低音で甘い声は、耳元で聞かされると、ゾクッとしてしまうのだ。

「母親である凛からの愛情は、誰にも超えられないよ。たとえ、俺でも……」

　ゆっくりと振り向かされると、その勢いのまま唇を塞がれる。抱き寄せられて、何度も熱いキスを交わした。

　どんなに深い口づけを交わしても、まだ足りないと思ってしまう。そう感じているのは凛だけなのだろうか、拓真はそれ以上触れてこない。

（拓真さんってば、じらすなぁ……）

　きっとそれは、彼の気遣いだろうけど、もっと深く拓真を感じたくてもどかしい。でも口にする勇気はなく、ただ彼のキスを受け入れるだけだった。

「凛。今夜からは、なるべく桜の世話をしたいんだ。食事やお風呂とか、いろいろ教えてもらえるか？」

　そっと身体を離されると、彼はもう〝父親〟の顔になっている。それが嬉しいような寂しいような、複雑な思いで笑顔を向けた。

「はい。桜、絶対に喜びますよ」

　今のこの状況は、身に余るほどの幸せだ。ワガママを言えるはずがない。本当はもう少し、彼の胸の中にいたかったけれど、桜が起きてしまい拓真との時間は終わったのだった……。






「素材に、こだわってるんだな」

「はい。やっぱり、子供に食べさせるものですから」

　二人で、キッチンに立っているのが不思議に思えるけれど、今夜からこうやってずっと拓真と一緒にいられる。

　そのことが嬉しくて、自然と気分が弾んでいた。

「そこまで考えて、凛は今まで桜を育ててくれてたんだな。本当に、ありがとう」

「いいえ。桜は、拓真さんとの子供ですから。拓真さん似ですし、愛おしさも倍増しますよ」

　桜は、ベビーベッドで寝がえりを打ちながら遊んでいる。この場所もベッドも初めてなのに、拓真が見えることで安心しているようだ。すんなりと、この環境を受け入れている。

「凛……。実を言うと、子供が男の子でなくてよかったって思ってたんだ」

「どうしてですか？」

　野菜や白身魚をすり潰し、煮込んだものが出来上がる。冷めないと桜には食べさせられないから、テーブルに置いた。

「たぶん、ヤキモチ妬くから。子供といえども、まだきみを取られたくないからね」

　少し茶目っ気のある言い方に、凛は思わずクスッと笑った。涼しい顔をして実はこんなことを言ってくれるんだと思うと、拓真がどこまでも愛おしく感じられた。

「それを言うなら、私はすでにちょっとヤキモチ妬いてます。拓真さん、本当に桜を可愛がってますから。さっきだって……」

　甘いキスのあとですら、話題は桜に移ってしまうのだから。それは本当に嬉しいけれど、本音はちょっと嫉妬心もある。

「両親たちは、桜が俺に似てるって言うけど、俺から見たら凛の面影もいっぱいあるんだよ」

　彼と並んで、リビングのソファに座る。今夜は、自分たちの夕飯はケータリングを頼んでおり、準備をしなくていいのだ。

「そうですか？　私も、桜はとっても拓真さんに似てると思うんですけど」

「目と口がそっくりだから、印象に残るんだよ。でも鼻や顔の輪郭、それに髪質は凛にそっくりじゃないか。桜はきみのミニチュアなんだよ」

　そう言われ、ベッドの桜に視線を向ける。相変わらずご機嫌で、拓真から貰ったうさぎのぬいぐるみを、楽しそうに手に持って眺めていた。

「そう……なんですかね？」

　言われてみれば、そうかもしれない。今まで、拓真と重ねて見ていたから、彼の指摘に新たな発見がある。

　それに、ミニチュアと言われたことが、とても照れくさかった。

「そうだよ。だから、余計に可愛いんだ。まるで、小さな凛を見ているようで」

「なんだか、恥ずかしいですけど……」

　照れ笑いをしながら彼を見ると、まるであたり前のようにキスを落とされた。






「本当に、拓真さんが桜をお風呂に入れるんですか？」

「もちろんだよ。こういうのは、最初が肝心だろう？　ご飯も俺があげたら、桜は喜んでくれたし、お風呂もこの勢いでやってみたいんだ」

「そうですか？　でも、大変ですよ？」

　まだベビーチェアに乗せられないから、ひだすら桜を抱いていなければいけない。当然、ゆっくり湯舟に浸かれないし、自分の身体を洗うのは後回しになる。

「大丈夫だよ。凛はずっと、一人でやってきたんだから。俺も、それくらいしないと」

「とっても嬉しいですけど、拓真さんは普段がお忙しいんですから。お風呂は、私も手伝います」

　桜を洗うのはお願いして、身体を拭くのは引き受けよう。それを伝えると、拓真は快く頷いた。

「ありがとう。それなら心強いな。じゃあ、桜をお風呂に入れてくるよ」

　バスルームに案内されると、ここも想像以上に広くて驚く。綺麗に磨かれた洗面台の鏡は大きく、まるでホテルのスイートルームのようだ。

　桜のタオルと着替えを準備する。拓真が望むからお願いしたけれど、正直お風呂はハードルが高いと思っていた。

　いくら桜が拓真に懐いているとはいえ、赤ちゃんの身体を洗うのは簡単ではない。さすがに入浴は難しいのではないかと心配していたのに、バスルームからは桜の笑い声が聞こえてきた。

（嘘……。馴染んでる……）

　洗い方も教えたとはいえ、さすがの拓真でもぎこちないだろうと思っていた。赤ちゃんとはいえ、慣れていない大人の不安は伝わるようで、凛は最初の頃お風呂のたびに泣かれていたのだ。

　それなのに、桜のキャッキャッと笑う声が絶えず聞こえてきて、バスルームの外で待っていた凛は驚きでいっぱいだった。

　拓真も桜に優しく声をかけているけれど、赤ちゃんが安心するオーラが出ているのかもしれない。

　どうして未経験の彼が、こんなに上手なのか。本当に、なんでも器用にこなしてしまう人がいるのだと、改めて思い知らされた。

　それから十分ほど経ち、ご機嫌な桜の入浴は終わった。彼女にとって、きっと拓真との生活は至福なのだろう。

　お風呂を終えた桜は、早々に眠ってしまった。拓真とベッドルームに行き、窓から見える夜景に息を呑む。

　窓辺に立ち、しばらく景色に見惚れていた。

「お風呂も窓があって、ロマンチックだったのに。このマンションは、いろいろな部屋から景色が見えるんですね」

　足を広げても余裕があったバスタブから、夜の街が見下ろせたことには驚いた。

「景色がいいから、日中も楽しんでもらえると思うよ。気に入ってくれた？」

「最高です」

　拓真に隣に立たれ、ドキッと意識してしまう。そろそろ電気を消していい時間だけど、どうするのか。

（なんか、緊張する……）

　拓真は明日は仕事だし、早く寝たいかもしれない。だけど、今夜は夫婦としての最初の夜だし……。あれこれ考えてしまい、どこか期待している自分を自覚する。

　彼の負担になりたくないから、気にしない振りをしよう。拓真に目を向けて、笑顔を見せた。

「そろそろ、寝ましょうか。拓真さん、明日は早いんですよね？」

「早いけど、まさかこのまま寝かすと思った？」

「え？　あ、あの……」

　凛は、目の前にいる拓真の大きな胸板に、抱かれるだけで精一杯だった──。






「凛、まだ起きてる？」

　拓真との熱い時間の余韻に浸りながら、閉じかけた目を開けた。

「はい、起きてます……」

　と言ったものの、頭は半分夢の中だ。あんなに燃えたというのに、拓真の涼しい顔には感心さえする。凛のほうは、すっかり眠気が襲っているのに。

「声は、眠そうだな。ごめんな、声かけて。でも、凛に渡したいものがあって」

「渡したいもの？」

　拓真がベッドを降りるのと同時に、凛は上体を起こす。自分が素肌だったことに気づき、慌ててベッドの下に落ちている服を着た。

「挙式も未定のままだから、せめて指輪だけは贈りたくて」

　拓真が、チェストから取り出したのは、二つの小さな箱。二つとも同じブランド名が入っている。だけどなぜか、箱の色が違う。

「嬉しいです……。ありがとうございます。結婚指輪ですよね？　それなら、拓真さんとお揃い……」

　だから箱が二つあるのかと納得し、胸が熱くなる。眠気は吹き飛び、鼓動が速くなった。

「結婚指輪もあるけど、もう一つは婚約指輪として」

「婚約指輪!?」

（じゃあ、これ二つとも私に……？）

　驚きでまじまじと見ていると、拓真がゆっくり箱を開けてくれる。一つはシンプルなプラチナで、中央にダイヤが埋め込まれていた。

　それが婚約指輪なのか結婚指輪なのか分からないけれど、きらめくダイヤに息を呑んでしまう。

　そしてもう一つの箱を開けられて、あ然としてしまった。そこに入っていたのは大きなダイヤの周りに小さなダイヤがあしらわれた花のモチーフがついた指輪だった。

　凛の華奢な指では、ダイヤが零れ落ちるのではないかと思うほどに大きい。しかも、小さなダイヤはピンクダイヤだ。

「た、拓真さん。こんなに素敵な指輪を二つも……？」

　本当に貰っていいのかためらうほどで、彼は手を伸ばすとベッドサイドのチェストからもう一つ箱を取った。

「こっちが、俺の結婚指輪。デザインを勝手に決めてしまったけど、凛の好みに合ってるだろうか？」

「素敵過ぎて、言葉にならないくらいです。もったいなくて、本当にいただいていいのか……」

「凛には、きちんとした順番を踏んであげられなかったから。シンプルなほうは結婚指輪で、こっちは婚約指輪として受け取ってほしい」

　拓真は先に結婚指輪のほうを取ると、それを左手薬指にはめてくれる。そして、華やかな花の指輪を、重ね付けしてくれた。

　こんなに涙腺が弱かっただろうかと思うほど、涙が込み上げてくる。そんな凛を見た拓真は、目元を優しく拭ってくれた。

「喜んでくれて、ホッとした。きみと一緒に選ぶほうがいいかなとも思ったんだけど、俺からプレゼントしたかったんだ」

　両方とも、ずっと着けていたい。輝く薬指をかざし、しばらく指輪を見つめた。

「桜が花の名前だから、凛の指輪も花のモチーフにしてみたんだよ」

「可愛いというか、綺麗過ぎて……。拓真さんの結婚指輪、私がはめさせてもらっていいですか？」

　なにもかも、拓真から与えてもらってばかりな気がする。それが申し訳なくて、それでも自分にできることをこれから一つずつやっていきたいと思っていた。

「もちろん。嬉しいよ」

　左手を出され、彼のしなやかな長い指にはめていく。彼の指輪も同じデザインだけど、リングが少し太めだった。
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　神様の前で誓うことはまだできないけれど、拓真とこうやって指輪の交換のようなことができたことは幸せだった。

　苦笑しながら、彼とペアになった指輪を見比べる。名実共に夫婦になれた気がして、これ以上にない幸福感を味わっていた。

「拓真さん、本当にありがとうございます。そろそろ、寝ましょう。拓真さんは、明日は仕事なんですから」

　きっと、多忙な毎日のはずだ。これからは、ずっと拓真の側にいられるのだから、全力で彼を支えたいと心の中で固く決意をした。

「そうだな。凛と桜がここで待ってくれてるのかと思ったら、仕事もますます頑張れそうだ」

　拓真はそう言ったあと、眠る前の唇にキスを落としてくれる。彼の腕の中で眠れる日が訪れるなんて、少し前の凛には想像もできなかった。

（幸せ……）

　凛は目を閉じると、あっという間に眠りに落ちていった──。






「ん……。朝……？」

　自然と目が覚めると、サイドテーブルのスマホに手を伸ばす。時間を確認すると、五時になったばかりで、外はまだ薄暗かった。

　ふと隣に目を向けると、拓真の寝顔が目に入る。彼は気持ちよさそうに眠っていて、穏やかな寝息を立てている。

　寝顔も色気があり、つい見惚れてしまった。まつ毛が長く、鼻筋が通っている。こんなに綺麗な顔立ちの人を、凛は今まで見たことがなかった。

　顔を上げると、ベビーベッドの桜もまだ眠っている。早いけれど、起きよう。拓真が起きるまでまだ三十分あるし、桜もそれまで目を覚まさないだろう。

　朝ごはんを用意しておこうと、キッチンへ向かった。静まり返ったリビングから見える街の景色は、まだどこか眠りから覚めていない雰囲気だった。

「台所、ちゃんと確認しておかなきゃね」

　まだまだ慣れないけれど、ここはもう凛の住む場所だ。なにをするのも自由な分、自分が担う役割もあると思っている。

　カウンターキッチンは綺麗に使われていて、食器棚に入っている食器は、数は少ないけれどブランド品ばかりだ。

　さすがに桜には使えないから、彼女の分は持ってきているプラスチックのものを使用する。そういえば、拓真はどんな料理が好みなのだろうか。

　肝心なことはなにも知らない……と、改めて思い知らされる。冷蔵庫を開けると、野菜と卵が入っているくらいだ。

　パンは見当たらないから、ご飯派なのかもしれない。炊飯器に目を向けると、ちょうど炊き上がったばかりのご飯があった。

（いつの間に、セッティングされてたんだろ……）

　桜の離乳食にご飯が必要と言ったから、拓真が用意してくれていたのだろう。彼の気遣いに、朝から心が温かくなる。

　けっして料理が得意なほうではないけれど、卵があるからプレーンオムレツを作ろうか。二人分のオムレツと、桜の離乳食を作っていると、拓真が桜を抱っこしてやってきた。

「おはよう、凛。朝ご飯、作ってくれたのか？」

「あっ、拓真さん。おはようございます。もしかして、桜が起こしちゃいましたか？」

　動かすと起きるかと思い、桜をそのままにしておいた。でも彼女のほうが先に起きて泣いたのなら、拓真を起こしてしまっただろう。

　慌てて駆け寄ると、拓真は優しい顔で首を横に振った。

「違うよ。俺が、起こしたんだ。寝顔が可愛いなって、ほっぺた撫でてたら起きちゃって」

「そうだったんですね。桜、朝からパパに抱っこしてもらって嬉しいね」

　起こされた割には、桜に不機嫌な様子はない。しっかり寝ていたからだろうし、彼女はとにかく拓真が大好きなのだ。

　今も、寝起きとは思えないくらい目がしっかり開いて、足をバタバタさせている。

「拓真さんの好きな食べ物が分からなかったので、私でできるものしか作れなかったんですが」

　普段、彼はどんな食事なのだろうか。自分が作った料理に自信がなかったけれど、拓真はダイニングテーブルを見て目を細めた。

「美味しそうだな。ありがとう。俺は好き嫌いがないから、気を遣わなくていいよ」

「よかった。じゃあ、桜は私が代わりますね」

　拓真の出勤は、六時半と聞いている。きっと、彼なりの朝のルーティーンがあるだろうし、桜のことは引き受けようと思った。

　だけど彼は、桜を渡そうとはしなかった。

「拓真さん？」

「桜のおむつ替えもしたいから、教えてくれる？」

「え？　は、はい。でも、時間は大丈夫ですか？」

　拓真は桜をベビーベッドへ寝かせ、側にあった紙おむつを手に取った。

「大丈夫だよ。桜のことはできる限りやりたいし、それにきみの支えになりたい。できないことを作らないようにしたいんだ」

「拓真さん……。じゃあ、おむつ替えですが……」

　彼の努力が嬉しいけれど、そんなに気を張っていると疲れるのではないかと心配で複雑になる。

　さすが拓真は何事もそつなくこなせ、おむつ替えも少し教えれば完璧にできていた。

「よし、これでいいかな。今度は、きみの作った朝ご飯をもらうよ」

「はい。桜も一緒に……」

　桜を抱き上げると、拓真とテーブルにつく。朝ご飯は凛があげたけれど、桜は近くに拓真がいることがかなり嬉しいようで、彼を見ながら笑顔を何度も向けていた。

「あの、拓真さん。本当に、無理してませんか？　あまりにも、頑張り過ぎというか」

　食事を終える間際になり、気になっていたことを口にする。すると、拓真は意外そうな表情をした。

「いや、全然そんなつもりはなかったけど。そう見えたか？」

「はい。なんか、私や桜のことに一生懸命というか……。普段、お仕事だって激務でしょう？　疲れないのかなって、心配になって」

　だからこそ、若くして大手企業のＣＥＯが務まるのだろうけど、いくらなんでも頑張り過ぎだと思う。

　すると、拓真にクスッと笑われた。

「そんなことないよ。頑張ってるつもりはなくて、やりたいからやっているだけなんだ。本当に今、充実した気分でね。守るべきものがあるって、こんなにも生き甲斐になるんだなって思えるんだ」

「本当ですか？　それなら嬉しいんですけど」

　彼がそう言うなら、しつこく念押しするわけにもいかない。きっとそうなのだろうけど、凛も彼を支えたい気持ちがどんどん大きくなっていた。

　守るべきもの……と言うなら、凛にとっての拓真も同じ存在だからだ。

「じゃあ、そろそろ支度するけど、凛はこれまでと同じように過ごしてくれたらいいよ。くれぐれも、無理はしないように。何回か言ってるけど、凛はまだ桜を産んで一年も経ってないんだから」

「はい、ありがとうございます」

　凛は彼の気遣いに感謝しつつ、出勤後は家事をしようと張り切っている。そのあとは桜の散歩に行ったり、アクセサリー作りをしたりしようと考えていた。

　拓真と出会ってから、彼のスーツ姿しか見たことがなかったけれど、ルームウエアのラフな格好もよく似合う。

　素敵な人は、なにを着てもサマになるのだと実感した。

　彼が着替えをしている間に、凛も自分の着替えを済ます。桜の服も替えて、拓真の出勤を二人で見送ることにした。

　ごく普通の家庭の光景だろうけど、凛にとってはとても特別なものに思える。こんな風に彼を見送れること──凛は幸せで溢れていた。

「拓真さん、行ってらっしゃい」

　桜の手を取りひらひらさせると、拓真は嬉しそうに目を細めた。

「いってきます。桜、いい子にしてるんだぞ？」

　拓真に頭を撫でられた桜は、「キャッ！」と声を上げ喜んでいる。穏やかなその光景に、こちらが癒されていくようだ。

（拓真さんって、本当に桜が可愛いのね）

　まさかここまで桜に愛情を注いでくれるとは思わなかった。

　ちょっと妬けちゃうかも……と思っていたとき、拓真の顔が近づいてきた。

「た、拓真さん!?　桜が見てますから」

　さっきのヤキモチはどこへいったのか、動揺で思わずあとずさりをする。すると彼は、少し不敵な笑みを見せた。

「だから、まだ分からないって。キスしたいんだよ、凛と」

「拓真……さん」

　遠慮のない彼の口づけは、触れるような軽いものではなかった。深く濃厚なキスを交わしていると、すっかり凛の唇は濡れた。

「いってきます」

　艶めいた唇を拭われ、拓真は凛の頭も撫でたあと玄関を出ていった。

「ときめいちゃうね」

　嬉しそうな桜に、照れくささを隠しきれないまま声をかける。すぐに家事に取りかかろうと思っていたけれど、少しだけ余韻に浸っていようか。

　高鳴る胸を押さえながら、拓真にキスされた唇をそっと触れていた──。






　今日は、とても天気がいい。青空が広がり、爽やかな秋風が吹いている。絶好の散歩日和だから、桜を連れて近くの公園へ行ってみよう。

　昨日、マンションへ向かっている途中、広い公園を見つけていたのだ。家事を終えて仕度を済ませると、桜をベビーカーに乗せ外に出た。

「気持ちいいね、桜」

　十月の秋風が頬をかすめ、気持ちいい。

　コンシェルジュへの挨拶は、慣れるまでに時間がかかりそうだけど、この雰囲気には早く溶け込んでいきたいと思っている。

　ベビーカーを押しながら、近所の店を見て歩く。飲食店やスーパー、コンビニはもちろんのこと、パン屋や雑貨屋などもあり楽しめそうだ。

　小さな子供を連れた人の姿もあり、どこか心強く感じる。しばらく歩くと公園が見え、二、三歳くらいの子供を遊ばせるお母さんたちの姿があった。

　軽い挨拶程度ですれ違ったけど、輪ができていて凛には話しかける勇気はない。少し緊張気味に公園の中を一周すると、遠くのほうで桜と同じくらいの赤ちゃんが目に入った。

　ベビーカーを押しているお母さんは凛と同年代で、可愛い雰囲気の女性だ。声をかけてみようかとも思ったけれど、距離があった上、相手のほうは公園を出てしまいできなかった。

（また、会えたらいいな……）

　新しい環境での生活で、さっそく目標を見つけた気がする。できるだけ早く、親しく話せるお母さんを見つけたい。そう思っていた。






「ただいま、凛」

　二十二時になり、やっと拓真が帰ってきた。思ったとおり、彼の帰宅は遅い。それに不満は微塵もなく、凛はむしろ身体に気をつけてほしいと心配ばかりが募っていた。

「お帰りなさい、拓真さん。桜は、もう寝ちゃいました」

　桜はすでに、ベッドルームで寝ている。見守りカメラを設置しているから、彼女の様子は確認できるし、声も聞こえるから安心だ。

「そうか、もう遅いもんな。凛も、疲れたら遠慮せず寝るんだぞ」

「はい。でも、どうしても待っていたかったので」

　今日の夕飯は和食で、ダイニングに並べている。帰りが遅いのは分かっていたから、少しでも身体にいい食事を用意したかった。

「俺も凛に待っててほしいけど、きみが無理するのだけはだめだよ。そうそう、あとで話があるんだ。先に風呂にさせてもらっていい？」

「はい、もちろんです。その間に、ご飯を温めておきますね」

　額にキスを落とされ、拓真はバスルームへ消えた。それにしても、話とはなんだろうか。そんなに深刻な感じではなかったから、ネガティブな内容ではないのだろうけど。

　夕飯を温め直しながら、あれこれ考えを巡らせていた──。






　お風呂を終えた拓真からは、石鹸の爽やかな香りがする。お風呂上がりの彼はいい匂いがして、色っぽさを醸し出している。

　その匂いに、凛は胸をときめかせていた。

「美味しそうだな。いただきます」

　夕飯が二十三時近くなるなら、できるだけ胃に優しいものを作ろう。彼の生活スタイルを、いろいろ知っておきたいと思っている。

　拓真の向かいに座ると、彼と目が合った。

「今日は、どうだった？　桜と、少しはここを満喫できたか？」

「はい、とても。天気がよかったんで、公園に行ってきたんです。そうしたら、年が同じくらいの赤ちゃんを連れた女性を見かけて」

「そうか。この辺りは、ファミリーが多いから」

　それでも声をかけられなかったこと、そして親しくできるお母さんを見つけたいことを話すと、拓真は大きく頷いた。

「それなら、ちょうどよかった。話っていうのはね、友人夫婦を凛に紹介したいってことなんだ」

「拓真さんの、お友達のご夫婦ですか？」

　それは、とても嬉しい。拓真とは一年以上前に知り合ったとはいえ、たった一夜だけの関係だったのだ。

　彼の交友関係は全然知らなかったから、紹介してくれると言ってもらえて気分が上がった。

「ああ。実は、このマンションの五十一階に住んでてね」

「えっ？　ここに？」

　そんな近くに、拓真の友人が住んでいることに驚く。と同時に、もし奥さんと親しくなれれば、気軽に会えるという期待が膨らんだ。

「凛は覚えているか分からないけど、オリオンの前で会ったとき、俺と一緒にいた男がいたと思うんだ」

「覚えてますよ。樹さんって、呼んでましたよね？」

　インテリ風の男性で、拓真と同じくらい華やかな人だったと記憶している。

「そう、その樹が住んでるんだ。実は、彼にも娘さんがいてね。桜と、同い年なんだよ。たしか、向こうは五月生まれだったけど」

「そうなんですね。ちょっとドキドキしますけど、桜と同い年のお子さんがいるなら、ぜひ仲良くさせていただきたいです」

　奥さんは、どんな人だろうか。樹のことは、正直あまりいい印象がない。ほんの少ししか関わっていないから誤解もあるだろうけど、一年以上前の彼は確実に凛を迷惑がっていたからだ。

　不安もあるけれど、拓真の友達なのだから上手に付き合っていきたい。

「よかった。樹に凛と桜の話をしたら、すごく驚かれてね。向こうも、ぜひ仲良くさせてほしいって」

「樹さんのほうから、言ってくださったんなら嬉しいです。それに、驚きますよね。まさか、私が拓真さんと結婚してるなんて」

「樹に、俺より先に子供作ってたのかって呆れられたけど。奥さんは地元の人でないから、知り合いが全然いないそうなんだ。凛と同い年でもあるから、友達になってもらえたらって」

「ぜひ、私でよければ、お友達になりたいです。一緒に、子供のお散歩にも行きたいですし」

　いろいろ想像したら、楽しみになってきた。少しテンションが上がった凛を見て、拓真はクスッと笑った。

「凛は、おとなしそうに見えるけど、実は積極的だよな。次の土曜日、仕事が休みなんだ。きみさえよければ、樹の部屋へ遊びに行かないか？」

「はい、行きます！」

　即答すると、さらに拓真に笑われてしまった。だけどそれだけ、気分が高揚する。新しい知り合いができるということは、本当に嬉しかったから──。






　土曜日、今日も穏やかな秋晴れになっている。樹たちに会いにいくという楽しみがあるからか、空を見るだけで気分が上がる。

　初めて訪れるということもあり、あらかじめ手土産を用意していた。拓真のアドバイスもあり、高級メーカーのゼリーを用意している。

　樹の子供は翠みどりというらしく、彼女用に桜と揃いのうさぎのぬいぐるみも買ったのだった。

「いざ顔を合わせると思うと、緊張しますね」

　今日もご機嫌な桜と違い、凛は緊張で笑顔が引きつる。

「大丈夫だよ。俺は奥さんに会ったことがあるけど、とても穏やかな優しい方なんだ。きっと、凛と気が合うと思うよ」

　苦笑され、凛はぎこちない笑顔を返す。

「それなら、安心です。楽しみなのに、ドキドキする気持ちもあって」

「仕方ないよ。俺だって、初対面の人には緊張するから」

　桜を抱っこした拓真は、今日はラフなシャツとパンツスタイルだ。ネイビーで統一していて、相変わらず知的で品がある。

　凛と桜は少し着飾って、薄いピンクのワンピースにした。

「えっと、奥様のお名前は真奈美まなみさんでしたよね？」

「そうだよ。瀬尾せお真奈美さん」

　樹は拓真と同い年で、現在三十五歳らしい。樹夫婦も凛たちと同じく、十歳差だと知って心強かった。

　拓真と樹は学生の頃からの友人だが、同じマンションに住んでいるのは偶然らしい。樹はＩＴ系の会社を興した実業家で、真奈美とは二年の交際のあと結婚をしたと教えてもらった。

「じゃあ、行こうか。エレベーターで、降りるだけだけど」

　拓真に声をかけられ、凛は荷物を持ってついていく。緊張するけれど、真奈美と会う楽しみが大きくなっていた。

「あれ？　凛、真奈美さんに渡すって言ってた紙袋は？」

「あ……。あれ、やっぱりやめました」

　鋭い拓真は、真奈美用にと用意していたベージュの紙袋がないことに気づいたらしい。気まずさを覚えながら答えると、彼は少し厳しい表情をした。

「どうして？　真奈美さんに渡すって、張り切ってたじゃないか」

　彼の言うとおり、初対面の真奈美に自作のアクセサリーをプレゼントしようと意気込んでいた。

　販売用に作ったもので、自信作のひとつだ。彼女にはネックレスと、翠とお揃いで持てるキーホルダーを用意したのだけど……。

「きっと真奈美さん、高価なアクセサリーを持ってるんだろうなって。私のもの、喜ばれないかもって思っちゃって……」

　凛自身、拓真から貰った指輪を二つ重ねづけしている。ネックレスは自分のアクセサリーだけど、質のアンバランスさを改めて感じていたのだ。

　凛はそれでよくても、真奈美はきっと違うだろう。ブランドものでもなく、高価な宝石が付いているわけでもない。

　まるで押し付けるような気がして、直前で持っていくのをやめたのだった。

「そんな言い方、凛らしくない気がするよ。俺は、きみのアクセサリーがなにより好きだ。それに、俺が凛に贈った指輪は、高価なものをあげたかったからじゃない。自分じゃ作れないし、馴染みのあるブランドだからそこで買ったんだよ」

「はい……」

　いたたまれなくて、それ以上の言葉が続かない。落ち込む凛の気持ちが伝わったのか、拓真の腕の中にいる桜の眉が下がっていた。

「今、着けてるネックレスも、綺麗だなと思う。凛に似合ってるし、きみが真奈美さんの雰囲気を想像して、アクセサリーを選んでたところ、俺はちゃんと見てたよ」

　なにも言い返すことができず、肩を落として拓真の言葉を素直に受け入れた。

「持っておいで。きっと、喜んでもらえるから」

「分かりました」

　拓真が荷物を持ってくれ、急いで部屋へ引き返す。プライベートルームに置いていた紙袋を手に取ると、小走りでエレベーターホールへ戻った。

「ごめんなさい。お待たせしました」

　軽く息を切らすと、拓真はようやく笑みを見せてくれた。

「凛は、もっと自分に自信を持つべきだ。メンズのものも作ってって、頼もうと思ってたくらいなのに」

「拓真さん……。ありがとうございます」

　初めて会ったときから……ではなく、それより前から拓真は凛が作るアクセサリーのファンでいてくれたのだ。

　彼の言葉はより心に響き、自分の商品を自分で貶してしまったことを反省する。それは謙遜でもなんでもなく、お金を出して購入してくれるお客さんに失礼なことだった。

「気を取り直して行こうか」

　今度こそエレベーターに乗り、五十一階へ向かう。フロアには二部屋あり、エレベーターを降りて右側奥が樹の部屋だった。表札はなく、部屋番号が書かれたプレートがあるだけだ。

　拓真がインターホンを押し、応答があるまでの数十秒、凛はドキドキしながら彼の隣に立っていた。

　しばらくするとドアが開けられ、樹が顔を出す。

「いらっしゃい。どうぞ」

「こ、こんにちは」

　出会ったときの印象とはだいぶ違い、樹は和やかな表情を向けてくれた。彼もラフな格好だけど、拓真と同じく洗練された雰囲気だ。

　その樹の後ろで、控えめに立っている女性が真奈美なのだろうけど、目が合った瞬間、二人同時に声を上げていた。

「あっ、公園の！」

　間違いなく、真奈美は公園を散歩していたときに遠くで見かけた女性だ。彼女が抱いている赤ちゃんが翠で、樹似のシャープな顔立ちをしていた。

「凛、もしかして公園で見かけたっていう人は……」

　拓真も樹もきょとんとしていて、凛と真奈美を見比べている。

「はい。この間、公園でお見かけした方です」

　真奈美も心当たりがあるようだから、彼女で間違いない。

「私も、凛さんらしき方をお見かけしたんですよ。でも遠くだったので、声をかけるのは遠慮したんです」

　華奢な真奈美は、声のトーンが高めで可愛らしい。リボンのついたシャツとシフォンスカートが、真奈美のイメージとぴったりだった。

「すごい偶然だな。真奈美さん、凛と桜をよろしくお願いします」

「いえ、こちらこそ。私と翠をよろしくお願いします」

　ニコリと微笑む真奈美は、同い年とは思えないほど愛くるしい感じに見える。

　室内のレイアウトは、凛たちの部屋とほぼ同じだけれど、面積が違うため部屋数に差がある。ただ相違点はそれくらいで、こちらもリビングからの眺めがいい開放的な印象だった。

　樹は真奈美から翠を取り上げ、拓真と楽しそうに話しながら廊下を歩いていく。桜と翠は互いの存在が不思議なのか、黙って見つめ合っていた。

「すみません、こちらに来ていただいて。翠が場所見知りをするので」

　真奈美に声をかけられ、凛は努めて冷静に両手を顔の前で振った。

「いえ、いえ。お招きいただいて、とても嬉しいです。お友達が欲しいなって、思ってたので」

「よかった。実は、私もなんです。凛さんが、とても優しそうな方で安心しました」

　それはこちらのセリフだと、凛は笑顔を見せた。穏やかな真奈美の雰囲気にホッとし、いつか一緒に公園に行きたいと思ってしまう。

「それにしても、拓真さんとご結婚なさるなんて凄いですね」

　囁くように言われ、凛は照れくささを感じながら真奈美を見た。

「ありがとうございます」

「拓真さんって、主人よりなんでも上なんです。女性にも人気があるのに硬派で、浮いた話が全然なかったんですから」

「そうなんですか？」

　気がつくと、廊下で立ち止まっている。それだけ、真奈美との会話に夢中になっていた。

「そうなんですよ。女性にモテることも、性格も頭脳も。なにもかも、上の方ですから」

　あまりに力説されて、嬉しいような少し戸惑うような複雑な気分になる。

「でも、樹さんも凄い方じゃないですか。拓真さんから、聞いたんです。ＩＴ系企業の実業家だって」

「もちろん、主人のことも尊敬していますよ。拓真さんと同じ大学だし……。凛さん、聞いてます？　拓真さん、大学を首席で卒業してるんですよ」

「ええっ!?」

　思わず声を上げてしまい、慌てて両手で口を塞ぐ。有名なアメリカの大学卒だと知っていたけれど、首席卒業だったとは初耳だ。

　かなり優秀な人だとは思っていたけれど、そこまで極めていたとは……。

「おい、真奈美。なにを立ち話してるんだ？」

「もう、俺たちには内緒の話？」

　凛の声に、拓真と樹が気がついて声をかける。真奈美はさらっと樹に応えたあと、凛に耳打ちした。

「ね？　こういうときにも、二人の差は出るんですよ。主人はぶっきらぼうだけど、拓真さんは優しく問いかけるように話すんですよね」

　彼女は悪戯っ子のような笑みを見せたあと、小走りでリビングへ向かった。拓真の新たな一面を知り、改めて彼のこれまでの経験にため息が出る。






「よかったら、桜ちゃんをこちらに」

　真奈美が案内してくれた場所は、リビングの一角にあるプレイマットだった。薄いピンクや緑色のカラフルなもので、周りにはぬいぐるみや音の鳴るおもちゃが置かれている。

「可愛い！　使わせてもらって、いいんですか？」

「ぜひ。翠と一緒に、遊んでください」

　真奈美がニコリとして言うと、拓真は彼女に笑みを向けた。

「真奈美さん、ありがとう。桜、使わせてもらおうか？」

　桜は初めて見るプレイマットに興奮気味で、両手を上げて喜んでいる。あんなに桜が喜ぶなら、我が家もプレイマットを買おうかと思うほどだ。

　拓真と樹が子供たちを遊ばせている間、紙袋を真奈美に差し出す。手土産は、すでに拓真が樹に渡していたけれど、これは渡しそびれていた。

「これ、喜んでいただけたら嬉しいんですが……」

「なんですか？」

「実は、私が作ったアクセサリーなんです」

　拓真が、あらかじめ凛の仕事のことは話してくれていて、樹も真奈美も知っている。だから、詳しく説明しなくても理解してくれるだろうと思っていた。

　彼女に促され、黒色の革のソファに腰を下ろす。

「嬉しい。凛さん、ハンドメイドのアクセサリーを作ってるんですよね。本当に、いただいていいんですか？」

「はい、ぜひ」

　笑顔で答えたものの、内心は不安でいっぱいだ。好みも分からないうちから、贈るべきではなかったかもしれない。

　今さら心の中で弱音を吐いていると、中身を見た真奈美が目を輝かせた。

「素敵！　このビーズでできたうさぎも、手作りなんですか？」

　思いのほか喜んでもらえたようで、ホッと胸を撫で下ろす。彼女は、興味津々の顔で身を乗り出した。

「そうなんです。細かいものは、ルーペを使ったり。ピンセットも何種類か持っていて……」

「凄い。凛さんが着けてるネックレスも、ご自身が作ったものですよね？　とてもセンスのいいネックレスを着けられてるなって、思ってたんです」

　興奮気味の真奈美が気になったのか、樹は彼女の後ろへ来て覗き込んだ。

「へぇ。凛さん、とっても器用なんだな。拓真もかなり器用だとは思ってたけど、凛さんのほうが上だな」

「そ、そうですか？　ありがとうございます」

　まさか、樹から褒められるとは思ってもみなくて、戸惑いつつも素直に受け止めた。真奈美は、さっそくネックレスを着けてくれている。

　彼女に贈ったのは、薄いピンク色のパワーストーンが付いたシンプルなものだ。石を二つつけて、さくらんぼのイメージにしている。

「似合いますか？　ゴールドなので、首元が華やぎますよね？」

　彼女は近くのチェストに置いてあった鏡を取り、左右いろいろな角度から眺めている。

「とても、よくお似合いです。イメージにぴったりで、安心しました」

　本当によく似合っているのは、真奈美が上品な女性だからだろう。高級なジュエリーも当然似合うけれど、手作りのアクセサリーも彼女はすんなり、自分のものにしてしまう。

「ほら、翠。見て、見て。ママと、お揃いだよ」

　真奈美はキーホルダーを翠に見せながら、満面の笑みを浮かべている。一緒になって喜んでいる桜が手を伸ばしかけ、拓真が優しくそれを制した。

（あんなに、喜んでくれるとは思わなかった……）

　じわじわと嬉しさが込み上げ、自然と口角が上がる。真奈美を見つめていると拓真と視線が合い、彼に穏やかに微笑まれた。

　それはまるで「言ったとおりだろう？」と言われているようで、少し照れくさかった──。






「凛さん、また遊びに来てくださいね」

　夕方になり、樹と真奈美の部屋をあとにすることになった。しっかり遊んだ桜と翠は、それぞれ拓真と樹の腕の中で眠っている。

「はい。今度は、一緒に公園へ行きましょう」

　真奈美ともすっかり打ち解けられ、心が弾む。樹も真奈美も、拓真との経緯を知っているのに、それを口に出さないでいてくれる配慮が有難かった。

「じゃあね、凛さん。また、真奈美の相手をしてやってください」

「ぜひ、私でよければ」

　樹も思ったよりずっと気さくで、桜が拓真似であることに、ひたすら感心していた。

「じゃあ、樹。また」

　拓真が挨拶をするとエレベーターがやってきて、凛たちは乗り込み二人に手を振った。同じマンションというのも幸運だ。これからは真奈美と、気軽に会うことができる。

「凛、真奈美さんと会話が弾んでたじゃないか」

「はい。とても、話しやすい方だったので。それに、アクセサリーも喜んでくれて、本当に嬉しかったです」

　すぐに最上階に着き、部屋へ入ると拓真は桜をベッドに寝かせる。中途半端な時間のお昼寝になったけれど、しばらく拓真との時間に浸りたいから寝かせておこう。

　彼もそう思ってくれているのか、並んでソファに座った。リビングからは、傾きかけた夕陽が見える。

「よかった。凛が一人で寂しくなければいいなと思ってたから。真奈美さんとなら、きっと仲良くなれるよ」

「ありがとうございます、拓真さん。そうやっていつも、私のことに気を回してくれるんですね」

「あたり前だよ。凛は、誰より大切な人なんだから」






「拓真さんって、桜とブランクがあるように見えませんよね。そこが、本当に感心で。やっぱり、なんでもできるんだなって思いました」

　夕食もお風呂も済ませ、ベッドルームで拓真との時間を堪能する。彼は時間があるときは、率先して桜の世話をしてくれ、今日も拓真としっかり触れ合った桜は、満足そうに眠りについている。

「やっぱりって、どういう意味？」

　二人でベッドの上に座り、拓真に見つめられる。彼の綺麗な瞳に、いつもドキッとしてしまうのだ。

「真奈美さんから、聞いたんです。拓真さんって、大学を首席で卒業したって。びっくりしちゃいましたよ」

「ああ、だから大きな声を上げてたのか。そんな話も、彼女としてたんだな」

　苦笑する拓真からは、それを自慢する気配はない。彼にとっては、いちいち話すようなことではないのだろう。

「なんでも、器用にこなせるんだなって。つくづく、拓真さんって雲の上の人みたい……」

　ふふっと笑う凛に対して、拓真は少しも笑わない。どこか寂しそうな様子で、凛の頬を軽くつまんだ。

「雲の上じゃないよ。一緒だ。凛はそう言うと思ったから、あまり話したくなかったんだよ」

「拓真さん……。ごめんなさい……」

　うっかり口から出た言葉が、拓真を傷つけたらしい。それくらい、彼を尊敬すると伝えたかったのだけど、それはまったく褒め言葉になっていなかった。

　すっかり肩を落とし、目を伏せがちにしていると、半ば強引に顎を引き上げられた。

「真奈美さんも喜んでくれたし、樹だって感心していただろう？　きみの才能は、俺にも眩しく映るほどだ」

「はい……」

　拓真と比べると、自分がどこまでも未熟に感じてしまう。もう泣きそうだ……と思っていると、拓真に優しくキスを落とされた。

「今度、メンズものも作ってみて。俺、第一号で買わせてもらうから」

「はい、必ず……」

　ようやく笑みを見せると、彼に抱き寄せられた。忙しい拓真は休日の明日も仕事だ。

　二人きりでいるときは、険悪な空気を作りたくない。彼には、とことん癒されてほしいのに……。

「凛に距離を置かれたら、寂しいじゃないか。もう、雲の上とか言わないと約束して」

「はい。絶対に、言いません」

　ゆっくり身体を倒され、拓真に抱きしめられる。彼の温もりを感じながら、そのまま眠りについたのだった──。






「じゃあ、行ってくるよ」

「はい、行ってらっしゃい」

　今朝も拓真は、桜の視線を気にすることなく、あたり前のようにキスを残して出勤をした。

「よし、桜。今日は、買い物に行こうね」

　きょとんと見つめる桜に笑顔を向け、いつも以上に家事を早めに済ませる。今日は穏やかな天気だから、アクセサリーの材料を買いに行こうと思っているのだ。

　月曜日、桜とのお散歩にちょうどいい。拓真にメンズものを作ってほしいと言われ、イメージが湧いてきたのだ。

　アクセサリーの材料は、ネットで取り寄せるものもあれば、直接店に行き買い付けるものもある。

　今日行こうと思っている場所は、専門学生の頃から通っている店だ。アクセサリーのパーツの種類が豊富で、海外ものもある。

　オーナーにはすっかりお世話になっているけれど、三年前からは息子も店を手伝っていて、彼とも親しくさせてもらっていた。

　家事を終え、桜の荷物を持ってマンションを出る。爽やかな秋風を感じながら、ベビーカーを押して店へ向かった。

「前とは違って、お店が近くなったのは嬉しいね」

　ベビーカーで目をきょろきょろさせている桜に話しかけると、彼女は気持ちよさそうに風が吹くたびに目を細めている。

　以前のアパートからは距離があったため、電車に乗って行っていたのだ。でも、今のマンションからは、徒歩圏内になった。

　オフィスや店が多いため、活気があって心も前向きになってくる。ただ車も多いから、桜の散歩には気を遣わなければいけない。

（買い溜めしとこうかな……）

　そんなことを考えながら歩いていると、いつの間にか店に着いていた。

　シンプルな白い建物の路面店で、ガラス張りの窓からは、中がしっかり見えている。

「おはようございます、秋山さん」

「おお、おはよう凛ちゃん。桜ちゃんも、久しぶり」

　最初に出てきたのはオーナーで、五十代半ばの気さくな男性だ。そのあと奥から、彼の息子である俊太しゅんたが顔を出した。

　彼は凛と同じ二十五歳で、背が高くスラっとした体型だ。肩まである長髪で、普段は後ろでひとつに束ねている。

　サイドに後れ毛があり、顎髭もたくわえたストリートファッションが似合う男性だ。

　初対面だと一瞬怯む風貌だけど、俊太はとても気さくで人情がある親しみやすい人だ。

「凛、久しぶりじゃん。桜ちゃん、待ってたよ」

「ごめんね。なかなか、来れなくて」

　凛が敬語を使わず話せる相手でもあり、ほとんど友人のような関係だった。

「セレブな奥様に、なってるんだろう？　羨ましいな」

「やめてよ、その言い方。私は私で、変わらないから」

　苦笑しながら口にした言葉に、それは俊太でなく自分に言い聞かせるものだと分かった。拓真だってそうで、社会的立場がどうであれ、大学時代がどうであれ、彼は彼なのだ。

　これからは、拓真に対して必要以上の謙遜はやめようと思った。

「で、今日はなにを探しに来た？」

　ベビーカーの桜を、オーナーの秋山があやしてくれている。彼も桜の扱いが上手い。

「いつもみたいに、レディースもので使えるものを。それでこれからはメンズものも作りたいのよ」

「メンズかぁ。チェーンの太さとか、プレートの模様とか。いろいろあるけどな」

　俊太も一緒に探してくれ、店内の商品をひとつずつ見て回る。特別大きな店舗ではないけれど、歩きやすい通路と整頓された商品棚が凛の好みだった。

「いっぱい買うんだな。有難いけど、重いよ」

　ようやく選び終えてレジを済ませると、俊太にしみじみ言われた。

「大丈夫よ。オフィス街のほうを回ったら、帰ろうと思ってるから」

　丁寧に袋詰めされた紙袋を渡される。今日は新しい道具も買ったから、彼の言うとおり荷物が重たくなっていた。

「それなら、俺が持っていこうか？　一緒に行ってやるよ」

「えっ!?　悪いよ、そんな。仕事中でしょ？」

　せっかくだから、拓真が働いている街を見てみようと思っている。これまでも、ほとんど縁のなかったビジネス街を覗いてみたいのだ。

「いいよ、オフィス街まで付き合うし。俺も、立ち寄りたい店があるから、凛たちを送ったらそっちへ行くよ」

「そう……？」

　秋山にも勧められ俊太の好意に甘えることにした。

「桜ちゃんって、どんどん美人になっていくよな。旦那さん、相当なイケメンだろ？」

「イケメンと言えば、そうかもしれないけど……」

　ベビーカーを押しながら、俊太と街のほうへ歩いていく。彼が荷物を持ってくれ、桜に笑顔を向けていた。

「なんだよ、謙遜？　余裕だなぁ」

　ケラケラと笑う俊太は、同世代らしいノリの良さがあり、凛は嫌いではない。専門学校時代を思い出し、懐かしい感覚だった。

「そうじゃないけど、言葉がしっくりこないというか」

　拓真の場合、大人の落ち着いた雰囲気があるからか、イケメンという言葉が軽く聞こえてしまう。

　どう表現したらいいだろうかと考えていると、桜の興奮した声が聞こえてきた。

「ん？　どうしたの？」

　彼女が指差している方向を見ると、ラッピングされたバスが走っていた。つい最近メディアでも話題になっていたお菓子のものだ。

「ハハ。あれだけ派手だと、気になるよな。見せてあげようか？」

　背が高い俊太が抱っこをするほうが、桜にはよく見える。彼に慣れている桜は、まったく躊躇せず抱かれてバスを眺めていた。

「ねえ、俊太。荷物持とうか？　重たくない？」

「大丈夫、大丈夫。こう見えて、細マッチョだから」

　白い歯を見せた俊太は、桜に話しかけながら一緒にバスを見ている。ちょうど渋滞にはまっていて、ゆっくり見ることができた。

（俊太も、きっといいパパになるんだろうな……）

　ゆったりと流れる時間を感じていたとき、ふと近くから男性の声が聞こえた。

「一条ＣＥＯ、どうかしましたか？」

　声がしたほうに顔を向けると、拓真の姿が見えた。今からどこかへ行くのだろうか、秘書らしき男性と一緒だ。

　路肩には車が停まっていて、運転手が声をかけたところだった。

「あっ……」

　目が合い、一瞬にして心が跳ねる。小さく手を振ろうとしたけれど、拓真は何事もなかったかのように視線をそらした。

「いや、なんでもないよ。急ごう」

　そう言って車に乗ると、すぐに走り去ってしまった。

（拓真さん。気づかなかったのかな……？）

　いや、視線はばっちり合っていた。仕事中だったから、声をかけることができなかったのかもしれない。

「なあ、凛。まさか、今の人が旦那さん？」

　俊太もしっかり見ていたようで、桜をベビーカーに戻すと、目を丸くした。

「うん。ここ、ＢＩＴホールディングスだったんだね」

　見上げると、大きな看板が見える。自社ビルで、他の会社は入っていないようだ。一階には、グループの銀行がある。

「そうだよ。ここから先は金融街って呼ばれてて、銀行や証券会社が多いけど」

「そっか。言われてみれば、父もこの辺りに勤めてるっけ」

　人も車もさらに増えてきて、ベビーカーには不向きな場所だ。拓真を見かけたことだし、この辺で引き返そうか。

「凄いな。凛の旦那さん、俺とは人種が違うって感じだ」

「そんなことないよ。彼、そういう言い方嫌うから」

「だけど、男の俺から見てもイケメン過ぎるし、絵に描いたようなエリートって雰囲気だったよ」

　ため息混じりの俊太に苦笑し、凛たちは元来た道を引き返す。俊太はマンションまで送ってくれた。

　拓真に会えたことは嬉しかったけれど、どうしても彼の態度が引っかかる。仕事中で気が立っていたのかもしれないけれど、拓真の性格なら笑顔くらいは見せてくれると思ったからだ。

（私に、会いたくなかったのかな……）

　あれこれ考えを巡らせてみても、答えは出なかった……。






「拓真さん、お帰りなさい」

　拓真は、二十三時近くになって帰宅した。朝早くから夜遅くまで、本当に大変だと思う。

　それなのに、拓真は凛の前で一度も疲れを見せたことがなかった。笑顔を向けてくれ、キスを落としてくれる……。

　そんな毎日だけど、今夜の彼は違っていた。

「ただいま。無理に起きてなくていいって、言ってるのに」

　苦笑をして、すぐ着替えに向かう。桜はすでに寝ていて、拓真は彼女の寝顔を見つめたあと、着替えを始めた。

　話しかけたいけれど、桜を起こしてもいけない。彼がリビングに来るのを待っていようと、凛は先に戻った。

（やっぱり、なんか変……）

　目が笑ってないし、どことなく素っ気ない。今夜は食事を済ませて帰ると聞いていたから、お茶だけを用意しておこう。

　テーブルにカップを置いたとき、拓真がやってきた。溜め意をつき、ソファに座っている。

「あの、今夜もお疲れ様でした。お風呂、沸かし直してますから」

　隣に座っていいのかもためらわれるほど、今夜の拓真は近寄り難い。それでも隣に座ると、彼に目を向けられた。

「ありがとう。でも、自分でできるから、本当に無理しなくていいよ」

「いえ、無理してるわけじゃないんで。さっきまで、アクセサリーを作ってたんです。だから、拓真さんと話して気分転換してから寝ようかなって」

　せめて、少しでも拓真と話がしたい。その気持ちも、大きかった。

「気分転換……か。朝、十分できたんじゃないか？」

「え……？」

　なんのことを言われているのか、すぐに理解ができない。戸惑っていると、拓真に抱き寄せられた。

「一緒にいた若い男性、あの人は誰？　桜も懐いてたし、きみも楽しそうに話してたじゃないか」

「あ……。俊太のことですか……」

　彼の低く太い声色から、あのときの態度の意味がやっと分かった。拓真は、間違いなく怒っている。

「俊太……さんね。呼び捨てにするほど、親しい異性の知り合いがいるなんて、全然知らなかったよ」

「あ、あの。彼は、私がアクセサリーの材料を買うお店のオーナーの息子さんで、その縁もあって親しくしてるだけなんです。年齢も一緒だから、友達のような感じで」

　しどろもどろになりながら、俊太のことを説明する。その間、拓真は口を挟むことなく静かに聞いてくれていた。

「なるほどね。荷物が多いから、送ってもらったってことか」

「はい。あのとき、ラッピングされたバスを、桜が見たがったので……」

　いきさつを説明すると、理解してもらえたようで彼が立ち上がった。

「分かったよ。どういう関係なのかなって、気になっただけだから。俺は、風呂に入ってもう少し仕事をするから。凛は先に寝てて。おやすみ」

「え？　は、はい。おやすみなさい」

　分かってくれたみたいだけど、納得してくれているのだろうか。さっさとバスルームへ向かった拓真を、呼び止める勇気はなく、彼に言われたとおりベッドへ行った。

（なんか、気まずいな……）

　気になっているからか、眠りが浅い。やっと彼が隣に来たとき、凛は眠りにつけたのだった。






「はぁ……。ねえ、桜。これって、避けられてるのかな？」

　公園に向かいながら、深いため息が出てしまう。今朝起きたとき、拓真の姿はなかった。

　代わりに、ダイニングにメモが残されていて、達筆で仕事のために早く出ると書かれてあった。

　あの夜はメモが落ちてすれ違ったから、今回は落ちないようにペン立てが置かれていた。偶然か、それとも意図的に早く出勤したのか。

　気まずいままだから、ついネガティブな考えが浮かんでしまう。凛の言葉を理解できるはずのない桜は、ベビーカーの中で機嫌よく外の風景を眺めていた。

　今日も天気がいいから、朝の内に散歩をしようと近所の公園に来たのだ。もう何人か、小さな子供たちが遊んでいて、すぐ側にはお母さんたちの輪ができている。

　真奈美を誘えばよかったと、思いながら園内を歩いていると、少し先のベンチに真奈美が座っているのが見えた。

　彼女の目の前には、ベビーカーが置かれ、吊るされたうさぎのキーホルダーに翠が手をかけている。それは、先日凛がプレゼントしたもので、さっそく使ってくれていることが分かり嬉しくなった。

「真奈美さん、おはようございます」

　真奈美はボーっとしていたようで、凛が声をかけると我に返ったように慌てて顔を向けた。

「あっ、おはようございます、凛さん。お散歩ですか？」

「はい、お天気がいいので。真奈美さんは？」

　散歩だろうと見れば分かるけれど、なんだか物思いにふけっていたようで、声をかけてよかったのかと心配になった。

「私も、散歩です。というか、ちょっと悩みがあって」

「悩み……ですか？」

　それは聞いていいものだろうか、さらっと流して立ち去るべきだろうかと、悩んでいると真奈美がすがるような目で見てきた。

　同性でもドキッとするような、可愛らしい表情だ。

「凛さん、迷惑でなければ聞いてくれます？」

「は、はい。もちろんです」

　むしろ、凛のほうが迷惑がられていないだろうかと思っていただけに、真奈美から誘われホッとしながら隣に座った。

　桜と翠は二度目の対面で、見つめ合いながらもなにか互いに声をかけ合っている。

「凛さん、二人目って考えてます？」

「ええっ!?　二人目ですか？」

　大袈裟に驚く自分が恥ずかしい。少なくとも自分の今の状態ではまったく考えられない。

　二人目どころか、険悪で気まずい雰囲気なのに……。

「主人、二人目が欲しいって言うんです。でも、まだ出産して五カ月しか経ってないし、育児も大変じゃないですか」

　樹も仕事が忙しいらしく、日々のほとんどを〝ワンオペ育児〟で過ごしているという真奈美は、二人目に及び腰のようだった。

「気持ちは嬉しいんですけどね、張り合ってるんですよ。拓真さんに」

「拓真さんに？」

「凛さんたちって、ドラマチックな経緯でご結婚されてるじゃないですか」

「そうですかね……」

　ここは、苦笑せざるを得ない。結果としてはそう見えるかもしれないけれど、人によってはまるで理解できない、そんないきさつだと思うからだ。

「だから少なくとも、二人目は拓真さんたちよりも早く欲しいんだと思います」

「そういうことですか……。他人が口を出せることじゃないですけど、真奈美さんが嫌なら、きちんと伝えたほうがいいとは思いますよ」

「夜のほうってどうしてます？」

「ど、どうって、なにがですか？」

　予想外の突っ込んだ質問に、たじろいでしまう。だけど、真奈美の目は真剣そのものだった。

「つまり、避妊されてるかなって」

「それは……。ケースバイケースかもしれません……」

　顔から火が出そうなほどに気恥ずかしい内容なのに、真奈美はどうしてこうも普通に話せるのだろう。

　返事を聞いた彼女は、パッと表情を輝かせた。

「よかった！　拓真さんでも、そうなんですね。そのことについても、ちょっと悩んでたんですよ。盛り上がっちゃったら、どうしようもないときがありますもんね」

　すっきりした表情の真奈美を見ながら、きっと樹は避妊をしてくれないのだろうと思った。それを聞くには恥ずかし過ぎて、心の中にしまったけれど……。

「真奈美さん、キーホルダーを使ってくださってるんですね。あっ、ネックレスも……」

　見ると、彼女の胸元にはプレゼントしたネックレスが着けられている。

「はい！　とっても素敵だったんで、頻繁に着けさせてもらってるんです。主人も、凛さんは凄いって、何度も言ってますよ」

「嬉しい……。ありがとうございます」

　樹が、そう言ってくれているのは意外だけれど、認められるのは自信につながるから、嬉しい。

「凛さんは、こんな才能があって羨ましいです。私は専業主婦で、毎日家と翠のことだけ。もっと、一人の人間として成長したくて、子育てが落ち着いたら仕事を探そうと思ってるんですよ」

「凄い……。そう思う真奈美さんを、本当に尊敬します」

　羨ましいと言われるのはおこがましいけれど、彼女の気持ちは理解できる。恵まれた環境で、悠々自適な奥様をやることが悪いことだと思わない。

　そういう状況を、素直に受け入れることだって大切だ。だけど、それで満足できない真奈美の気持ちは、痛いほど分かった。

「だから、二人目って言われてもな……って。凛さんは、拓真さんと何人お子さんが欲しいとか、話されます？」

「いえ、まだそこまでは……」

　桜と三人の生活をスタートさせたばかりで、目の前のことに精一杯な面もある。でも真奈美のほうは、夫婦でもっと先を見据えているようだ。

（私には、そっちのほうが羨ましいかも……）

　見た目と違い、真奈美はとてもタフそうだから、きっといずれ仕事もしてパワフルなお母さんになっているだろう。

　そのとき、自分はどうしているだろうか。それを想像したら、凛はなんだか未来にモヤがかかっているように感じられた──。






「ここに、あるのよね……」

　二十二時半、すでに桜は寝ていて、まだ拓真は帰ってこない。昼間の真奈美との会話が忘れられず、ベッドルームのチェストの引き出しを開けていた。

　どう見ても、自分の行動が怪しいけれど、凛はこれを使うか使わないか、曖昧なままきていたことに気づいたのだ。

　凛としては、いずれ二人目が欲しいと思っていて、避妊具について神経質に考えていない。

　だけど、桜の出産の経緯を考えると、あまりに無頓着すぎるのもいかがなものかと考えてしまう。ただ、今は正式な夫婦になっているのだから、自分たちの思いを大切にすればいいのではないかとも考えていた。

〝二人目〟という言葉に心が揺らぐ。

「だけど今は、それどころじゃないしなぁ……」

「なにが、それどころじゃないんだ？」

　ふと背後から拓真の声が聞こえ、身体が飛び跳ねるほどに驚く。おそるおそる振り向くと、怖い顔をした拓真が立っていた。

「あ、お帰りなさい」

　ドアが開いた音にすら気づかないほど、考え込んでいたらしい。ぎこちない笑顔を向けたけれど、彼はニコリともしない。

「それ、どうするつもりなんだ？　電気もつけないで、なんでここに？」

　ベッドサイドにあるライトだけしかつけなかったのは、桜を起こさないためだ。だけど、こんな暗がりで避妊具を手にしている自分が、どれほど怪しく映るだろうかと思った。

「いえ、別に……」

　急いで収めると、控えめに拓真を見つめる。彼はなにか言いたいようだけれど、桜に気づいて手招きをした。

「向こうで話そう。桜が起きる」

「はい……」

　重苦しい空気のまま、拓真についていくようにリビングへ行った。彼は疲れて帰ってきているのだから、気持ちよく出迎えてあげたいのに……。

「それどころじゃないって、どういう意味？　それに、きみがあれを持っていた意味も、よく理解できないんだけど」

　ソファに座ると、拓真をそっと見た。さすが、大企業のＣＥＯだけあり、追及するときの威圧感は半端なものではない。

　すっかり怖気づいた凛は、涙目になりそうになるのを必死に堪えた。

「今日、公園で真奈美さんに会ったんです。そのとき、悩みを話してくださって……」

　彼女との会話の内容を話すと、拓真の硬い表情が少しずつ和らいでいった。

「なるほどね。樹のプライベートの問題に、口を出す権利はないけど……」

　きっと、意外な部分もあったのだろう。拓真はどこか、含んだような表情をしている。

「それで、二人目は考えてるのかって聞かれて……。でも、昨日から気まずい雰囲気だし、とてもそんなことを考えてる場合じゃないなって……。避妊のことについても聞かれたんで、ついあれを……」

　だからって、わざわざ取り出さなくてもよかったかもしれない。思い返すと恥ずかしくて、ますます気が重くなっていった。

「気まずい……。そうだよな」

「ごめんなさい。本当に……」

　やることなすことが、空回りしている感じがする。気分が塞いでいるからか、アクセサリー作りもはかどらないし最悪だ。

　彼を怒らせていることは間違いないのだから、きちんと話をして謝りたい。

「私、鈍いから分かってないんだと思います。なぜ拓真さんを怒らせたのか、教えてもらえませんか？　謝りたくて……」

　声が弱々しくなり、自分が情けなくなる。すると、拓真はゆっくり首を横に振った。

「違う。凛が悪いんじゃない。謝らないといけないのは、俺のほうだよ。ごめん、きみを苦しませていた」

「どうして、拓真さんが？」

　首を傾げると、彼はとても申し訳なさそうにしている。そして、頭を下げてきた。

「本当に、ごめん。俺のつまらない嫉妬なんだ。昨日、俊太さんと一緒にいる凛が、あまりに楽しそうだったのと、きみたちが初々しい夫婦のように見えたから」

「え？　私と、俊太が……ですか？」

　呆然としていると、顔を上げた拓真が窺うように凛を見た。

「嫉妬に狂うって言葉の意味が、あのときよく分かった。本当にお似合いで、どこから見ても若い夫婦だったんだよ」

「そうだったんですか……。だから、無視するように車に乗ったんですね？」

「そう。本当に、子供染みた態度で悪かった」

　そういう理由だったのかと、正直安心した。まさか、拓真がヤキモチを妬いているとは思ってなかったのだ。

「怒らせちゃったんだと思ってて……。あっ、でも同じことですかね？」

　苦笑いをすると、拓真はうなだれるように言った。

「違う。俺の未熟な嫉妬だ。怒るなら、凛にじゃなくて自分自身に……だよ」

　彼が、こんな顔を見せてくれるとは、想像もしていなかった。それはとても嬉しくて、いつも完璧な拓真なのに、人間らしい一面が見えて愛おしく思える。

「もう、気にしないでください。ヤキモチ妬いてもらえただけで、私はとっても嬉しいですから。それに拓真さん、私はモテるタイプじゃないですから安心してください」

　笑顔を向けると、ようやく彼も表情を柔らかくした。やっぱり拓真とは、和やかな雰囲気の中で話せるほうがいい。

「凛の言うモテるっていうのは、きっと五人男性がいれば五人とも、きみを好きになる……ってイメージだろう？」

「たしかに、そういう感じかもしれませんね」

「でも俺にとっては、一人でも凛を好きになる男性がいれば大問題なんだ」

　きっぱりと言われ、思わずふふっと笑ってしまった。拓真に、こんな可愛らしい顔があるとは知らなかったから。

「誤解ないように言っておきますけど、俊太とはそういう関係じゃないので。彼はノリがいいから接しやすいですけど、恋愛関係とは全然違いますよ」

「でも、向こうがどうかは分からないじゃないか」

「ああ見えて、彼は一途なんですよ。中学時代から、付き合っている彼女さんがいるんです」

　俊太のプライベートを伝えると、拓真は手を口に当てて視線を泳がせている。そして、ため息交じりに言った。

「なんか、本当に自分が情けない……。風呂に入って、気持ちを切り替えてくるよ。凛は、おやすみ。早く、寝ないとな」

　立ち上がった拓真を呼び止めるように、凛もさっと立ち上がった。

「ベッドで待ってて、いいですか……？」

　ほんの少しでいいから、拓真の温もりを感じながら眠りたかった。すると、彼は優しい笑みを見せてくれた。

「いいよ。じゃあ、なるべく早く上がるから」

　拓真はバスルームへ向かい、凛はベッドルームに入った。

　ナイトライトだけ灯ったベッドルームは、ブラインドを開けるとネオンの夜景が広がりロマンチックな気分にさせてくれる。

　ベッドからも見えるその夜景に、気分も自然と高揚していた。






「凛、さっきの話だけど」

　拓真の入浴も終わり、就寝までの束の間の時間を楽しむ。ベッドの上で上体だけ起こし、彼と会話をしていた。

「俊太のことですか？」

「いや、真奈美さんのこと。俺は、凛に産んでもらう立場だから、きみの気持ちを尊重したいと思ってる」

「ありがとうございます。そういうところ、拓真さんらしいですね」

　真奈美が聞いたら、きっと感心するだろう。それとも、「やっぱり」と納得するだろうか。

「だけど、一応俺の希望も言わせてもらえるなら……」

「なら……？」

　拓真が一呼吸置くから、妙に緊張してしまう。彼はいったい、なんて言うのだろう。

「三人くらい、欲しいかな」

　照れ笑いする拓真に凛の心は高鳴り、彼の胸に顔を埋めた。

「そう言ってくれて、嬉しいです。私、拓真さんに求められたいんだと思います……」

　大胆なことを言っただろうかと思うけれど、拓真の温もりはなにより安心する。彼がストレートに愛情をぶつけてくるからか、どんどん欲張りになっているみたいだ。

「そんな風に言われたら、早く寝かせてあげたかったのに、きみを引き留めてしまうよ」

　頬にキスをされ、どんどん欲深な顔が出てくる。拓真の身体を抱きしめて、緊張しながら素直な想いを口にした。

「拓真さんさえよければ……」

　かなり勇気が必要な言葉だったけれど、その瞬間強く彼に唇を塞がれた。その場にゆっくり倒され、身体に触れられる。

　唇が濡れるほどのキスをしたあと、拓真が少し離れた。

「避妊も、曖昧だったな。無責任で、ごめん」

「あの、それなんですけど……。もう夫婦ですし、自然に任せてみませんか？」

「自然に？　きみが、そう望むなら。そうしよう……」

　再びキスで唇を塞がれ、彼の手が素肌に伸びていく。熱く蕩けるような時間を迎え、凛はひたすら夢中で拓真に応えていた──。






　拓真とベッドでまどろんで数十分、ようやく呼吸が落ち着き、身体の火照りも静まった。早く寝なければと思うのに、拓真の顔を見ていたら、眠ることが勿体ないと感じてしまう。

「なんか、凛に見られてるから、緊張してくるな」

　クスッと笑う拓真に、凛は照れくささを覚えた。

「ごめんなさい。なんか、ずっと見ておきたいというか。拓真さんって、本当に綺麗な顔立ちなんですよね。俊太も……」

　と言いかけて、我に返って口を噤んだ。拓真はきっと、話題にもしてほしくないだろうと思ったからだ。

　だけど彼は、額にキスを落としてから穏やかに言った。

「俊太さんが、なんだって？」

「同性から見ても、イケメン過ぎるって言ってました」

　おずおず伝えると、拓真は目を細めた。

「そうか。それは光栄だな。そうそう、凛にパーティーの話をしようと思ってたんだ。でももう遅いから、明日にするよ」

「パーティーですか？　分かりました。じゃあ明日、楽しみにしておきます。おやすみなさい」

「おやすみ」

　凛より先に拓真は寝息を立てていて、きっととても疲れていたのだろうと思う。それでも凛を受け止めてくれ、全力で愛情を注いでくれる彼には愛情しかない。

（パーティーかぁ。どんなものなんだろ）

　本当は早く知りたかったけれど、明日のお楽しみにしよう。拓真に寄り添って、凛も目を閉じた──。

















第四章　拓真の大きな愛情












「おはよう、凛さん。今から出かけるの？」

「あ、おはようございます」

　玄関のロビーでベビーカーを広げていると、樹に声をかけられ驚いた。もう十時だけれど、彼は今から出勤なのだろうか。

　スーツ姿で、鞄を持っている。慣れたようにベビーカーの準備を手伝ってくれ、凛は恐縮しながら彼を見た。

「なんで、こんな時間にいるんだって思っただろ？」

「い、いえ。そんなことは……」

　考えていることが表に出たのだろうか、凛はバツ悪く感じながら中途半端に否定した。

「気にしなくていいよ。うちは、フレックスだから、経営者の俺も該当するんだ」

「そうでしたか。出勤中なのに、手伝っていただいて、ありがとうございました」

　実は親切な人なのだと、樹のイメージは変わったが、凛にとってはまだ距離感があった。

「いや、いや。この間は、真奈美の話し相手になってくれてありがとう。あいつ、楽しかったって言ってたよ」

「よかった。私のほうこそ、楽しかったですよ」

　ベビーカーを押しながら玄関を出ると、樹が歩調を合わせてくる。方向が一緒なのだろうけど、さっさと別れるだろうと思っていただけに心の中で驚いてしまった。

「桜ちゃんって、本当に拓真にそっくりだな。俺さ、拓真から凛さんと桜ちゃんの話を聞いたとき、騙されてるんじゃないかと思ってたんだ」

「そう思われても、仕方ないですよね」

　小さく微笑みながら、周りの人はそう感じても当然だと思っていた。

「拓真は、あのとおり完璧な男だから、女性にモテるんだよ。凛さんに初めて会った夜も、放っておけばいいのにと思って」

「あ、だから……。樹さん、なんだか迷惑そうでしたよね？」

　ようやく、あの日の樹の態度の意味が分かり、納得して頷く。すると、樹が苦笑した。

「申し訳なかったね。でも、親切にして変な誤解されたらどうするんだとか、そういうことを考えたんだよ。拓真の態度に勘違いしてしまう子、多かったから。でも凛さんの場合は、分かってて深入りしたんだな」

「拓真さんと樹さん、本当に仲がいいんですね。そういう友情、憧れます」

　勘違いする女の子が多いというのも、とてもよく分かる。拓真は優しいし、あの見た目で社会的地位もある。

　キラキラ輝いて見えて当然だけれど、凛は拓真の目に見えるところに惹かれたのではない。彼の大きな愛情に、捕まえられたのだ。

「拓真と俺とは腐れ縁みたいになってるけどね。そうだ、凛さんもパーティー、行く？」

「パーティーですか？　昨日、拓真さんからチラッと言われたんですけど、まだ詳しいことを聞いてなくて」

〝凛さんも〟ということは、樹たちも出席するのだろう。

「そうなのか。じゃあ、俺から話しちゃだめだな。たぶん拓真、凛さんを誘おうか迷ってるんだと思うよ。じゃあね、また」

　樹は愛想よく笑うと、駅のほうへ足早に向かった。彼と普通に会話できたことに驚きつつ、パーティーの話を濁されたことが気になってしまった。

（迷ってたって……。私を、連れていきたくないのかな？）

　拓真に限って、そんな風に考えるとも思えないけれど。昨夜は、中途半端に話してくれただけだったし、なにか意味があるのだろう。

「なんだろうね、桜」

　声をかけると、彼女はちらっと目を向けただけで、すぐに景色に視線を戻した。穏やかな陽の光を浴びながら、あてもなくぶらぶらする。

　途中、公園を覗いたけれど真奈美はいなかったし、いつもどおりグループになっているお母さんたちで賑わっていて、どことなく居心地の悪さを感じ、公園を通り過ぎる。

　そして気がつくと、オフィス街まで来ていた。しかも、ＢＩＴホールディングスの前だ。

「あっ、いつの間に……」

　無意識のうちに足が向いていたことが妙に照れくさく、一人で動揺していると桜がフックに掛けていた荷物を盛大に蹴り上げ、道端に中身が散らばってしまった。

（キャー！）

　おむつや着替え、タオルなどがあちこちに散乱し、慌てて拾い始める。スーツを着たビジネスパーソンたちが足早に通り過ぎる中、恥ずかしさでいっぱいになって拾っていると、五十代くらいの男性が助けてくれた。

　スーツを着こなし、とても紳士的な人だ。

「大丈夫ですか？」

「は、はい。ありがとうございます」

　きっと忙しいだろうに、声をかけてくれたことが嬉しい。少し遅れて数人の人の気配がしたかと思うと、覚えのある声が聞こえてきた。

「どうした？　あっ、凛!?」

「え？　拓真さん!?」

　なんてところを見られてしまったのだろうか。顔を上げると、目を見開く拓真と三人の男性が見えた。

　おそらく会社関係の人で、四十代後半から五十代くらいだ。声をかけてくれた男性も社内の人のようで、驚いたように拓真を見た。

「ＣＥＯのお知り合いですか？」

「妻と娘だよ。申し訳ないね、迷惑をかけて。あとは、俺がしよう」

「お、奥様とお嬢様!?」

　よほどびっくりしたのか、その男性は立ち上がり呆然としている。そんなに自分が注目されるとは思わず、凛は戸惑いつつ急いで散乱したものを拾った。

「はい、なくなってるものはない？」

「大丈夫です……」

　とりあえずバッグに突っ込み、しっかりと紐を閉める。ファスナー付きにすればよかったと後悔しながら、拓真と立ち上がり社内の人たちに会釈をした。

「ご迷惑をおかけしました。一条凛と、娘の桜です。主人がいつもお世話になっております」

　こういう挨拶をするのは初めてで、おかしくないか不安になる。だけど、目の前にいる男性たちは、背筋を正すと深々とお辞儀をした。

「こちらこそ、いつもＣＥＯには助けていただいております。今後とも、よろしくお願いいたします」

「じゃあ、凛。俺たちは急ぐから。気をつけて帰るんだよ。じゃあな、桜」

「はい。皆さん、ありがとうございました」

　拓真に会えて、桜はよほど嬉しかったのか、笑顔で声を上げている。拓真たちは、近くに待機させていた社用車に乗り、どこかへ行ってしまった。

（びっくりした……。だけど、ＣＥＯの顔をした拓真さんを見られるのは、かなり新鮮かも……）

　スーツを着た拓真は、普段以上に堂々としていて凛々しい。一緒にいた男性たちは、雰囲気からして社外の人ではなく、きっと拓真の部下なのだろう。

　拓真は外出も多いようだし、日々こちらが想像している以上に激務のはずだ。

「よし！　今日も、張り切って夕飯を作らなきゃね」

　拓真を知れば知るほど彼を支えたいという気持ちが強くなっていた──。






「拓真さん、今日はすみませんでした！」

　彼が帰宅をして一番、それを口にすると小さく笑われた。

「なんで、そんなにビクビクしてるんだよ。別に、必死になって謝ることじゃない」

「そうですか？　それなら、いいんですけど。皆さんにまで、ご迷惑をおかけしましたし。同じ会社の方たちですよね？」

　拓真の着替えについて行きながら、おずおず尋ねると彼は頷いた。

「そう。専務や常務たちでね」

「せ、専務や常務!?」

　思わず声を上げ、慌てて両手で口を塞ぐ。桜は寝ているのだから、起こしてはいけない。そんな凛の姿を横目に、拓真は若干呆れながらルームウエアに着替えた。

「普段、一緒にいる人は、そういう人たちが多いんだよ。だから、気が張ってる。家に帰って、凛や桜の顔を見るとどれほど安らぐか」

「そうですよね。拓真さんの立場なら、役職付きの人たちと一緒なのは当然ですけど」

　やはり、彼は毎日気が抜けない時間を過ごしているのだ。それなら自分が、拓真にとっての一番の癒しでありたい。

「だから帰ってきた途端、謝罪の言葉なんて聞きたくないよ。欲しいのは、きみそのものだ」

「拓真さん……」

　顔が近づき、あっという間に唇が塞がれる。拓真に抱き寄せられ、熱く深く口づけを交わした。

　艶めかしい声が漏れ、身体が火照っていく。安らぎを貰っているのは自分のほうだと、凛はつくづく思い知らされていた……。






「樹から、パーティーの話を聞いたって？」

「はい。樹さんも、行かれるんですよね」

　夕食が終わったあと、リビングのソファでくつろいでいる拓真に今朝のことを伝えた。拓真はパーティーのことを、今日話してくれると言っていたけれど、そんな気配がなかったからだ。それに、樹の言葉が引っかかっていたのもある。

「迷った……か。実は、樹の言うとおりなんだよ」

「私が出席しては迷惑とか？」

　チクリと胸を痛ませていると、拓真がぎこちない笑顔を向けた。

「そうじゃないよ。今回のパーティーは異業種交流会で、多くの業界関係者たちが集まるんだ」

「異業種交流会、聞いたことがありますよ。じゃあ、お仕事に関わることなんですね」

　だから、凛に来てほしくないのか。勝手に想像を巡らせていると、拓真が続けた。

「定期的に開かれていて、顔ぶれも固定されてる。たしかに仕事と関係はあるけど、ほとんどがプライベートの感覚で出席してる」

「そうなんですか？」

「割とラフな感じだから、恋人や配偶者を連れてくる人も多いんだよ。きっと樹は、真奈美さんと出席するんじゃないかな」

　それならなおさら、拓真が誘うのを迷っていたことが不思議だ。やはり、迷惑なのだろうか。後ろ向きな感情が込み上げていると、そっと頬を触れられた。

「社内の人や、近しい人には凛と桜の話をしてる。本来なら、それで終わることなんだけど、少し事情が複雑だったから、きみのことが注目されててね」

「注目……？」

　不思議な感じがするけれど、朝の出来事を思い返せば納得だ。それに、すべてが好意的ではないだろうし、拓真が迷ったのは当然かもしれない。

「きみに、不快な思いをさせるのは不本意だし、どうしようかと考えていたんだよ。ただ、もう出欠確認の締め切りでね。決めないといけないんだ」

「私は、少しでも拓真さんのいる世界を覗きたいですけど、ご迷惑になるなら遠慮します。でもそのパーティー、桜も出席できるんですか？」

「ああ、もちろん。俺はね、凛と桜を紹介したいんだ。妻と娘として、堂々とお披露目したい。だけど、もしかすると、凛が嫌な思いをすることもあるかもしれないから」

　拓真が出席するようなパーティーだから、それなりに立場のある人が参加するのだろう。いろいろな考えの人がいるから、楽しいだけで終われないかもしれない。

　きっと彼は、それを心配してくれているのだろうけど……。

「それなら、ぜひ出席させてください。私も、皆さんに覚えていただきたいです」

「凛……。ありがとう。きみがそう言ってくれるなら、一緒に行こう」

　唇が重なり、熱いキスを交わしていく。拓真が望むことは、なんでも応えたい。そう思うくらい、彼への愛おしさで気持ちが溢れる。

　少しずつ、拓真の妻であることを実感していこう。そう思っていた──。






「拓真さんの気持ち、とってもよく分かりますよ」

　翌日、凛と桜は真奈美たちの部屋を訪ねた。桜は翠とプレイマットにいて、ぬいぐるみやおもちゃを手に取り、楽しんでいた。

「そう思いますか？」

　真奈美が出してくれたハーブティーは、とてもいい香りで、その匂いを堪能しながら飲んでいた。

「ええ。実はそのパーティー、私も何度か出席したことがあるんです。大企業の役職の方や御曹司、それに社長令嬢なんかも来るような華やかなもので」

「そんなに、凄いものなんですか……」

　ため息を漏らしてしまい、今さらながら怖気づきそうになる。そこまで選ばれた人が、出席しているものだったのか。

「そうなんです。私はごく普通の家庭出身ですから、最初は居心地悪くて。それで、どちらかというと、パーティーを観察する側にいたんです。そしたら……」

「そしたら？」

　真奈美が勿体ぶるから、思わず息を呑んでしまう。いったい、パーティーでなにがあったのだろう。

「モテるんですよ、拓真さんが。同年代の社長令嬢はもちろん、少し年上の独身女性まで、露骨に拓真さんに取り入ってて……」

「なるほど……」

　容易に想像できて、改めて彼の女性を引きつける魅力に感心する。

「でも、拓真さんは上手にあしらうんですよね。だからみんな、注目していたんです。彼を射止める女性は、どんな人なのかって」

「そんなに……？」

「いろいろ、恋愛面での噂はあったらしいですけど、確実にこの数年の拓真さんはフリーだったんですよ。だから、女性たちが色めき立っていたのに」

「私と桜が……？」

「そう！　恋人どころか、奥さんと子供さんがいたなんて、衝撃過ぎてかなり噂になっているようですよ」

　なんと言っていいか分からず、ただ呆れる。拓真が、パーティーを誘うことに迷ったのは、ごく自然なことだったのだ。

「やっかみが大きいし、損得が絡んで凛さんに近づく人もいるかもしれませんし。拓真さんは、とても心配なんだと思います」

「それなら、気をつけないといけないですね。拓真さんに守られてばかりなのも、私には不本意ですから」

　いつも気遣ってもらっていて、それが少し情けない。彼が必要以上に心配しなくていいように、自分もしっかりしなければいけない。

「凛さんは、頼もしいですね。当日、私も翠と行くんです。だから、ご一緒しましょうよ」

「はい！　真奈美さんが一緒なら、心強いです」

　パーティーは、来週の土曜日の昼だ。いったい、どんな雰囲気なのだろう。あれこれ想像していると、緊張ばかりが込み上げた。

　とにかく、拓真に心配をかけない、それを肝に銘じておこう。そう、決めていた……。






　パーティーは、偶然にも拓真と初めて過ごしたホテルで行われた。広間が貸し切られ、談笑する声が部屋の外まで聞こえている。

「たくさんの人ですね。出席されている皆さん、オーラがありますね」

　雰囲気に気圧されてしまったのは、出席者はみな、知的な雰囲気のある人ばかりだ。若い女性はみな、華がある。凛がこれまで出会ったことのない人たちだ。

　拓真のアドバイスで、薄いピンクのワンピースにした。拓真と一緒に買いに行ったものだが、ここではとても地味に見える。

「緊張しなくて大丈夫だよ。俺が側にいるし、きみの紹介が終われば真奈美さんと自由にしてくれていいから」

　上質なスーツを着た拓真は、この雰囲気にあたり前のように馴染んでいる。ここにいるのは、大企業の社長やその御曹司、社長令嬢や役職者がほとんどらしく、感じる空気が普段とまるで違っていた。

　皆、堂々と自信に溢れ、戸惑う自分が恥ずかしいくらいだ。

「子供連れも多いから、桜が一緒でも気にならないだろう？」

「はい、有難いです」

　つい真奈美の姿を探してしまったけれど、今の時点では見つけられない。樹と、知り合いに挨拶をしているのだろうか。

「一条ＣＥＯ、ご無沙汰しております。そちらは、奥様とお子様ですか？」

　部屋へ入ると、さっそく声をかけられ、背筋が伸びる。こういった挨拶は不慣れで、どうしても意識してしまうのだ。

「ご無沙汰しております、村井社長。はい、妻の凛と娘の桜です」

　村井という男性は五十代くらいで、大手機械メーカーの社長らしい。とても感じがよく、にこやかな笑顔を向けてくれた。

「初めまして、一条凛です」

　挨拶をしていると、他の人たちも声をかけてくる。その中には若い女性もいて、凛を見下すような態度の人もいた。

（本当に、いろいろな人がいるのね……）

　真奈美が言ったとおり、若い女性の多くは妬みもあるのか、凛をわざと無視している。

　そうかと思えば、必要以上に媚を売られたりして、ここへ来てまだ三十分だというのに、凛はすっかり疲れてしまった。

「顔が引き攣ってるよ」

　拓真にクスッと笑われ、凛は肩をすくめた。

「慣れてないからですね。拓真さん、こんな世界に毎日いるなんて、とても尊敬します」

「ハハ。俺も疲れるよ。特に、皆が興味津々で凛たちを見てるから、余計に緊張したんだよ。真奈美さんも、もう話が終わって大丈夫みたいだ。二人で回る？」

　拓真の視線の先には、真奈美が翠を抱っこして立っていて、小さく手を振っている。

「はい、真奈美さんと一緒に回ります」

　彼女も、挨拶回りが済んだのだろう。樹の姿は見当たらない。

「じゃあ、楽しんでおいで。でも、帰りは一緒だよ」

「分かりました」

　笑顔で拓真と別れると、足早に真奈美のもとへ行く。立食形式のパーティーで、参加者は思い思いに、有名シェフの料理を堪能していた。

「凛さん、もう大丈夫でしたか？」

「はい、なんとか挨拶は終わりました。とても疲れますね」

　真奈美は、この雰囲気にすっかり慣れているのだろう。凛とは対照的に、涼しい顔をしている。

「凛さんは、初めてですから。それにしても、さっそく注目されてましたね」

　彼女と、会場の端へ移動する。そのほうが人が少ないのと、テーブルや椅子があるからだ。

　桜と翠は、ベビーチェアでお菓子を食べていてご機嫌だった。

「そう思いますか？」

　椅子に座りながら真奈美に尋ねると、彼女は大きく頷いた。

「ええ。凛さんと桜ちゃんを、初めて見たって人たちばかりですから。衝撃が大きいんですよ」

「突然でしたから。周りの方の興味を、引いたかもしれませんね」

　苦笑しながら、控えめに周囲に目を向ける。そう言われたら、ちらほら視線を感じる。

　拓真と樹の姿が遠くに確認でき、数人の人と談笑している。女性の割合が多く、年齢層も幅広い感じだ。

「主人は、それほど女性にモテないんですよ。ちょっと、無愛想なところがあるから。でも、拓真さんは違いますね。すべてにおいて完璧で、女性にモテモテ。だから凛さん、気をつけてください」

「えっ？　気をつけるというのは……？」

　思わず息を呑んでしまう。すると、彼女は声を潜めて言った。

「妬む人が、いるってことです。シンデレラストーリーって冷やかす人もいますし、本気で拓真さんを狙ってた人もいますから」

「分かりました……」

　そう思われてもおかしくないし、拓真を狙う女性がいることも不思議でない。けれど、なにをどう気をつければいいのだろう。

　今後はこういう関係者の多い場所に、出入りしないほうがいいのか。でもそれでは、あまりに寂しいし理不尽な気もする。

　真奈美に聞いてみようかと思ったとき、それまでご機嫌だった翠がぐずり始めた。

「あっ、たぶんオムツかも……。すみません、凛さん。少し失礼します」

「いえ、気にしないでください。ここで、待ってますから」

　申し訳なさそうに席を立つ真奈美に、ニコリと笑顔を返す。小さな子供が一緒なら、ごくあたり前のことだ。

　桜は相変わらずご機嫌だし、真奈美が戻ってくるまで会場を観察してみるのもいいかもしれない。

　会場内を見渡そうと立ち上がろうとしたとき、ふと視界が薄暗くなった。誰かが、目の前に立ったからだ。

「一条さんの奥様ですよね？」

　顔を上げた瞬間、女性にそう聞かれた。年齢は凛と同じくらいで、派手な雰囲気の女性が二人で立っている。

　どちらも気が強そうで、香水の匂いがきつい。凛は思わず気圧されそうになりながらも、彼女たちをしっかり見据えた。

「はい、そうですが……」

　好意的に、声をかけられたわけではないと分かるほど、二人に鋭い視線を向けられている。とりあえず立ち上がると、もう一人の彼女が口を開いた。

「申し訳ないんですけど、あまりしゃしゃり出ないでくれます？」

「え……？」

　いったい、なんのことを言われているのか。まったく心当たりがなく、不躾な言葉にあ然とする。

　と同時に、さっき真奈美に言われたことを思い出した。彼女の〝気をつけて〟というのは、こういうことなのかと思った。

「社長令嬢ならともかく、得体の知れないあなたみたいな冴えない人が、一条さんの奥さんだなんてイメージダウンだから」

「イメージダウン？」

　彼女たちは、なにが言いたいのだろう。凛の家柄に不満があるのか、そもそも拓真の妻という立場が気に入らないのか。

　混乱していると、その人が続けた。

「一条さんは、業界でも女性たちの憧れの的なんです。もちろん、男性にだって。パーフェクトなエリートなのに、あなたたち親子が急に現れて……。とにかく、一条さんのイメージダウンになるので、奥さんと娘さんはこういう場にはもう来ないでください」

　彼女たちの強い口調に、凛だけでなく桜も不安そうな顔をしている。桜に意味が分かるはずもないけれど、雰囲気で察しているのだろう。

　桜が持っていたお菓子の袋が落ちたとき、横からさっと誰かがそれを拾った。

「桜、どうした？　そんな不安そうな顔をして」

　そう言って、拓真が桜を抱き上げた。彼が近づいてきたことすら気づかなかった凛たちは驚きで目を丸くした。

　特に女性たちは、かなり気まずそうに肩をすぼめていた。

「た、拓真さん……」

　彼は遠くのほうで樹たちと一緒にいたはずだが、こちらの様子を気にかけてくれていたのか。

　拓真に抱き上げられた桜は、彼の胸に顔を埋めた。

「妻と娘が、なにか気に障ることでもしましたか？」

　口調は丁寧なのに、鋭い眼光と低音の声に二人はすっかり委縮している。

「いえ、あの……」

　まさか、拓真がやってくるとは思っていなかったのか。彼女たちは、それ以上の言葉が続かない。

　そんな二人に、拓真は厳しい表情で言った。

「妻は、まだこういう場に不慣れなので、なにか気になることがあれば、私に直接言ってください」

「は、はい。失礼します」

　有無を言わせない、拓真の態度に耐えられなかったのか、彼女たちは逃げるようにその場を去っていった。

「拓真さん、ありがとうございます。まさか、気づいてくれるとは思ってなかったので、びっくりしました」

　ホッと安心し笑みを見せると、拓真も小さく微笑み返してくれた。

「彼女たちは社長令嬢で、少し性格がきついことでも知られている人たちだから」

「そうなんですか。拓真さんのイメージダウンだって言われて、ちょっとショックでした」

　あながち、間違っていないようにも思えるから、余計に傷ついてしまったのかもしれない。きっと彼女たちは、凛に声をかけるタイミングを見計らっていたのだろう。

　拓真や真奈美がいないと、こんな風になってしまうのか、そう考えたら自分が情けなかった。

「イメージ……か。勝手に作り上げられたものだから、凛が気にすることじゃないよ。きみは、俺の妻として堂々としていればいい」

「はい……」

　拓真は優しいから、きっとこの先も凛のことを心配するだろう。自分自身で切り抜けられるように、もっと強くなりたい。凛は、心からそう思っていた。

「凛さん、お待たせしました……って、拓真さん!?　なにか、ありましたか？」

　翠と一緒に戻ってきた真奈美が、すぐに状況を察して心配している。彼女に苦笑を向けると、あとでアドバイスを貰おうと、心の中で決めていた──。






「パーティー、こりごりした？」

　十七時になり、パーティーは終わって人の姿もなくなっている。樹と真奈美はデートらしく、一足先に帰ってしまった。

「そんなことはないですよ。ただ、気をつけようというか……。私、拓真さんと真奈美さんに結局守られてばっかりで、これじゃダメだなって」

　ふふっと笑うと、拓真も安心したように表情を和らげた。

「きみらしいな。おっとりしてそうなのに、秘めた強さがある。きみに突っかかってきた彼女たちは、そこを見抜けなかったってわけだ」

「ちょっと照れくさいですけど、拓真さんに言われると自信がつきますね」

　拓真の言葉は、魔法の言葉に思える。凛にとって、彼が言うことは心の中に染み入るものばかりだからだ。

「そう言ってもらえると、俺も嬉しいよ。そうそう、少しだけ初めて会った夜を思い出さないか？」

「え？　どういう意味ですか？」

　ドキッと胸が高鳴り、なにかを期待してしまう。お昼寝をし損ねた桜は、ついさっき眠ったばかりだ。

　しばらく起きないだろうから、拓真と二人の時間を過ごせる。そんなことを考えてしまい、一人で浮かれ始めていた。

「あの日泊まった部屋、今日は空いてるらしいんだ。さすがに泊まりは無理でも、少しでも思い出に浸れたら」

「あの部屋に……？　はい、行ってみたいです」

　あまり変わっていないだろうか。あの夜と、景色は同じなのか。いろいろな思いが巡り、どんどん鼓動が速くなる。

「よかった。じゃあ、桜が起きるまで二人でゆっくり過ごそう」

　ベビーカーは拓真が押し、最上階にあるエグゼクティブスイートへ向かう。エレベーターを降りると、一気にあの日の思い出が蘇った。

　廊下は変わらず、オレンジ色の暖かみのあるライトが点っている。

「もう陽が落ちたから、ネオンがだいぶ目立ってきたな」

　ドアを開けると、まるであの頃に戻ったようで懐かしくなる。拓真の素顔も知らず、ただ彼に惹かれるままにここへ来た。

　誰になんと言われようと、彼と出会ってよかったと改めて強く思う。

「ベビーベッドを、置いてもらってるから。桜は、ここで寝かせよう」

「それにしても、用意周到ですね。もし私がＮＧだったら、どうしてたんですか？」

　本来、ベビーベッドは置かれていないはずだ。彼が事前に頼んでいたのだと思ったら、思わずふふっと笑いが零れていた。

「凛は、きっとＯＫすると思ったから」

　桜をベビーベッドへ寝かせた拓真が、そっと凛の頬に触れる。彼の顔が真剣になり、さらに心がときめいた。
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「お、お見通しなんですね」

　恥ずかしくて、視線をそらしてしまいそうになる。だけどそれを遮られるかのように、拓真に半ば強引にキスをされた。

　甘い声が漏れるほど、熱いキスに頭がクラクラする。呼吸が乱れ始めたとき、彼の唇が離れた。

「凛を、パーティーに誘うことに迷っても、結局きみに出席してほしかったのは、ここへ来たかったからでもあるんだ」

「同じホテルですもんね。窓からの景色も、室内の感じも変わってない……」

　振り返って、窓からの景色に目を向けようとすると、頬を優しく包み込まれ阻まれた。

「だめだよ、こっち向いて。二人のときは、凛を独り占めしたいから」

　そう言われ、桜が起きている間は互いに親の顔になっていることに改めて気づく。拓真はとても子煩悩で、凛と一緒に子育てをしてくれている。

　凛の日々の時間の大部分は、桜に取られているのだ。拓真が、独り占めしたいと言ってくれるのは嬉しくもあり、切なくもあった。

「私も、拓真さんに独り占めされたいです」

　だから、二人の時間は、恋人同士のように過ごしたい。そう思ったら、自然と彼の身体に手を回し抱きしめていた。

「凛、愛してる。今夜、より一層そう思ったよ」

「拓真さん、嬉しい……。私も、あなたを愛してます」

　顔が近づき、唇が塞がれる。濃厚なキスと、服の下に伸びる彼の手が刺激的で身体が熱く疼く。

　息が乱れ始めると、拓真に身体を抱き上げられた。

「あの夜みたいに、あそこで過ごそう……」

「はい」

　キングサイズのベッドに下ろされると、再び唇を塞がれる。そしてゆっくりと服を脱がされ、拓真と一緒に甘く蕩けるような時間に落ちていった──。






「凛。今日はパーティーに参加してくれて、本当にありがとう」

　拓真との熱い抱擁のあと、ベッドの中でまどろんでいると彼がふと言った。桜の声は聞こえてこないから、まだ起きていないようだ。

　それなら、もう少し彼との時間を堪能したい……。

「お礼なんて、やめてください。私のほうこそ、誘ってくれてありがとうございます」

　クスッとすると、拓真に真摯な目で見つめられた。

「凛と桜を、皆に早く紹介したかったから。さっきのような、きみが不快な思いをすることがあるだろうと分かっていても、妻と娘を自慢したかったんだ」

「自慢なんて。私、今夜とても嬉しかったんです。皆さんに紹介してもらえて、本当に拓真さんの妻になったんだなって。そう思えましたから」

「そう言ってもらえると、俺も嬉しいよ」

　拓真に覆い被さられ、キスを落とされかけたとき、桜の泣き声が聞こえた。

「あっ、起きちゃったな」

　苦笑する拓真は、ベッドの下に落ちていた服を着ると、リビングへ向かう。凛も慌てて服を着ると、後ろから拓真の服を掴んだ。

「凛？」

　訝しげに振り返った彼に、凛は恥ずかしさを感じながら消え入るような声で言った。

「少しだけでいいんで……。その……、キスを……」

　自分でも、なんてことを言っているのだろうと思う。母親なのだから、桜のもとにいかなければいけないのに。

　それは分かっているけれど、拓真に甘えたい〝女性〟としての自分もいる。呆れられてしまうだろうか、半分不安でいると拓真が小さく微笑んだ。

「まったくきみは、俺の心を掴むのがうまいな」

　抱き寄せられ、彼と甘い口づけを交わす。一年以上前のこの場所は、甘く切ない思い出だったけれど、今夜は全然違う。

　幸せと愛情に溢れた思い出の場所に、変わったのだ──。






「よし。こんな感じかな？」

　桜が寝たあと、いつものようにアクセサリー作りをしている。凛はパーティーという煌びやかな場所に行けたお陰で、インスピレーションが冴え渡っているのだ。

　メンズものもいくつか完成していて、拓真に見てもらおうと思っている。夢中になって作業をしていると、いつの間にか二十一時を回っていることに気づいた。

「拓真さん、まだ帰ってこないのかな？」

　朝も早いのに、夜もこんなに遅いのでは身体に悪い。夕食を済ませて帰るとはいえ、大丈夫なのだろうかと心配になっていると、玄関のドアが開く音がした。

「拓真さん、お帰りなさい」

　廊下を思わず駆けてしまうほど、彼の帰宅が嬉しい。笑顔で迎えると、拓真が目を丸くした。

「凛、仕事をしてたのか？」

「はい。今日は、アクセサリー作りがはかどりまして。結構、たくさんできたんですよ」

　屈託ない笑顔を見せると、拓真は眉を下げてため息をついた。

「頑張るのもいいけど、何度も言ってるだろう？　きみは、まだ産後一年も経っていないんだ」

　拓真が玄関を上がるとそっと背中に触れられた。

「ごめんなさい。つい、夢中になって。それに、拓真さんに見せたいものがあるんです。メンズもののアクセサリーがいくつか完成して、それを販売しようと思ってるんですよ」

　さすがに、すぐには売れないだろうと思うけれど、じわじわとメンズものの知名度も上がればいいと思っている。

「ついにメンズもの作ってくれたんだね！」

　拓真は着替えを終えると、リビングにやってきてソファに座る。彼の隣に腰を下ろした凛は、さっそくメンズのネックレスを数点見せた。

「チャームは、少し曲線のある形のものだったり、レディースものとお揃いだったりするんです。男性らしいものから、ユニセックスなデザインまでいろいろ作ったんですよ」

「へぇ、凄いな。やっぱり俺の想像どおり、凛の作るメンズもののアクセサリーは素敵だな。無機質な感じがしないところが、いつ見ても感心する」

　彼はまじまじと見ているけれど、けっして手に取ろうとはしない。凛も、アクセサリーに直接触れるときは、必ず手袋をしていた。

　拓真のそんな細かな配慮に、心が温かくなる。

「なにか気に入ったものがあれば、差し上げますよ。拓真さんの好みに合うもの、ありますか？」

　そんなことを聞いたら、なにか選ばざるを得ないだろう。それでも聞いたのは、そうでもしなければ彼は遠慮するだろうと思ったからだ。

「いや、買うよ。これは、凛が一生懸命仕事として作ったものだろう？　それなら、ただでもらうわけにはいかないから」

「拓真さん……。ありがとうございます」

　拓真らしい答えに、自分の考えが恥ずかしく感じられる。彼だからこそ、凛の仕事も尊重し大切に思ってくれているのだ。

「俺は、きみとお揃いのものがいいな。そういうの、憧れだったから」

「へえ、意外！　拓真さんでも、お揃いのものとか欲しいんですね！」

「そんなことないよ。凛と、お揃いのものが欲しいんだよ。結婚指輪だけってのも、寂しいなって思ってたから」

　またも、意外な一面を見られた気がして嬉しい。拓真がそう望むなら、比較的シンプルなものを選ぶことにした。

「それじゃあ、これを……。私からのプレゼントってことで、受け取ってください」

　差し出したネックレスを、拓真は手に取ることをしない。代わりに、困ったような笑みを見せられた。

「まったく。凛も、強情だな。でもそれなら、俺も負けないよ。これはお揃いなんだから、きみの分は俺からプレゼントさせてもらう」

　そう切り返され、ふふっと笑ってしまった。こんなやり取りも楽しく幸せで、時間が遅いことなど忘れてしまう。

「じゃあ解決したところで、凛はもう寝ないと」

「はい、そうします。でも、拓真さんのほうが激務ですし、身体を労わらないと」

「ありがとう。でも、大丈夫だよ。きみと桜を、守っていかないといけないんだから、強くないと」

　一緒に立ち上がると、額にキスを落とされる。拓真を頼もしく思う反面、凛も彼を支えたいと思っていた。

　だけど、今はそれを口にするのはやめよう。彼の愛情を、素直に受け取りたかったから……。






「なあ、凛。きみさえよければだけど、桜を母に預かってもらってデートしないか？」

「えっ!?　デートですか？」

　拓真からそう提案されたのは、すれ違いが少し増えた頃だった。拓真は、ここ数日あるプロジェクトで忙しく、朝しか顔を合わせない日もあったほどだ。

　だけど、今週は連休が取れるらしい。それなら三人でどこかへ……と思ったけれど、拓真からの思いがけない誘いに驚いてしまった。

「そう。二人きりのデートは、一度もできないままだろう？　母に頼んだら、喜んでＯＫしてくれたし、桜が大丈夫ならきみと二人の時間が欲しいんだ」

「拓真さん……。はい、嬉しいです。桜は、きっと大丈夫だと思いますから」

　いろいろな人と会う機会が増えたからか、桜もだいぶ人慣れしてきた。拓真の母には、初対面から人見知りしていなかったし、きっと大丈夫だと思う。

　そう考えるほど、凛は拓真とのデートに胸を弾ませていた。彼の言うとおり、再会してからは、二人きりで出かけることはなかったのだから。

「よかった。じゃあ、今週の土曜日は二人の時間を満喫しよう。行きたいところがあれば、遠慮なく教えて」

「は、はい。じゃあ、海へドライブに行きたいです」

「海？」

　夏だと、海水浴客がいるから散策も難しいけれど、今の時期ならそれができる。拓真と一緒に、浜辺を歩いてみたいことを伝えると、彼は笑顔で頷いてくれた。

「いいよ。そうしよう。凛が海を好きだったなんて、初耳だな。凛のことを知ってるようで、まだまだ知らないことがあるんだなって思ったよ」

「ふふ。海を見るのが好きなんです。なんだか、心が洗われるというか。広い海を見てると、悩みもちっぽけに思えるんですよね」

　でも今は、そんな悩みはない。純粋に、大好きな海を拓真と一緒に見たかった。

「たしかに、凛の言うとおりだな。行ってみたい海はある？」

「はい！　実はそこ、桜の妊娠が分かったときにも一度訪れてたんですよ」

　ここから、車で一時間程度の場所にある海岸だ。夏は海水浴客で賑わい、テレビ中継をされることもある。

　デートスポットとしても有名で、拓真と行ってみたかったのだ。

「分かった。凛にとって、思い出の場所なんだな。俺も、そこへきみと行きたいよ」

　拓真と約束をし、凛は土曜日がくることを指折り数えて待っていた……。






「なんか、二人きりって緊張しますね」

　約束の土曜日、拓真と車に乗ると、妙に照れくささを感じてしまった。桜は、思っていた以上に拓真の母に馴染み、一緒に出迎えてくれた拓真の父にも笑顔を見せていた。

　ひとまずそれにホッとしていると、彼と二人きりというシチュエーションを妙に意識してしまったのだ。

「新鮮だからかもな。落ち着かない？」

　拓真は車を走らせながら、クスクス笑っている。いつも以上に機嫌がよく、それがとても嬉しかった。

「いえ。桜のことは、お義母さんが見てくださるので安心ですし、拓真さんと二人きりなことに、ドキドキしているだけなので……」

　今日は、母親というより、一人の女性としてここにいる。気兼ねなく拓真と過ごせる時間が、本当に楽しみで仕方なかった。

「よかった。やっぱり、桜のことが気になるのかなって心配だったけど、俺との時間を楽しんでくれる？」

「もちろんです。すでにワクワクしてますから」

　渋滞にはまることなく、車は快適に高速道路を走っていく。しばらくすると、前方に海岸が見えてきた。

「うわぁ。綺麗ですね。今日はお天気がいいから、海がキラキラしてますよ」

「本当だな。波も穏やかで、散歩するにはちょうどいいかも」

　さすがシーズンオフだから、人の姿はほとんど確認できない。車は高速を下りて、国道を走っていく。

　海岸近くの駐車場に着いて、車を停めた。それにしても、拓真の高級車は一際目立つ。

「凛、ほら」

　車を降りると、拓真が凛の手を取り、二人は恋人繋ぎをした。凛の鼓動は、途端に速くなる。

「なんか、本当に恋人同士みたいですね……」

　一人で意識してしまい、顔が赤くなっていく。すると、拓真もはにかんだ。

「凛が初々しいから、妙に照れくさくなってきたよ」

　視線が重なり、互いに微笑み合う。桜と三人の時間も幸福で満たされているけれど、時々でいいから、こうやって二人きりの時間も欲しい……。

　そう思ってしまうほど、今この瞬間に凛の心は躍っていた。

「凛の手は、何度握っても小さいなって思うよ」

「拓真さんの手は、大きくて温かいですね」

　指を絡められ、恥ずかしさも覚えながら、拓真に笑顔を向ける。昼前の海岸は、穏やかで暖かいけれど、時折風が吹くと少し肌寒かった。

「思ったより、足場が悪いな。海水浴にはいいんだろうけど、砂が柔らかくて足が埋まる」

「そうなんですよ。だから、気をつけて歩かないと転んじゃうんで」

　そんなことを話しながら砂浜を歩いていると、正面から若い夫婦が歩いてきた。年は、凛と同じくらいだろうか。

　奥さんのほうは妊婦さんで、旦那さんが優しく手を引いている。その姿が微笑ましく、すれ違いながら凛は小さく微笑んだ。

　だけど拓真は、しばらく立ち止まって彼らを見つめていた。

「拓真さん？　どうかしました？」

　拓真はハッとしたように顔を戻した。

「いや、旦那さんがとても優しいなって思って」

「そうですよね。奥さんお腹が大きかったですから、手を引いてあげてたんですよね」

　すっかり二人の姿は遠くなり、再び自分たちだけになる。穏やかな波の音が聞こえる中、拓真の足は止まったままだった。

「それもあるけど、歩調を合わせてたなって。背が高い人だったから、普段はもっと歩幅があるはずだよ」

「凄い。そこまで、見てたんですか？」

　感心したように目を丸くすると、拓真は苦笑した。

「年が同じくらいの夫婦だったり、さっきのような妊婦さんは目につくんだよ」

「私も、小さなお子さんを連れてる人が目に入ります」

　自分と同じ立場の人は、どうしても注意が向くのだろう。桜くらいの赤ちゃんも、よく見かける気がする。

「凛は、ここを一人で歩いてたのかと思ったら、つくづく自分が情けなくなる」

「拓真さん。それは、もう言わないことにしましょうよ。私は、今がとても幸せなんですから」

　すれ違っていたのは、不運な偶然からだと互いに理解している。再会できて、家族として幸せなのだからもういい。

　凛はそう思っているけれど、拓真はまだ罪悪感を持っているのか。

「俺が側にいれば、さっきのご主人みたいに、きみを支えてあげられたのに。一人で来たんだろう？」

「そうです。でも、それは自分の意思でしたから。拓真さんに会いたいと思いながら、ここを歩いていたことに間違いありませんけど」

　あの頃は、どれだけ偶然の再会ができたらいいだろうと思っていた。後ろから、拓真に声をかけられたら、どれほど奇跡だろうかとも……。

　思い出せば切なさも蘇るけれど、それはもう過去のことだ。

「次は、必ず一緒に歩くから」

「はい……。私も、次は拓真さんと一緒に歩きたいです」

　その日が、いつ来るか分からないけれど、ひとつ夢が増えたと思う。これから先は、一人ではない。

　いつだって、拓真がいてくれるのだ。

「あっちには、遊歩道があるのか？」

　しばらく歩くと、砂浜の奥に小道が見えてきた。拓真は不思議そうに、視線を向けている。

「そうなんですよ。その先にコテージがあって。そこに、続く道なんです」

「コテージか。夏は、賑わうんだろうな」

「そうですね。もっと先は国道に繋がってるので、夏は人で溢れるんですよ」

　もう晩秋だから、さすがにひっそりとしている。人が歩くには十分な広さがあり、きちんと柵もあるため歩きやすい。

　彼は遊歩道へと歩き出した。

「行ってみる？　一周して、駐車場に戻ろうか」

「はい。そうですね。行ってみましょう」

　一度だけ、通り抜けたことがあるけれど、海が近くに見えてそれだけで楽しめる。さすがに身を乗り出すのは危険だけれど、眺めるにはいい場所だった。

「海を、間近に見られるのか」

　遊歩道はアスファルトで整備されているが、足元まで波が打ち寄せてくる。

「そうなんですよ。ちょっと、ワクワクしますよね」

「へぇ、詳しいんだな。今まで、誰とここへ来たの？」

「えっ!?」

　拓真の足が止まり、意地悪く見つめられる。ここは、海岸からもコテージ側からも見えない死角の場所だ。

「ここ、デートスポットって感じだし、一人で歩くには不自然かなって」

「学生の頃に、女友達と二回ほど来ただけです。海岸は、桜がお腹にいるときですけど……」

　なにを緊張して答えているのだろうと思うけれど、拓真に見つめられると鼓動が速くなってしまう。

　しどろもどろな凛に、拓真は優しく笑った。

「ごめん、ごめん。意地悪な質問だったか。友達との楽しかった思い出の中に、俺も加われたら嬉しいな。それと、一人で来た寂しい海を、俺が幸せな海に上書きしたいんだ」

「もう、十分塗り替えられてますよ」

　凛もクスッと笑うと、拓真の顔が少しずつ近づいてくる。驚いて咄嗟に彼の身体を押し返すも、その力は弱くて、かえって抱き寄せられてしまった。






「雑誌で紹介してもらえるんですか!?」

「はい。アクセサリー特集をするんですが、ハンドメイドで人気のブランドやお店をピックアップしているんです。それで、アンケートで人気の高かった一条さんの商品をいくつか紹介したくて」

　信じられなくて、あ然として話を聞いてしまう。出版社から突然のメール連絡のあと、予定を合わせ自宅近くのカフェへ来ていた。

　今日は平日だけど、拓真は仕事が休みだから、桜をお願いしている。凛の目の前には、編集長という肩書きの佐伯さえき美沙みさという女性が座っていた。

　三十代前半で、彼女も娘が一人いるらしい。黒のスーツ姿の美沙は、垢抜けた印象の美しい人だった。

「雑誌って、美容系のものですよね？」

　凛も時折買っているもので、ほとんどがメイク用品の紹介だ。国内や海外ブランドのコスメが多数載ってはいるけれど、アクセサリー類はほとんど取り扱われていない。

　だから首を傾げていると、美沙がタブレットを使って説明をしてくれた。そこには、仮の記事が映し出されている。

「はい。実は、これからはトータルビューティーをコンセプトに打ち出すことになりまして、リニューアルは三カ月後になりますが、ヘアケア用品やアクセサリーの特集を組むことになったんです」

　美沙の説明では、第一弾としてハンドメイドアクセサリーを特集するらしい。

　購買層は、二十代から四十代と幅広く、どちらかというとカジュアル志向の人が多いらしい。

　そのため、あまりハイブランドは好まれなく、凛が作るようなナチュラルなアクセサリーを紹介したいのだという。

「とても光栄です。まさか、そんな有名な雑誌に載せてもらえるなんて……」

　夢を見ているのではないかと思うほど、まるで現実味がない。本当の話だろうか、ふわふわした気分で聞いていると、美沙が口を開いた。

「メルマガで、何回かに渡ってアンケートを取っていたんです。好きなアクセサリーブランドやお店についてですけど、その中でうちの雑誌の雰囲気に合い、かつ人気トップスリーを、今回掲載させてもらうことにしたんです」

　ニコリとされ、さらに凛はどぎまぎしてしまった。ということは、凛の商品がアンケートで、かなり上位にいたということになる。

「しばらく打ち合わせが続くんですが、お子さんもう少しで一歳ですよね？　お時間とか、ご都合は大丈夫ですか？」

「は、はい。それは大丈夫です」

　桜は、気がつけば来月で一歳になる。凛の両親はもちろん、拓真の両親にもすっかり慣れて、時々桜の面倒を見てもらっているのだ。

　凛の仕事に関しては、拓真の両親もとても協力的で感謝している。

「よかった。一条さんのアクセサリーは、とても爽やかで心地よさを感じるんですよ。だから、ぜひ誌面で紹介したかったんです」

「ありがとうございます。そう言ってくださって、本当に自信になります」

　拓真にも真奈美にも、そして公園で会ったママたちにもそう言われている。かつて失いかけた自信が、揺るぎないものに変わり始めていた。

　次回の打ち合わせまでに、用意しなければいけない資料などがある。これからしばらくは、忙しくなりそうで、楽しみになってきた。

「それでは一条さん、これからよろしくお願いします」

「こちらこそ、どうぞよろしくお願いします」

　店を出て、美沙と挨拶をして別れる。もらった茶封筒を抱きしめ、足取りは自然と軽くなっていた。






「凛さん！」

　マンションへの帰り道、真奈美から声をかけられる。だけど、そこには翠の姿はなかった。

「真奈美さん、こんにちは。翠ちゃんは、一緒じゃないんですか？」

　十五時だし、散歩にはちょうどいい時間だと思うけれど、彼女は一人だった。

「はい。今日は、病院からの帰りで……」

　と、真奈美は照れくさそうに言う。そして、そっとお腹に手を当てた。

「えっ？　もしかして……」

　凛は思わず手で口を塞ぎ、驚きを努めて抑える。

「はい、二人目ができました」

　頬を赤らめる真奈美に、凛は自分のことのように嬉しくなる。凛は、つい声を上げていた。

「素敵。おめでとうございます！　樹さん、お二人目を熱望されてましたもんね」

「ありがとうございます。そうなんです。だから、彼もとても喜んでくれていて。まだ、二カ月なんですけどね。前回は、まだ心拍の確認ができなくて、今日行って確認してきたんです。主人は、今日は仕事を休んでくれて、翠を見てくれてるんですよ。凛さんは？　桜ちゃんの姿が、見えませんけど」

「えっと、実は……」

　どこか興奮気味なのは、自分の商品が雑誌で紹介されるからではない。真奈美の懐妊を聞いたからだ。

　冷静に雑誌掲載のことを話すと、真奈美はパッと顔を輝かせた。

「凄いですよ。さすが、凛さん。何歩も先を行っちゃって、憧れちゃうなぁ」

「そんな……。でも、ありがとうございます」

　二人で、マンションに向かう。

　彼女に神経質な雰囲気はなく、普段と変わらず足早に歩いている。それでも、真奈美に注意していると、彼女にクスクス笑われた。

「凛さん、そんなに心配しなくて大丈夫ですよ。ありがとうございます。それに、気づいてないだけで、凛さんにだってもういるかも……」

　茶目っ気たっぷりに、真奈美にお腹を触れられ、途端に恥ずかしくなり動揺する。そんなことはない……とは言い切れないけれど、たぶん違う。

「うちは、まだ少し先だと思います……」

　気恥ずかしくて、両手で顔を扇ぐ。そんな凛を、真奈美は楽しそうに笑って見ていた……。






「俺も、樹から聞いてたよ。とても、嬉しそうだった」

　その夜、桜が寝たあと、拓真に真奈美の話をした。ベッドの上で、彼は読んでいた雑誌を閉じる。

「拓真さんも聞いてるなんて、樹さん本当に嬉しかったんですね」

「そうだな。自慢げに、話してくれたよ」

　クスッとする拓真に、凛も小さく笑って返す。アクセサリーの雑誌掲載については、拓真はとても喜んでくれて、どんなことも協力すると言ってくれた。

　本来なら、この時間もその話題だったかもしれない。だけど、どうしても真奈美の話がしたくて、そのことに夢中になっていた。

「真奈美さん、こうも言ってたんです。子供を早く作って、あとからゆっくり仕事をしたいって。それも、アリですよね」

　一時期、真奈美は二人目を作るタイミングを悩んでいたことがあった。だけど、彼女の中で解決し、前へ進んでいるのだ。

　凛のほうこそ、真奈美に憧れているし、羨ましいとも思う。将来のビジョンがはっきりとした真奈美は、とても晴れ晴れとした顔をしていた。

「そうだな。考え方は、人それぞれだから。正直、俺も二人目が欲しい」

　不意打ちで拓真にキスをされながら、その場で抱き抱えられる。ドキッとしながら、彼を見つめた。

「きみの気持ちを、無視することはしないし、仕事を全力で応援したい。だけど、桜のときに最初から側にいなかったから、次こそは凛と分かち合っていきたいんだ」

「拓真さん……」

「仕事に支障があるなら、ワガママは言わないよ。だけど……」

　自然と、拓真の両頬にそっと触れる。これまで二人目の話は、どこかうやむやにしていた。

　自然の流れで……と言ったときもあったけれど、今は凛自身もはっきりと言える。

「二人目、作りましょうよ。私の仕事は、調整が可能ですから」

　真奈美に触発されたからではなく、拓真と家族になれていると、しっかり自覚できているからだ。

　メンズものも手がけるようになってから、より凛が作るアクセサリーはデザインやスタイルが多様になり充実してきた。自分ではそんなつもりはなくても、プライベートの充実が、自然に表れているのかもしれない。

　だからこそ凛にとっては、拓真と幸せを共有していくことは、仕事を大切にすることでもあった。

「本当に、いいのか？　その気になるよ？」

「はい。だって、拓真さんとの赤ちゃんが欲しいですから……。拓真さんと出会えて、私はこんなにも幸せなんです」

　唇が重なり、熱い吐息が漏れていく。彼と離れていた間は、寂しさもたくさんあった。だけど、今はそれ以上に与えられる幸せが多すぎて、自分一人では持てないくらいだ。

「俺は、凛と出会えたのは運命だったと思ってる。きみといると、どんどん欲張りになるよ」

「それは、私もですよ」

　拓真に見下ろされながら、微笑みを返す。

「凛を愛した結果が、また欲しいんだ。これからも、賑やかで明るい家庭を作っていきたい」

「はい……」

　互いに抱きしめ合いながら、熱いキスを交わしていく。今夜はどれだけ、蕩けるような時間を過ごすだろうか。

　拓真を愛し、愛された証は、いつ舞い降りてくれるだろうか。そのときは、彼と二人で桜も一緒に大切に育んでいきたい。

　拓真と出会わなければ、こんな幸せを感じることはなかったのだから。大切にしたい、彼のすべてを。

　拓真から与えられる、すべてのものを。愛して、守り抜きたい……。
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